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はじめに 


このたびは、本製品をお買い巧めいたださ、まことにあ 
りびとラございます。 

本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の 
冊子『安むしてお使いいただくために』に記載されてい 
よ 〇 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られるよラにお手元 
に大切に保管してください。 


本書は、巧の決まりに従って書かれています。 


广 化ずお読み < だをい。 


V 


安1&してお压I■ル1ただ < ために 


Iして石 KS い. 


人， 


への■への)に Rf. BSCSSC 
占■いいた记< た占 tt. 牙っでぃただ奇た1_>*31が巧5 


J 


MtM 記号の意味 


A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことび想定されること"を示します。 

A ま意 

"取扱いを誤った場合、使用ちび傷書（*2)を負ラことび想定 
されるか、または物的損書（*3)の発生び想定されること"を 
のし^ 〇 




データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほ 
しい内容、仕様や機能に関して巧っておいてほしい内容を示し 

ぶ9 〇 

£5 メモ 

知っていると便利な内容をおします。 

V 3 役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合…「」 

ほかのマニュアルへの参照の場合…『』 

パソコンで見るマニュアルなどへの参照の場合…《》 
《パソコンで見るマニュアル（検索）： XXXX 》 と書いている 
場合、《パソコンで見るマニュアル》の[検索]ボタンの左側 
に rxxxx 」 を入力すると、目的のページを検索できます。 
パソコンで見るマニュアルにはさまざまな情報び記載されて 
います。 


*] 重傷とは、失明やけが、やけど（高温•低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残るをのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するをのをさします。 

*2 傷書とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが-やけど-感電などをさします。 

*3 物的損害とは、家屋-家財および家畜-ぺット等にかかわる拡大損害をさします。 
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用語について 


本書では、巧のように定義します。 


システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム （0 S ) を示します。本製品 
のシステムは Windows 7です。 


アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプ U ケーシヨンソフトウエアを示します。 

Windows または Windows 7 

Windows ® 7 Home Premium を示します。 


MS-IME 

Microsoft ® Office IME 2010. または Microsoft ® IME を示します。 

パソコンで見るマニュアル 

パソコン上で見ることのできる、電モマニュアル「パソコンで見るマニュアル」を示します。 
デスクトップ上の[パソコンで見るマニュアル]アイコン（^)をダブルク U ックして起動 
します。 


ドライブ 

ブルーレイディスクドライブまたは DVD スーパーマルチドライブを示します。 


己 D 


ブルーレイディスクを示します。 


Office 搭載モデル 

Microsoft ® Office Personal 2010または Microsoft ® Office Home and Business 2010 
をプレインストールしているモデルを示します。 


ご購入のモデルのシ U - ズ名、モデル名、仕様については 、 [dynabook **** (お使いの 
機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を参照してください。 
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MM 記載について 


•記載内容には、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語について」 
のモデル分けに準じて、「 * * * * モデルの場合」や「****シ U — ズのみ」などのよラ 
にを記します。 

• インターネット接続については、ブ□-ドバンド接続を前提に説明しています。 

• アプ U ケーションについては、本製品にプレインス I ルまたは内蔵八ードディスクや付属 
の CD / DVD か日インストールしたバージョンを使用することを前提に説明しています。 
•本書では、コント□ールパネルの操作方法について、表示方法を「カテゴリ」に設定してい 
ることを前提に説明しています。 

画面ち上の[表示方法]び「大きいアイコン」または「ルさいアイコン」になっている場合は、 
「カテゴリ」に切り替えてか日操作説明を確認してください。 



(表示例) 


•本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 
•本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾に長音（一）を適用しています。 
画面の表示と異なる場合びありますび、読み換えてご使用ください。 


E9T rademarks 

• Microsoft 、 Windows 、 Wi 


Windows Uve 、 Windows Media 、 Aero 、 Ex 巳 el 、 MSN 、 


OneNote 、 Outlook 、 PowerPoint、SkyDrive は、米国 Microsoft Corporation の米国 
およびその他の国における登録商標または商標です。 

• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating System です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core は、アメ U 力合衆国およびその他の国における Intel 
Corporation またはその子会社の商標、または登録商標です。 

• ATOK は、株式会社ジャストシステムの登録商標です。 

• ATOKtt , 株式会社ジャストシステムの著作物であり、著作権、その他の権利は株式会社ジャ 
ストシステムおよび各権利ちに帰属します。 

• Ma 邑 icGate 、 メモ U - スティック、メモ U - スティック□ゴ、メモ U - スティックデュオ、 
メモ U - スティック PRO 、 メモ U - スティック PRO デュオは、ソニー株式会社の商標です。 

• SD □ゴは商標です。 （ぶ 夕!） 

• SDHC □ゴは商標です。(篇 ) 

• SDXC □ゴは商標です。 （ ささ） 

• xD - ピクチャーカード™は、實±写真フイルム株式会社の商標です。 

• HDMI および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDIVII Licensing LLC . の琶録 
商標または商標です。 
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• LaLaVoice 、 ConfigFree 、 おたすけナビは、株式会社東芝の登録商標または商標です。 

• 「駅探」は登録商標です。 

• Adobe、Adobe Reader は Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米 
国な日びに他の国における商標な5びに登録商標です。 

• Corel、Corel の□ゴ 、 Digital Studio、DVD MovieWriter 、 WinDVD は Corel Corporation 
およびその関連会社の商標または登録商標です。 

• McAfee 、 SiteAdvisor およびマカフイーは米国法人 McAfee , Inc . またはその関係会社の 
登録商標です。 

• TRENDM に R 0、 ウイルスバスターはトレンドマイク□株式会社の登録商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

• Java はサンマイク□システムズ社の米国および他の国における登録商標または商標です。 

• Goo 旨 le ツールバーは Google Inc . の登録商標です。 

• 円 ip 日 00 k 、 円 ipViewer は E - 日 00 k Systems , Inc . の登録商標です。 

• デジブックは株式会社卜 U ワークスの登録商標です。 

• デジタルアーツ / D に ITAL ARTS 、 ZBRAIN 、 アイフィルタ ー/ i - フィルターはデジタルアー 
ツ株式会社の登録商標です。 

• Cyb 乱 Link 、 SoftDMA は、 Cyb 乱 Link Corp . の米国およびその他の国における登録商標ま 
たは商標です。 

• Super LoiLoScope は、株式会社 LoiLo の著作物であり、著作権、その他の権利は株式会 
社 LoiLo 及び各権利者に帰属します。 

本書に掲載の商品の名称や□ゴは、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場 
合びあります。 

コプロセッサ （ CPU ) に関するごを意^^^ 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理能力は;欠のような条件によって違いび現れます。 
• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、ちしくはほ速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造形に使用するソフト（たとえば、運用に高性能コンピューターび必要に設計されて 
いるデヴィン用アプ I 」ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧び低い高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1,000 メートル （3, 280フィート）じ(上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3ぴ C (高所の場合2已で）の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウてア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。 

これは、当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場合、お客 
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損書のち険を減日すための通常の保護機能です。 
なお、このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録 
機器にて保存してください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨 
する巧態にて本製品をご使巧ください。 
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■巨 4 ビットプ□セッサに関するを意 

己4ビット対応プ□セッサは、日4ビットまたは32ビットで動作するように最適化されています。 
己4ビット対応プ□セッサはじ(下の条件をすべて満たす場合に日4ビットで動作します。 

• 64 ビット対応の 0 S (オペレーティングシステム）びインストールされている 

• 64ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 
• 己4ビット対応の BIOS び搭載されている 

• 己4ビット対応のデバイスドライバーびインス I -ールされている 

• 64ビット対応のアプ U ケーシヨンびインス I ルされている 

特定のデバイスドライバーおよびアプ U ケーシヨンは己4ビットプ□セッヴ上で正常に動作し 
ない場合びあります。 

プレインス I -ールされている 0 S び、己4ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の 0 S びプレインス I -ールされています。 

このほかの使用制限事項につさましては取扱説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 


■ a 着作権について 


音楽、映像、コンピューター•プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作者 
および著作権ちの権利び保護されています。こラした著作物を複製することは、個人的にまた 
は家庭内で使巧する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を超えて、権利ちの了解なく 
これを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲ミ度、ネットワーク上での配信などを 
行ラと、「著作権侵書」「著作ち人格権侵書」として損害賠償の請巧や刑事処罰を受けることび 
あります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用を 
むびけてください。 


I ■リリース情漸こついて 


n 」 u —ス情報」には、本製品を使用するラえでのを意事項などび記述されています。 

必ずお読みください。次の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [ UU - ス情制 
をク I 」ツクする 
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MM お願い 


•本製品の内蔵八ードディスクにインス!ルされている、または付属の CD / DVD か日イン 
ストールしたシステム （0 S )、 アプ U ケーションじ(外をインストールした場合の動作保証は 
でさません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは本書に記載している手順 L ソ外の方法で、パーティショ 
ンを変更-削除-追加しないでください。ソフトウェアの領域を壊すおそれびあります。 

• 内蔵八ードディスクにインストールされている、または付属の CD / DVD か日インス I ル 
したシステム （0 S )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用できます。 

•購入時に定め日れた条件じ(外で、製品およびソフトウェアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じ日れています。取り扱いにはミ主意してください。 

• 本製品に内蔵されている画像は、本製品上で壁紙に使巧するじ(外の用途を禁じます。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。有料にてパスワードを解 
除します。 HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使 
巧でさなくなり、交換対応となります。この場合ち有料です。またどちらの場合ち、身分証 
明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュ U ティ巧策のためのパスワードの設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機 
能を備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するちのではありません。 

セキュ U ティの問題の発生や、生じた損害に関し、当社はいっさいの責任を負いません。 

•「ウイルスバスター」を使用している場合、ウイルス定義ファイルおよびファイアウォール 
規則などは、新種のウイルスやワーム、スパイウェア、クラッキングなどからコンピューター 
を保護するためにち、 常に最新のちのにアップデートする必要びあります。最新版へのアッ 
プデートは、ご使用開始か日目0日間に限り無料で行ラことびでさます。目0曰を経過すると 
ウイルスチェック機能を含めて、すべての機能びご使巧でさなくなります。 

ウイルスチェックび全く行われない状態となりますので、必ず期限切れ前に有料の正規サー 
ビスへ登録するか、市販のウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトを導入してください。 

•ご使用の際は必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーヴー使用許諾契約書』およ 
び『ソフトウェアに関するを意事項』をお読みください。 

• アプ U ケーション超動時に使用許諾書び表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーションを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーションでは、一度使用許諾書に同意すると、じ(降起動時に使用許諾書び表示されな 
くなります。 U カノ（ I 」一を行った場合には再び使巧許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 


本製品のお客様登録（ユーヴー登録）をあ日かじめ行っていただくよラお願いしております。 
当社ホームページで登録でさます。 

詳細について《パソコンで見るマニュアル（検熱：お客様登録について》 
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El [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は、そのメッセージをを意し 
て読み、開始した操作の内容を確認してか日、画面の指示に従って操作してください。 

パスワードの入力を巧め5れた場合は、管理者アカウントのパスワードで認証を行ってください。 


Kd 環境依存文きについて 

環境依を文字とは、入力した文字を漢字へ変換するとさに表示される候補のち側に「環境依を 
文字」または r 環境依を文字 （ Unicode )」 と表示されるちのです。 


の 


1 

1 

阵贼宇 I 

2 

1 

掛紋ぞ 

3 

© 

谓巧巧な文ぞ 

4 

I 

巧讶巧巧文字 

5 

i 

巧巧な巧文ぞ 

6 

7 

春 

» 


读示例) 


ユーヴーアカウント名やフォルダー名に環境依存文字び含まれていると、ファイルの読み込み 
や保をなどび正常に動作しないことびあります。 

ファイル名やファイル内の文字列に環境依を文字び含まれていると、ファイル名び「？」など 
のよラに正しく表示されず、正常に動作しないことびあります。 

また、アプ U ケーシヨン上でファイルの編集中に入力した文字列に環境依存文字び含まれてい 
ると、作成したファイ J レ上で正しく表示されなし ) ことびあります。 

このよラな場合には、環境依を文字を含まない文字列に変更してください。 

CD/DVD などの記録メディアにデータを書さ込むとさは、環境依を文字び含まれていないこ 
とをあ b かじめ確認してか日作業を行ってください。 
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KOiGoogle 設定画面について 

本製品は、インターネットを利用してさまざまな情報を見るために有効な、 HGoogleJ を搭載 
しています。 

「に〇〇旨 le 」 は [Internet Explorer 」 を起動すると自動的に接続するよう設定されているので、 
「Internet Explorer 」 を起動したとき、なのような設定画面び表示される場合びあります。 


30秒で作れる自分だけの Gooqle ホームぺージ 


巧巧のあるジ*ンルを适巧:絞当するものすぺてを进巧してください） 

因ニュース 曰コミュニケーション 曰を前 

回シール 因エンターテイン户ント 因スポー、ン 


のをま 
因 テクノロジー 


テーマを透巧： 


な K か 


場所ぞ适巧： 


国地が L 日本 


向 な巿るなどま京； 


(巧に本ームページを設定されてし1る巧を13こちを占と旦公主と） 


I 使い始める I 


[興味のあるジャンルを選択]、[テーマを選択]でそれぞれ設定したい項目をチェックして、 
[使い始める]ボタンをク U ックしてください。 

インターネットに接続した状態で [Internet Explorer ] を起動すると、設定画面で還択した項 
目の情報び表示されるよラになります。 
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■ パソコンの巧促 


この章では、パソコンの置き場所、 Windows のセットアップ、電源の 
切りかた/入れかたなど、お買い上げいただいてか5実際に使い始め 
るまでの準備と、本体各部の名前や基本的な使いかたについて説明し 
ています。 

また、本製品にご用意しているマニュアルについて説明しています。 


1使う前に確認する . 14 

2各部の名称一外観図一 . 16 

3ポインターを動かす/文字キーを使う 

—マウスとキーボードー . 22 

4 Windows を使えるようにする . 28 

已マニュアルで見るパソコンの使いかた . 51 






















ほ 3 巧に確認ずる 


■■箱を開けたらまずはこれから 

■箱の中身の確認 

[dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照して、付属品び 
そろっているか、確認してください。足りない物びある場合や、破損している物びある場合は、 
東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 

ま忌 PC あんしんヴポート『東芝 PC ヴポートのご案内』 

■型番と製造番号を確認 

パソコン本体の背面に型番と製造番号び記載されています。保証書に同じ番号び記載されてい 
ることを確認してください。番号び違ラ場合や、不備びあった場合は、東芝 PC あんしんサポー 
卜にお問い合わせください。 

記載位置について r 本章已■回背面刚 


B ちれずに巧って<ださい 

■使用する前に 

本製品を使用する前に、必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーヴー使用許諾契約書』 
および『ソフトウェアに関するを意事項』を読んでください。 


■保証書は大切に保管 

故障やトラブ j レび起こつた場合、保証書びあれば保証期間中（保証期間 
については保証書を確認してください）は東芝の無料修理サービスび受 
けられます。 

保証書に記載の内容を読んで、確認したあと、大切に保管してください。 


S ■ふり田田田 ■* の注*■田。 •§ 王冉口:ご企巧に机' It 亞 B した 1S 
白—*面の里由ホ J に g じて，田お巧3を《内! C する b のです， 


よけ BPurchaseC 


S 話 


けんを 

:。.。脚 S 




本■な曰 S 田巧での坦 ill と. ILW 巧 SS な（上 
の宙巧 •» 亞 （》 田讨）ち田巧し*す （ILW にっいてけ，7 
の胃 r»^pc サポートので巧内 J を〜くださし". 

«■* ■の a« 行Iも巾レがん口で胎し«|■がに*曲：««しでなでい. 
で》ち店田<'’0すぉ面い上げ曰.祖田元3«*?ご£入の_1:.6吾6に 
»»し<だ5ぃ. 

'女こ li を由ち' 柱面， SiS 至号 つ 


■ Product Key は大切に保管 

本製品には、パソコン用基本ソフト （0 S ) としてマイク□ソフト社製の Windows び用意されて 
います。この Windows にそれぞれ割り当てられている管理番号を 「Product Key 」 といいます。 
Product Key はパソコン本体背面に貼日れている Microsoft ® の 「 Cert け icate of 
Authenticity 」 というラベルに印刷されています。 

このラベルは絶対になくさないよラにしてください。再発行はできません。 

紛失した場合、マイク□ソフト社からの保守サービスび受け日れなくなります。 


14 



パソ n ンの準備 























D 使ラ前に確認する 


g ■最適な場所で使う 

人間にとつて住みやすい温度と湿度の環境び、パソコンにち最適な環境です。 



It 


照明や曰巧が面面に 
反財しないよラに注意 
温度やお度にま意 


[ 不まちな台の上にのせない j 

y ~ 



スピーカーなど 
お気を発生する 
をのから遠ざける 



平らでしつか y した台の上 
遇当なスぺースを空ける 
コンセントや電話協の巧< 
リラックスできる場所 


なの点にま意して置さ場所、使ラ場所をみめてください。 

• 安定した場所に置さましよラ。 

不安定な場所に置くと、ノ（ソコンび落ちたり倒れたりするおそれびあり、故障やけびにつな 
びります。 

• 温度や湿度び高いところは避けましよラ。 

暖房や加湿器の送風び直接あたる場所はよくありません。 

•強い磁気を発するちのの近くで使用しないでください。 

磁石はちちろん、スピーカー、テレビの近くは磁気の影響を受けます。磁気ブレスレットな 
どもパソコンを使用するときははずすようにしましよう。 

• 照明や日光びあたる位置ち考慮しましよラ。 

照明や日光び直接ディスプレイにあたると、反射して画面び見ゴ日くなります。 

• ラジオやテレビの近くで使用しないでください。 

ラジオやテレビの受信障書を引き起こすことびあります。 

• 無線通信装置か日離してください。 

携帯電話ち無線通信装置の一種です。 

•パソコンの通風孔をふさびないように置きましよう。 

通風孔はパソコン本体内部の熱を外部に逃びすためのちのです。ふさぐと、パソコン本体内 
部び高温となるため、本来の性能を発揮でさない原因や故障の原因となります。 



パソ n ンの準備 


お 





























































さ部のち赖 

一か巧図一 


ここでは、各部の名前と機能を簡単に説明します。 

それぞれについての詳しい説明は、各参照ページや《パソコンで見るマニュアル》を確認して 
ください。 




夕'!•観図について 


本製品に表示されている、コネクタ、 LED 、 スイッチのマーク（アイコン)、およびキーボード 
上のマーク（アイコン）は最大構成を想定した設計となっています。ご購入いただいたモデルに 
よっては、機能のないものびあります。ご購入のモデルの仕様については 、 『dynabook * * * * 
(お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ J を確認してください。 



この部分に無線 LAN アンテナび ' 
内蔵されています。 


s* =» 

ブ U ッジメディアス□ット 

S □メモ IJ 力ード、メモ U — スティック、 
マルチメディアカード、 xD - ピクチャー 
力ー ドなどをセッ 卜しまず。 

■つへッドホン出力端モ 

へッドホンを接続します。 


0をょマイク入力端モー 
/オーディオ入力端子 

マイク□ホンを接続します。 


•<^ USB コネクタ- 

USB 対応機器を接続します。 



ディスプレイ 
スピーカー 
IJ モコン受光窓 

む電源スイッチ 

システムインジケーター 
(ご P .17) 


USB コネクタ *1 

USB 対応機器を接続します。 
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パソ n ンの準備 


*] 設定を行ラと、パソコン本体の電源が入っていない状態でち、 US 目コネクタから外部機器に電源を供給す 
ることがでさます。 

USB の常時給電について《パソコンで見るマニュアル（検索）： USB の常時給電》 



















































Kfl 各部の名称一外観図一 


■■ システムインジケーター 

システムインジケーターは、点灯状態によって、パソコン本体びどのよラな動作をしているの 
かを知ることびでさます。 


6 

Power LED 

電源の状態 ^^ P .50 

0 

デバイスアクセス LED 

内蔵八ードディスクやドライブ、ブ U ッジメディアス□ット 
などにアクセスしているときに白色に点灯 

[X] 

ディスプレイ状態 LED 

ディスプレイの状態已〇 

♦ REC 

録画状態 LED 

地上デジタル放送の番組を録画しているとさに赤色に点灯 
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パ_ 














Kfl 各部の名称 一列観図一 


2 


背面図 


型まと製造番号 

ラベルに型ま（機種名）と製造番号び記載されています。 


通風孔 


ボタン OP .19) 


B - CAS 力ードス□ット 
(ご P '74) 

ドライブ- 

ドライブには、 CD/DVD 
/ブルーレイディスクを 
セツトしまず。 

* ブルーレイディスクは 
ブルーレイディスク 
ドライブモデルのみ 



音声入力端モ（ち）- 
音声入力端モ（左） 


◎ メモ U ス□ット（ご P .7 巨） 

メモ1」を増設する場所です。 

P . 吕〇の拡大図を参照してください。 

受信機用ス□ット 
(ご P '24) 

通風孔 


— loe セキュ U ティ□ック•ス□ット 

盜難を抑止ずるためのセキュ1」ティケーブルを接続でをまず。 
セキュ U ティケーブルは、本製品に巧応しているちのをご利用 
ください。詳しくは販売店などに確認してください。 


- Homi ぶ:! HDMI 入力端モ 

HDMI ケープルを接続して、 HDMI 出力対応機器（テレビ、 
プ□ジ I クターなど）の映像をバソコンに表示しまず。 


-口 4 ィ D D 4 映像入力端モ 

□端テケーブルを接続して、テレビの映像をバソコンに表示しまず。 




本製品の背面について 


通風孔は、パソコン本体内部の熱を外部に逃びすためのちのです。 

通風孔を通してがの空気を取り込んだり、内部の空気を排出したりすることでパソコン内部に熱 
びこちるのを防いでいまず。 

通風孔をふさびないで<ださい。 

本製品の背面には、正規の Windows であることを証明する、 Microsoft ® の！" Certificate が 
Authenticity 」 というラベルが貼ってあります。 

はがしたり巧したりしないでください。 



パソ n ンの準備 
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Kfl 各部の名称一外観図一 


n ボタン 

ディスプレイや音量の調整は、ボタンを使用すると簡単に操作することびでさます。 


【 X ) 


0— 

ー ディスプレイ日 FF ボタン 

-© 

ディスプレイの日 N / 日 FF を切り誓えます。 

〇 

一入力切替ボタン 

▲な 

ディスプレイに表示する内容を切り誓えます。 

0— 

一輝度+ボタン 

] 回押すごとに、本体液晶ディスプレイの明るさび 1 段階ずつ明るくなります。 

▼な 


0— 

一輝度ーボタン 

+ 

1回押すごとに、本体液晶ディスプレイの明るさび 1 段階ずつ暗くなります。 

0— 

1 

一音量+ボタン 

I 

0— 

一音量ーボタン 

1ボタン機能 


それぞれのボタンの機能は、《パソコンで見るマニュアル（検索）：ボタン操作一覧》を参照し 
てください。 



パソ n ンの準備 
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Kfl 各部の名称 一列観図一 


拡大図 


TV 


電源コネクタ- 

iZ > P .3 日） 




© 


-] 「アンテナ入力端モ 
—品 LAN コネクタ 

ADSL モデムなどを使5とさに、 LAN ケーブルを接続します。 


©n 


回回 


•<^1156コネクタ 

USB 対応機器を接続します。 


^ か SPDIF 同軸デジタルオーディオ出力端子 
MD コンポなどを接続します。 

パソコン本体の Windows の音声のみ出力します。 HDMI 入力端テや音青入力 
端テか5入力した音声を出力することはでをません。 




機器への強い衝撃や外圧について 


あらかじめ、「付録 D - 


機器への強い衝撃や外圧について」を確認して<ださい。 


3 


ワイヤレス7ウス 


umm 

左ボタン¬ 
パツテ U—LED 

マウスの電池の 
巧態をおします。 



ちボタン 


-バスづ"—— J レ 

画面を縦/横に 
スク□ールでを 
ます。 


3裏面 
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パソ n ン S 備 















































各部の名称一外観図一 


4 


ワイヤレスキーポー 



□表面 


ec 。 ホタン- 

パソコンの消費電力を 
おさえる機能- ec 日モードの 
日 N/ 日 FF を切0誓えます。 


—ミュートボタン 

音量の日 N/ 日 FF を切り誓えます。 

I —音量—ボタン 
I —音量十ボタン 


^バッテリー ！ _ED 

キーボードの電池の状態をおします。 


@ ® ® Q -公 


E " 4 nir ' • 11 。 . f ’— iiiF^nn 同 ir—iir -iinriFiFiFiniwii 



電源スイッチ（バソコン本体） 

パソコン本体の電源を入れまず。 


□裏面 

スタンド- 


〇圆 


^電池 カバー 


OFF ( で 3) ON 


〇 


〇 


〇 


スタンド 


國〇 


〇 


〇り 


電源スイッチ（キーボード） 

キーポードの電源を入れます。 


それぞれのボタンの機能は、《パソコンで見るマニュアル（検蔚：ボタン操作一覧》を参照し 
てください。 



パソ n ンの準備 
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ポインターを動かず/文をキーをほ 3 

— 7 ウスとキーボードー 


電源を入れて Windows を起動すると、パソコンのディスプレイにび表示されます。この矢 
印を「ポインター」といい、操作の開始位置を示しています。この「ポインター」を動かしな 
び日パソコンを操作していさます。 

本製品には、「ポインター」を動かしたり、操作の指示を与えるためのワイヤレスマウス（じ(降 
マウス）とワイヤレスキーボード（じ(降キーボード）び付属しています。 


の 


マウスとキーポードの準備 


はじめて本製品に付属しているマウスとキーボードを使ラとさには、付属の電池を取り付けて 
ください。 

使用している電池び消耗すると、マウス/キーボードを操作できなくなります。その場合は、 
使用でさる乾電池をお確かめのラえ購入いたださ、それまで使用していた電池を取りはずして 
から、新しい電池を取り付けて<ださい。 


マウスの電池の取り付け/取りはずし 


マウスの裏側の電源スイツチを OFF 側にスライドしてか日、電池の取り付け/取りはずしを 
行ってください。 



宫 


電池をセツト/交換する 

+ (プラス）、一（マイナス）をよく確認してセットしてください。 
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パソ n ンの準備 


















Q ポインターを動かす/文字キーを使う ーマウスとキーボードー 


订電池カパ-を閉める 

T ] 「カチッ」といラ音びするまで巧してください。 

〇キーボードの電池の取り付け/取りはずし 

キーボードの裏偵 Ij の電源スイッチを OFF 側にスライドしてか日、電池の取り付け/取りはずし 
を行ってください。 

Q キーボード裏側の電池カバーを開ける 

ツメ部分を矢印の方向に巧します。 




S 電池カバーを閉める 

「カチッ」といラ音びするまで巧してください。 
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パソ n ン S 備 



































Q ポインターを動かす/夕字キーを使ラ ーマウスとキーボードー 


E 9 マウス/キーボード信号受信機をセツトずる 

マウス/キーボードか日の操作を受信する受信機を、パソコン本体裏面にセツトします。 

B パソコン本体裏面にあるマウス/キーボード受信機用ス□ツトのカバー 
を開ける 

ツメ部分を矢印の方向に巧しなび日①、カノ（一を開けます②。 



Q 受信機用ス□ットのカバーを閉める 

1「カチッ」という音びするまで巧してください。 


庐？ メモ 

• マウスとキーボードびバソコン本体から離れ過ざると、操作でをない場合びあります。 
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パソ n ンの準備 



















































Q ポインターを動かす/文字キーを使うーマウスとキーボードー 


EB マウス/キーボードの電源を入れる 

電池をセツトした日、マウス/キーボードの電源を入れてください。 

n マウス/キーボードの裏側にある電源スイッチを ON 側にスライドする 


電源を入れると、マウス/キーボードの表側にあるバッテ U — LED び約] 0秒間点灯 
します。 


2 

1 マウスのほいかた 

マウスを使ってポインターを動かし、パソコンを操作してみましよラ。 

ここでは、マウスの基本的な機能を説明します。 

广 

A ま意 


•レーザーマウスは、不可視のレーザー光を使用した「クラス1レーヴー製品」でず。 
底面のセンサー孔を直接のぞさ込まないでください。 

目を痛めるおそれびあります。 

— J 


マウスの持ちかた 


<マウス> 



<キーホード> 





G -^ 


off(^D)on 

呼 





マウスを手のひ日で包むよラに持ち、人さし指と中指を各ボタンの上に 
置さます。 

マウスを使ってポインターを動かしたり、クリック、ダブルクI」ックな 
どをしてみましよラ。 
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Q ポインターを動かす/夕字キーを使ラ ーマウスとキーボードー 


マウスを ラ ま <動かすポイント 


マウスを動かす場所びなくなったとさは、いったんマウスを持ち上げ、マウスを動かせる位置 
に民します。 

•マウスパッドについて 

付属のマウスの種類（レーヴー）に対応したマウスパッドの使用を推奨します。 

対応していないちのやマウスパッドの模様によっては、正常に動作しない場合びあります。 

• レーザーマウスの使用場所 

マウスは平日な場所で使用してください。 

また、ガラスなどの透明な素材、鏡などの光を反射する素材の上では使用しないでください。 
センサーびラまく動作しない場合びあります。 


■■ポインターを動かず 

滑日せるよラにしてマウスを上下左ちに動かします。ポインターびマウスの動さに合わせて動 
さます。 




D アイコンを選択する 

ポインターを目的の位置に合わせて、左ボタンを]回押します（ク1」ック）。 





没立つ操作集- 

ダブルク IJ ックする 

ポインターを目的の位置に合わせて、左ボタンをすばやく2回押すこと 
です。 

ダブルク U ックするとをは、マウスび動かないように固定した状態でボ 
タンを押してください。 
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Q ポインターを動かす/文字キーを使う ーマウスとキーボードー 



ぶ:ミ メモ マウスについて 

• アプ U ケーシヨンによっては、ホイールを使ったスク□-ルに対応していない場合びあります。 


キーボードの文をキーのほいかた 


文字キーは、文字や記号を入力するとさに使いま 
す。 

文字キーに印刷されている文字や記号は、キー 
ボードの文字入力の状態によって変わります。 


■左上 

■左下 



;や 


，ゃ-- 


■ち上 

■ち下 


左上 

ほかのキーは使わず、そのまま巧すと、アルファベットのル文字などび入力でさま 
す。州// Tj キーを巧しなび日巧すと、記号やアルファベットの大文字び入力でき 
まず。 

左下 

ほかのキーは使わず、そのまま巧すと、数字や記号び入力でさます。 

も上 

かな入力びでさる状態でキーを巧しなび日巧すと、記号、ひ日びなの促音 
(ルさい「つ」）、樹音（ルさい「ゃ、ゅ、よ」）などび入力できます。 

ち下 

かな入力びでさる状態で巧すと、ひ日びなや記号び入力でさます。 


キーボードを使ったいろいろな入力操作の詳細については、本書の裏表紙や、《パソコンで見る 
マニュアル （検索）：便利な入力操作》を参照してください。 










































ウインドウズ 

Windows 巧ほえるよ3にずる 


Windows セツトアツ 



初めて電源を入れたとさは、 Windows のセットアップを行います。 

Windows のセットアップは、パソコンを使えるようにするために必要な操作です。 

作業を始める前に、付属の冊モ『安むしてお使いいただくために』を必ず読んでください。特 
に電源コードや AC アダプターの取り扱いについて、ミち意事項を守ってください。 


操作の流れ 



' > 

電源 コー ドと AC アダプターを 接続する 

L. ^ 

パソコンの準備 



' > 

電源を入れる 

k. ^ 


電源を入れてか!5 


OS のタイプを選択する 


国または地域を確認する 


ユーザー名とコンピューター名を入力する 


パスワードを入力する 


ライセンス条項に同意する 


Windows の保護の設定をする 


日付と時刻の設定を確認する 


セツトアップ完了 
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D Windows を使えるようにする 



セツトアップをするときのを意 


■ 周辺機器は接続しないでください 

•セットアップは AC アダプターと電源コードのみを接続して行います。 

セットアップび完了するまでは、プ U ンターなどの周辺機器や LAN ケーブルは接続しないでくだ 
さい。 

■ 途中で電源を切 S ないでください 

•セットアップの途中で電源スイッチを押したり電源コードを巧くと、故障や起動でをない原因に 
なり、修理び必要となることびありまず。 

■ 操作は時間をあけないでください 

•セットアップ中にキーボードの操作び必要な画面びあります。時間をあけないで操作を続けてく 
ださい。 

しばらくマウスやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる場合びあり 
ます。これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。 

をう]度表示ずるには、巨皆日: J キーを押すか、マウスを動かしてください。 

巧百/巧1 キーやマウスでは復帰せず、 Power むに□びオレンジ色に点なまたは点滅している場 
合は、電源スイッチを押してください。 


電源 コー ドと AC アダプターを 接続ずる 


A 警告 


• AC アダプターは本製品に付属のちのを使用ずる 

本製品付属 LU 外の AC アダプターを使用すると電圧や （+) (—）の極性び異なっているこ 
とびあるため、乂災•破裂-発熱のおそれびあります。 

•パソコン本体に AC アダプターを接続する場合、本書に記載してある順番を守って接続する 
順番を守日ないと、 AC アダプターの DC 出カプラグび帯電し、感電またはけびをする場 
合びあります。 

また、 AC アダプターのプラグをパソコン本体の電源コネクタじ(外の金属部分に触れない 
よラにしてください。 


A ミま意 


• 電源コードは、付属の2ピン電源プラグ付さコードを必ず使用する 
付属のコードじ(外を使巧すると乂災.感電の原因となります。 

• アース線は必ずコンセントのアース端子に接続ずる 

感電のおそれびあります。 

• 付属の電源コードは、本製品付属の AC アダプタ ー Ji (かには使用しない 

付属の電源コードは、本製品付属の AC アダプター専用です。 


J 
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Q Windows を使えるようにする 




電源 コー ド、 AC アダプターの取り扱いについて 


あらかじめ、「付録【1-^■電源コード、 AC アダプターの取り扱いについて」を確認してく 
ださい。 

パソコン本体に電源び入っているとさは、電源コードと AC アダプターを取りはずさないでくだ 
さい。電源コードと AC アダプターを取りはずすと電源び切れ、データび消失するおそれびあり 
まず。 

電源コードの接続は、最後に行ってください。 

電源コードの接続は、アース線ープラグの順に行ってください。取りはずず場合は、取り付けと 
逆の順番（プラグーアース線）で巧ってください。 

アース線は、万び一漏電した場合の感電を防止しまず。安全のためにおず接続してください。 


なの図の①^②一③^④の順で行ってください。 


③ 電源コードのアース線を 
アース端子に接続ずる 



① 電源コードを AC 
アダプターに接続する 




•電源コネクタ 


^電源コード 


② AC アダプターのコードを 
パソコン背面の*1マーク 
があるコネクタにしっかり 
と差し込む 
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D Windows を使えるようにする 


E ■電源を入れる 

n 電源スイッチを押し、指をはなす 

確実に電源スイッチを巧してください。 

Pow 乱む LED び白色に点灯することを確認してください。 



■ これでパソコンの準備は完了です。 

H 続いて Windows のセットアップに進みます。 

I 角度の調整 


A ま意 

•ディスプレイの角度を調整するとさ、ディスプレイの下部を持って角度調整しない 

ディスプレイとスタンドの間に指をはさみ、けびをするおそれびあります。 

パソコン本体の向さを、上下にのみ角度調整でさます。 

ち図の G ’:’ で囲んだ部分を持ち、矢印の方向に静かに動かして、 

見やすい角度に調整してください。 
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Q Windows を使えるようにする 


EB OS のタイプを選択ずる 

Windows ? の os のタイプ （32 ビット版と己4ビット版）を選択します。 

使い慣れたソフトや周辺機器をま巧でさる32ビット版、対応しているアプ U ケーシヨンを使 
えばより高いパフォーマンスを発揮でさる日4ビット版、それぞれ目的に応じて選択してくだ 
さい。 

本製品には、あ日かじめ Windows ? 己4ビット版びインス I ルされています。 

Windows ? 32ビット版を遇択した場合は、インストールび必要になりますので、セットアップ 
開始までに約2〜2.已時間かかります。 

パソコンび起動すると、 0 S のタイプを選択する画面び表示されます。 

B インス!ルする OS タイプの左にある广をクリックする 

<製品復元イニ！—> 

どちらか1つの 0S タイブを還んでください。 


广 Windows 732ビットバージョン 


巧 jWIndows 7 64ピットバージョン！ 


I 巧への）> ] _キ中ンをル_I 


广をク I 」ックすると f になります。 

[次へ]ボタンをクリックする 


<製品復元タニ!■一 > 

どちらか1つの 0S さイブを還んでください。 


广 Windows 7 32ビットパージョン 


任皆 indows 7 64ビッドパージョン！ 


r 巧へのいキャンたル I 
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D Windows を使えるようにする 


■ Windows ? 32ビット版を選択した場合 

メッセージ画面び表示されます。 

「4章且-回八ードディスクドライブか bU カバ U - をする」の手順巧圳まの操 
作を行ってください。 


■ Windows ? 巨4ビット版を選択した場合 

終了画面び表示されます。 

[終了]ボタンをク U ックし、続けて「^3 Windows のセットアッス 
ださい。 


に進んでく 
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Q Windows を使えるようにする 


MiM Windows のセットアップ 

セットアップには約] 〇〜20分かかります。 

[国または地域]欄に「日本」と表示されていることを確認し、[巧へ] 
ボタンをクリックずる 


W ’ 


Windows の它>ットアジブ 


時 . Windows'? Home Premium 


国またに )： ig 


奇効と边 s のあす江)；〔日本語(己本） 


キーボードレイアウト化)；I Microsoft1ME 


TOSHIBA 


感 


Copyright ® 2009 Microsoft Corporation. All rights reserved. 


—々ベ N ) — 


ユーヴー名とコンピューター名を入力する画面び表示されます。 


:欠の手順の前に「ユーザー名」とは 


複数のユーヴーび]台のパソコンを別々に使用することびでさます。 

そのとさ、使用するユーヴーによって違ラ環境で Windows を起動でさるので、 
Windows 起動時にどのユーヴーび使用するのかを識別する必要びあります。そのた 
めに、複数のユーヴーび使用する場合は、ユーヴーそれぞれを区別するための名前を 
登録します。 

巧の手順で入力するユーヴー名は、管理ちユーヴーを登録するためのちのです。どん 
な名前でも良いので、自分であることを識別できるような名前を入力してください。 
管理ちユーヴーとは、複数のユーヴーでパソコンを使巧する場合、全体を管理して、 
ほかのユーヴーに使用制限を設定したりでさるユーヴーです。 


管理ち LU 外のユーヴーは、 Windows のセットアップ後に登録できます。 
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D Windows を使えるようにする 


《>)、 Windows の它ジトアジブ 


な Windows? Home Premium 

巧しい アカウシトの ユーザーをと.コシピューターをネが卜つーク上で巧財するためのコン 
ピューター备を入力して<ださい. 


ユーザーるを入力してください（巧：]か n ) (山; 


感 


TOSHIBA 


Copyright © 2009 Microsoft Corporation . All rights reserved . 

C 次へ汹 I 


文字の入力方法、入力に使ラキーの位置については、《パソコンで見るマニュアル》 
に簡単な説明びありますので、参照してください。 

rdynabookj と入力するときは、キーボードで回因回团团回回因と巧します。 

■ ユーザー名に使えない文字 

ユーヴー名を入力するとさ、巧の文字を使用しないでください。 

CON 、 PRN 、 AUX 、 NU し COM ]、 COM 2、 COM 3、 COM 4、 COM 已、 
COM 己、 C 0 M 7、 C 0 M 8、 C 0 M 9、 LPT ]、 LPT 2、 LPT 3、 LPT 4、 LPT 已、 
LPT 己、し PT 7、 LPT 8、 LPT 白、@ 

■キーを押してち表示されないときは 

キーを押してち文字び表示されない場合は、入力欄に「 I 」（カーソル）び点滅しな 
び日表示されていることを確認してください。表示されている位置か日文字を入力で 
きます。表示されていないときは、[ユーヴー名を入力してください]の下の欄をクリッ 
クしてください。 

■入力を間違えたときは 

入力を間違えたときは次の操作で文字を削除して、ちラ]度入力しましよラ。 

• カーソルの左側の文字を削除する .[ BACKSPACE I キーを巧す 

• カーソルのち側の文字を削除する . 医^キーを巧す 

カーソルを 左ちに動かすには、 1^] キー または[■^] キーを 巧します。 
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ユーザー名を入力ずる 

[ユーヴー名を入力してください]と書いてある下の欄に、管理者ユーヴーの名前を 
入力してください。 ユーザー名は、半ち英数字で入力することをおずすめしまず。 

「 I 」（カーソル）び表示されている位置か日文字の入力びでさます。 
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Windows を使えるようにする 


コンピューターに名前をつけるのは、使用するパソコンをほかのパソコンと区別する 
ためです。ネットワークに接続する場合は、必ず設定してください。 

コンピューター名を入力する 

M ユーヴー名を入力すると自動的に入力されます。 

■ 変更する場合は、[コンピューター名を入力してください]と書いてある下の欄に、半 
I 角英数字で任意の文字列を入力してください。 半ち英数字む外は使用しないでくださ 
1し、 また、同じネットワークに接続するコンピューターとは別の名前にしてください。 



3 [なへ]ボタンをクリックする 



パスワードを設定する画面び表示されます。 


パソ n ン S 備 



































D Windows を使えるようにする 


巧の手順の前に「パスワード」 （ Windows □グオンパスワード）とは 


パスワードとは、それを入力しないと次のステップに進めないようにできる、特定の 
文字列です。 

ここでは、 Windows を起動するときに入力しないと、 Windows を起動できないよう 
にするためのパスワードを設定します。これを 「 Windows □グオンパスワード」と 
呼びます。 




パスワードを忘れると、「リカバリー」といラ、購入時のが態に戻ず処理をするしか、 

ち法びなくなってしまいます。その場合、購入後にバソコンに保存したデータやアプリ 
ケーシヨンなどはすべて消失するので 、 yl くスワードは忘れないようにしてください。 


パスワードを入力する 

[パスワードを入力してください]と書いてある下の欄に、 Windows □グオンパスワー 
ドとして設定したい文字を入力してください。 

Windows □グオンパスワードは半角英数字で] 27文字まで設定できますび、8文字 
しソ上で設定することを推奨します。英字の場合、大文字とル文字は区別されます。 
Windows □グオンパスワードを入力しないでそのまま;欠の画面へ進むことちでさま 
すび、セキユ U テイ上、設定することを強くおすすめします。 


、.イ，、 Windows の它‘ットアップ 

ユーザーアカウン W ノじ?•つードを設をします 

ノ a つードをイ f 巧しておくことは、ユーザーアカウントを第=吾から巧塞するためにち巧な t 
キユリテイ巧まです.ノ (7 ■つード比ちれないよラにしてください.また、メモなどに記 ft した 
毎合は.ま全な毎巧に巧盲してください. 


[ ノ a つードを入力してくだちい（巧勇)巧)： 


yt スつードをちラー度入力してください化)： 


ノ tx ワードのヒシトを入力してください吐か 


ノ a つードを是い化すのに巧なっ*語や語句を入力してください. 
) なつー ドを聞をそた香合に，入力したヒントが表示されます. 


I 次嘲 


入力した文字は「♦♦♦♦♦」で表示されるため、画面を見て確認することはでさま 
せん。入力し間違えてち画面ではわか日ないので、気をつけて入力してください。 
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Q Windows を使えるようにする 


パスワードをもう1度入力する 

[パスワードをちラー度入力してください]と書いてある下の欄に、手順 
した Windows □グオンパスワードを、もう]度入力してください。 


で入力 


一 


Windows の它ツトアップ 


ユーザーアカウン W ノ a つードを設まします 

ノ a つードを巧巧しておくことは、ユーザーアカウントを第=吾か6巧きするためにち巧な t 
キユリティ巧巧です.ノ U フード味ち n ないよラにしてください.また、メモなどに記 ft した 
毎合は.ま全な驾巧に巧盲してください. 

ノ a つードを入力してください（巧男)巧)： 


バスつードをちう一度入力してください化)： 


ノ なつー ドのヒシトの入力（み須)化)： 


ノ a つードを思い出すのに役立っ巧語や語句を入力してください. 
) なつー ドを聞をそた毎合に，入力したヒントが表示5れます. 


夕へ化） ] 


巧の手順の前に「パスワードのヒント J とは 


設定した Windows □グオンパスワードを忘れてしまったときのために、ヒントを入 
力しておいて、パスワード入力画面で表示させることびでさます。 

パスワードのヒントを入力する 

[パスワードのヒントの入力]と書いてある下の欄に、それを読めば自分だけはパス 
ワードを思い出せるよラなヒントを入力してください。 


、 I .、 Windows の它ジトアジプ 

ユーザーアカウントのノなつードを設をします 

ノ〇•つードを作成しておくことは、ユーザーアカウントを董=吾から保塞するためにち巧)な t 
キユリティ巧巧です. / U つード比をれないよラにしてください.また，メモなどに記 S した 
毎合は、きをな香而こ巧言して<ださし、 

ノ a つードを入力してください（巧異 )(£): 

!なつー ドをちう一度入力してください化)： 


/なつードのヒントの入力（ぷ适 )( M ): 


}なつー ドを思い出すのにほごつ#畳ウ語句を入力してください. 
ノ a つードを齿をネた毎合に、入力したヒントが表示ちれます. 


巧へ脚 
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D Windows を使えるようにする 



[巧へ]ボタンをクリックする 


，-ノ，、 Windows の它>ットアップ 

ユーザーアカウン W ノ a ワードを設まします 

ノ a つードを作をレておくことは、ユーザーアカウントを第=吾から巧きするためにち巧な t 
キユリテイ巧巧です.ノ U フード(主を n ないよラにしてください.また、メモなどに記 ft した 
苗合は.ま全な毎巧に巧盲してください. 

} なつー ドを入力してくだちい（巧男) ( E ): 

ノなつードをちラー度入力してください化)： 

ノなワードのヒシトの入力（必須)化)： 

子巧のころの呼びる 

ノ a つードを思い出すのに设ごつ*夏や語句を入力してください. 
i なつー ドを聞をそた毎合に，入力したヒントが表示5れます. 

|[ 1 ) 


[ライセンス条項をお読みになってください]画面が表示されます。 

マイク□ソフトと東芝のライセンス条項の内容を確認し、それぞれの[ラ 
イセンス条項に同意します]の左にある[□をクリックする 

ライセンス条項に同意しないと、セットアップを続行することはできず 、 Windows 
やコンピューターを使用することはできません。 

表示されている条項文の続さを表おするには、画面のち側にある T* ボタンをクリツ 
クします。 


Windows のたットアップ 
I ライ它ンスまちをお爵みになつてください 

マイクロソフトソフトウェアライだンス柔 I 頁 

WINDOWS 7 HOME PREMIUM 

本マイクロソフトソフトウェアライセンスを頂（じ1下「本ライセンスを1自」といいます）口.お客 
掠と W 下のち至まとの堅のをほ成します。 

Iのライだシスを巧に巧忌します (Windows を使用するには巧言があ、 g)(A) 1 

株すをなまさが括なするソフトウIアをタウン□ード、インストールまたは使用される • 
前にこのエンドユーザー巧用許萬契の書（本票巧書)をを意深くぉ责み下さい，いすれ固 
I かのを I 頁にご同意いただけない場合に口、まさ製コンビューターをぉポめになった巧 

I 売店に、ご返ち P についてご巧を下さい， 

エンドユーザー巧用許訖契の 害 - 

I g ライだンスを巧に同宜します（コンピユーターをを用ずるには巧ちがお巧) (L) 1 

I_ I 。へ(出 I 

(表示例) 



マイク□ソフトのライセンス条項 
に同意してください。 


東芝のライセンス条項に同意して 
ください。 


广をク U ックすると i 方になります。 






































Q Windows を使えるようにする 


[なへ]ボタンをクリックする 


《さ 一 Windows の iz ットアジプ 

ライ它ンスを巧をお黄みになつてください 

マイクロソフトソフトウェアライ ir ノス条項！^ 
WINDOWS 7 HOME PREMIUM 

本マイクロソフトソフトウェアライ t ンス条項が下 r 本ライ t ンスま項 J といいます）は、おを« 

と J •リ下の当事をとの窝巧を巧巧します。 - 

图ライ它ンス条項に同忌します (Windows をを用するには同忌が必妄 )( A ) 

巧ま会なままが慢おするソフトウェアをダウンローにインストールまたは巧用される- 
なにこのエンドユーザー巧巧許記資を)吾(本夏を)害)をな意深くわ養み下さい•いずれ U 
かのをちにご同きレただけなレちさには、ま芝苗コンビューターをおおめになった！ R 売 
ちに、ご巧巧についてご巧該下さい。 

エンドユーヴー度巧許語契め害 t 

图ライ亡ンスちちに同意レます（コン ピユー ターを巧用するには同意が必至) ( L ) 


ホへ W 


读示例） 


[コンピューターの保護と Windows の機能の向上び自動的に行われるよラに設定して 
ください]画面び表示されます。 

雌奨設定を使用します]をクリックする 


〇 Windows の它ジトアジプ 

コンピユーターの保きと Windows のみ巧の向上が巨封的に行われるよラにををしてください 


9 


巧吳設定を使巧しまず ( S ) 

ききなミ巧プログラム約 fg のま巧プ□クラムをインストールしたり、インターネット 
の封居をよウを全にしにり、プンラインで巧まの语巧妄を在留レたり、 Microsoft が 
Windows を巧重するにめに括なてたりします. 


み 

夕 


重妄な更巧ブログラムのみインストールします( I ) 

Windows 用の它キユリテイのち巧ブ□クラムおよびその他の重妄な至巧プ□クラムの 
みイシスト ー■/ レします. 

をで巧琵します化） 

巧巧されるまで.このコシピユーターにセキユリテイの巧坦が巧る巧至をがあります. 


.こ; T ブシ S 


. Iてで巧巧信巧を表5-‘ま T 


巧異設まをを巧するとき.または更巧ブ□クラムをインストールするときに巧り、一部のザ 
Microsoft にを径されます，を径された巧巧が，お客塚をま別したり、お客毎にま毎を巧つたり 
するためにな巧されることはちりまだん.これ6のををををで巧巧にするには、[〜レブとヴ 
ボ ート] で推ま設をを《巧にする方をを巧ちしてください. プライバシーに苗する再巧 


[曰付と時刻の設定を確認します]画面び表示されます。 
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§ 





















D Windows を使えるようにする 


日付と時刻を確認する 

コンピューターの内蔵時計の日付と時刻び合っているかどラか、確認します。合って 
いない場合は、正しい内容に設定してください。 

[タイムゾーン]は、欄のちにある 
T をク I 」ックして、表示された 
地名か日 r 大阪、化幌、東京」を 
ク I 」ックしてください。 


年-月の左ちにあるィまたは ► 
をク U ックすると、月ごとに順に 
表示び切り替わります。 

年-月を合わせてか日、該当する 
曰をク I 」ックしてください。 

時刻表示のちにある巨]または 
のをク U ックすると、順に数き 
(表示例）び切り替わります。 

変更したい時/分/秒をク U ック 
してから [Z] または IZ] をク I 」ッ 
クしてください。 

幻メモ _ 

• 曰 付と時刻び合っていないと、本製品に用意されているウイルスチェックソフトなどの使用 
期限のあるアプ1」ケーシヨンでは、アプ U ケーシヨンの設定をから適用される使用期限など 
び、正しく計測されないことびあります。そのため、この時点で、 曰 付と時刻び合っている 
ことを必ずお認してください。 

• 日付と時刻は Windows セットアップ終了後に設をすることもできます。 

日付と時刻の設定 『Windows ヘルプとサポート』 
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Q Windows を使えるようにする 


[巧へ]ボタンをクリックする 


、- Windows の它‘ツトアップ 
曰巧と良刻の設をを g 密します 
タイムソーンな） 


^UTC+W: 的）ス巧、ん巧 ' まを 


日け虹； 

4 20 的年 7 ち 

日月 乂水太金 ± 
28 29 30 1 2 3 4 

5 6 [ 7 j 8 9 10 11 

12131415161718 
19 20 2122 23 24 25 

26 27 28 29 30 31 1 


時効狂)： 


私) 

[ 2 〇； 3 3 : 5 手為 


々ベ N ) 


读示例） 


[ワイヤレスネットワークへの接続]画面び表示されます。 

無線 LAN ①設定を省略するので、[スキップ]ボタンをクリックする 

無線 LAN 機能を使ったネットワークへの接続は、セツトアップ完了後に行えるので、 
ここでは省略した場合について説明します。 


© 


Windows の它ツトアップ 


フイ 17 レスネジトワークへ 

つイレスネか卜つークを这巧してください，つイトレスネットつークの^がりからない皂 
合、この手雨をさちしてをで実行することができます • 

I さ ] 居折の宿巧に至巧 

XXXXXXXX t キユリテイのををが巧巧なネットフ ー . けか 

XXXXXXXX ごキユリテイのををがち巧なネットヮ ー ’ け。] 

XXXXXXXX t キユリテイの設定が有巧なネットつ一 . け。] 

XXXXXXXX tz キユリテイのををび ’ ち巧なネットつ一'•，が 

XXXXXXXX t キユリテイの設ぞがち巧なネジトワー 

ミ巧巧のっィ ^ 7 レスネが卜つ一々へ 


スキップ似 Jj 々へ仙 
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D Windows を使えるようにする 


ユーザーの設定び準備される 

Windows セットアップび終了すると、コンピューター内にユーヴーの設定び用意さ 
れ、作業を完了するためにシステムを再起動します。 

しば日くお待ちください。 

Windows び起動します。 



读示例） 


r 東芝サービスステーション」のメッセージび表示された場合は、巧の「本節 I 画 
ビスステーション」について」を確認してください。 


「東芝サー 


^ メモ 


しばらくマウスやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる場合びあります。 
これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。 

ちラ1度表示するには、 巧月吊の キーを押ずか、マウスを動かしてください。 

巧用ち n キーやマウスでは復帰せず、 Power と） LED びオレンジ色に点巧または点滅している場合は、 
電源スイツチを押してください。 

バソコンを起動するとをに流れる Windows の起動音びまれに途切れる場合びありますび、故障ではあ 
りません。 
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Q Windows を使えるようにする 


rar ま泛ヴービスステーシヨン J について 

r 東芝サービスステーション」は、ソフトウェアのアップデートや重要なお知日せを自動的に提 
供するためのソフトウェアです。じ(降の説明をお読みのラえ、「東芝サービスステーション」を 
使用して、本製品を最新の状態に保つことを強くおすすめします。 

このソフトウェアは本製品の識別情報などを当社のサーバーへ送信します。使用でさるよラに 
設定する前に、詳しい内容を説明した使用許諾書び表示されますので、よくお読みください。 

封メモ 

•「まちサービスステーション」を使用ずるには、インターネットに接続でをる環境び必要でず。 

•「まちサービスステーション」は、本製品に用意されているアプ U ケーション、ユーテイ U テイ、ドラ 
イバーや巨 IOS のうち、一部についてアップデートをお知らせします。「あなたの dynabook . com 」 や 
rclynabook . com」、「Microsoft Update 」 などのサイトにアクセスし、よくあるご質問 FAQ やウイ 
ルス-セキュ U テイ情報などとあわせてご利用ください。 


設定方法 


r 東芝サービスステーション」を使巧でさるよラに設定する方法は、次のとおりです。 


パソコン起動を、しば5くしてか5通知領域にま示されるメッセージを 
確認する 

メッセージ r 東芝か日重要なお知らせびあります。ココを確認してください。」び表 
示されるので、このメッセージをク U ックしてください。 

または、[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - 口一 
ティ I 」ティ] 一 [サービスステーション]をク I 」ックしてください。 

初めて起動したとさは、本ソフトウェアに関する詳しい説明（使用許諾書）び表示さ 
れます。 


内容を確認し、[同意する]ボタンをクリックする 


まち ヴー ビス ステーシ3ン 


まさサ -e スステーン3ンのほ巧 i 午连ま 


I[ちサーピスステーションのごが用にあたって 
巧虫： 

本ソフトウェアは、ち客樣のコンビューターに当れによってブレインストールされたソフト Oj アのアップ 
デ-卜、あるいは、わぎ境の]ンピュ—夕—じけする当なかお D 大切なおがらせを、自れ的に巧ま 
する视おを巧供します(初離さミでは3旧ごとに检まを巧います。なま面おは当化のサ-バ— 
力みの巧示じよりをちされる巧合びあります)。この视おがち如こなりますと、本ソフトウェアは、上 
記冷ま時にモデルる' 型ま、视器溃を度ち…山 D)、 言語龍製适吞号、 PC 巧入推の最 
神のを J 用巧化日時、 0S のパージョン、アゥブデート、ス切なわからせのまをおお、アップデートの 
タウン□-ドおお、アッフデ-卜のイシストール履歴などのシステムじ聞するる本’语訊を、当社の 
サイトへミ測う[こ掛言します。本リフトな饥こよりも'客おの個人I话郎を巧なこリ媒することは 
がませんが、まさお客様登録が呆守做目ねどじより当化こわ客様'が后をご提稱いをだいている 
巧さじは、当なよりも'ぎ篇ヘプ:切ながあせを巧巧するぶ、要びあるちさや、サーピスサポートの 
向上がこめ[こ、それらの巧巧と照合する巧合びありますバがま） 

システムI话祝のも'巧り巧いじごいて： 

当けのサーバーし-试悟夕れた r れらの''/ス干ん巧がは. 7—4 干ィ、パな巧術かむ + t ボート巧は卜. 


[[ 同きする1 向意しません] 
0~^ L 日活に再度ま示しますI 


读示例） 


使用許諾書に同意すると、じ(降は、ソフトウェアのアップデートや当社か日のお知ら 
せを検出する機能び、パソコンを起動すると自動的に動作します。 
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D Windows を使えるようにする 


I 巧。方法 _ 

■ソフトウェアのアップデートがある場合 

本製品に用意されているアプ U ケーシヨン、ユーティリティ、ドライバーや BIOS にアップデー 
卜びあることを検知すると、メッセージ rx 件の新しいソフトウェアのアップデート（更新） 
びあります。」び表示されます。 

メッセージを確認し、画面の指示に従って操作してください。 

■本製品に対するお知らせびある場合 

本製品に対する当社か日のお知日せび準備されたことを検出すると、メッセージ rx 件の新し 
いお知日せびあります。」び表示されます。 

メッセージを確認し、画面の指示に従って操作してください。 

手動で、ソフトウェアのアップデート、またはお知日せを確認したい場合は、[スタート]ボタ 
ン（@) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユーティ U ティ] 一 [ヴービスステー 
シ ヨン] をク U ックし、[すべてのアップデートを確認]をク U ックしてください。 

役立っ操作集-^ 

「 dynabook ランチヤー」 

デスクトップのガジエットに表示されています。 「 dynabook ランチヤー」からも本製品の最新情報を 
見ることびでさます。 


——インターネット接続の設定びミきんでいる場合、画面ち上の（巧）を 
ク U ックすると、[サポート情報]には clynabook . com の最新情報び、 
[メールマガジン]には dynabook . com . ma 目 azine 最新号などび表示 
されまず。知りたい情報の項目をク U ックしてください。 
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Q Windows を使えるようにする 


日付と時刻は、画面ち下の[通知領域]に表示されています。 
正しく設定されているかどラか確認してください。 



正しく設定されていない場合は、 『Windows ヘルプとサポ ー ト』を確認して設定してください。 

I Windows 7でわか5ない操作びあつたとを _ 

Windows 7の使いかたについては、[スタート]ボタン （©) 一 [ヘルプとヴポート]をク 
U ックして、 『Windows ヘルプとサポ ー ト』を参照してください。 

Windows 7の最新情報は次のホームページか日確認でさます。 

• Windows 7について 

URL : http://www.nnicrosoft.conn/japan/winclows/clefault.mspx 
Windows 7の基本操作については、『動画で学ぶ Windows7』 をご覧ください。 

I Windows を最新の状態にする _ 

[Windows Update」 で更新プ□グラムをインス!ルしてください。 

「Windows UpdateJ 《パソコンで見るマニュアル（検熱： Windows を最新の状態にする》 

I リカバリーメディアの作成 


U カバ U —メディアを作成しておくことをおすすめします。 

U カバ U — メディアでは、システムやアプ U ケーシヨンをご購入時の状態に復元0」カバ U-) 
することびでさます。 

U カバ U — メディアについて 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：1」カバ U - メディアを作る》 

なお、 U カバ U —メディアを使って実際に U カバ U —を行ラときは、操作の流れをよくご確認 
ください。 

U カバ U — について「4章買ったときの状態に戻すには」 

I バックアップをとる _ 

作成したファイルを誤って削除してしまったり、突然のノ（ソコンのトラブルによって保をした 
ファイルび使えなくなってしまうことびあります。 

このような場合に備えて、あ日かじめファイルを DVD-R や US 日フラッシュメモ U などの記録 
メディアにコピーしておくことをバックアップといいます。 

一度なくしたデータを復旧することはできません。 

万び一のために、必ず定期的にノ（ックアップをとりましょう。 

バックアップについて《バソコンで見るマニュアル（検索）：こまめにバックアップを》 
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D Windows を使えるようにする 


2 


電源を切る 


パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る「シャットダウン」を行ってください。間違っ 
た操作を行ラと、故障したり大切なデータを失ったりするおそれびあります。中断するとさは、 
それまでの作業をメモ U に保をして一時的に中断する「スリーフ」びあります。 

ス U - プについて《パソコンで見るマニュアル（検索）：スリープ》 


A 警告 


電子機器の使用が制限されている場所ではパソコン本体、キーボード、マウスの電源を切 
る 

パソコン本体を電モ機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場合は、無 
線機能を無効に設定した上で、パソコン本体、キーボード、マウスの電源を切ってください。 
他の機器に影響を与えることびあります。 

-無線機能は、丙の+ [7 到キーで OFF にすることびでさます。丙巧+ [7 引キーで無線機能 
を OFF に設定してください。 

-ス U —プや休止状態では、パソコンび自動的に動作することびあるため、他のシステム 
に影響を及ぼしたりすることびあります。 

-電源を切った状態でちパソコンび自動的に動作するような設定のソフトウエアの場合 
は、あ日かじめ設定を無効に（解除）してください。 




電源を切る前に 


必要なデータは必ず保存してください。保存されていないデータは消失します。 

起動中のアプ U ケーシヨンは終了してください。 

デバイスアクセス 0 LED 、 ディスクトレイ LED び点灯中は、電源を切らないでください 。デー 
夕び消失するおそれびあります。 
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Q Windows を使えるようにする 


電源を切るには、次のよラに操作してください。 

Q [スタ-卜]ボタンをク I 」ックずる 


圏い台 


な 


[シャットダウン]をクリックする 


すべてのプログラム 


「プロヴラムとファィィ1^7>^?1^ 


可 




四'台 


巧 


Windows を終了したあと、パソコンの電源び自動的に切れます。 

パソコン本体の電源び切れると、 Power む LED びオレンジ色に点灯します。 




電源を切ったあとは 


パソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切ったあとに切っ 
てください。 

パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとすぐに入れないで<ださい。故障の原因となります。 
マウスとキーボードの電源を入れたままにしておくと、使用していなくてをみしずつ電池び消耗 
します。パソコンを使用しないときは、マウスとキーボードの裏側にある電源スイッチを OFF 側 
にして、電源を切っておくことをおすすめします。 


■再起動 

Windows を終了したあと、すぐにもう]度起動することを「再起動」といいます。パソコン 
の設定を変えたとさやパソコンびスムーズに動かなくなってしまったとさなどに行います。 
再起動するには、なのよラに操作してください。 

① [スタート]ボタン （©) をクリックし、@をクリックずる 
⑤ 表示されたメニューか5 [再起動]をクリックする 
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D Windows を使えるようにする 


3 


電源を入れる 


Windows セットアップを終えたあとは、なの手順で電源を入れます。 

電源を入れる前に 三 




さス□ットに記録メディアなどをセットしている場合は取り出してください。 

マウスとキーボードの裏側にある電源スイッチを ON 側にして電源を入れてください。 

プ U ンターなどの周辺機器を接続している場合は、パソコン本体より先に周辺機器の電源を入れ 
てくださし、。 


電源スイッチを巧し、指をはなす 

確実に電源スイッチを巧してください。 

Power む LED び白色に点灯することを確認してください。 



各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して I ENTER I キー対甲してください。 


Windows び起動し、デスクトップ画面び表示されます。 



パソ n ンの準備 
































El Windows を使えるようにする 


I 電源とディスプレイ表示に関する表示 _ 

電源とディスプレイ表示の状態はシステムインジケーターの点灯状態で確認することびでさま 
す。 

電源とディスプレイ表示に関係あるインジケーターとそれぞれの意味は; 欠のとおりです。 



状態 

パソコン本体の:!犬態 

Power (1) LED 

白色の点灯 

電源 ON 

オレンジ色の点灯 

電源 OFF (電源コード接続)、または休止状態 

オレンジ色の点滅 

ス1」ープ中 

消灯 

電源コードを接続していない 

ディスプレイ状態 

[ X ) led 

白色の点灯 

ディスプレイ OFF (電源コード接続時） 

消灯 

ディスプレイ ON 、 または電源コードを接続して 
いない 


* 電源に関するトラブルについては、「已章 □ Q & A 集」を参照してください。 

封メモ _ 


• しばらくマウスやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる場合びあります。 
これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。 

もラ1度表示ずるには、 巧再/な] キーを押ずか、マウスを動かしてください。 

I SHIFT I キーやマウスでは復帰せず 、 Power ( I ) LE □びオレンジ色に点巧または点滅している場合は、 
電源スイツチを押してください。 



パソ n ンの準備 
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7 ニユアルで見る 
パソコンのほいかた 


Windows のセットアップび終わった日、いろいろな機能を楽しみましよう。 

本製品には、本書をはじめとした冊テのマニュアルと、パソコンの画面で見る電モマニュアル 
びあります。知りたいことに合わせて、各マニュアルをお読みください。 

本製品の操作説明は、大半びパソコンの画面に表示させて見るマニュアル（電モマニュアル） 
にあります。紙の冊モマニュアルをでさるだけかなくすることによって、少しでち環境保全に 
役立てるよラ、エコ活動を推進しております。 



アル 


ここでは、本製品に付属している次のマニュアルについて説明します。 

4^3^ [dynabook ガィ KJ (本書） 

パソコンを使い始めるときにお読みください。 

Windows セットアップ方法やパソコンの基本操作について説明し 
ています。インターネットや周辺機器を利用するにあたって知って 
おさたいことや、メモ U の増設方法、トラブルび起さたとさの基本 
的な Q & A ' 購入時の状態に戻す方法の説明びあります。 


TOSHIBA 


dynabook ガイド 


I " ソコンの m め 

I インに 
- ウィルが / 百年 3 けィ WB- x> 
I なけよ , x> 

I の tc ■ に Rr に a 



ひ osm'o 


r ま忌 PC ヴポートのご案内 j 


修理や訪問サポートの窓口など、ヴポート体制について紹介してい 
9 〇 


ょ。，ん 丘 iW にで tegu 

ま芭 PC サポートのご罢巧 




"XXX け " XXXXX _ ujjgiy 


巧 1 

む 
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B マニュアルで見るパソコンの使いかた 




前の/た 


PC 引搜ナビ 


バソコンを買い替えたときは、それまでに使用していたバソコンと同じ環填にするために、設 
定やデー女の移行とし、った華棉が必要です。 

「PC 引越ナビ」は、デーさや設定を1つにまとめ、新ししV '^ソコンへの移巧の手間を簡略化す 
ることができるアブリケーンヨンです。 

•ここでは、巧巧したい設定巾データが保存されているバソコンを「おのバソコン」、詔ちやデータを枝巧したいバ 
ソコンを「巧しいバソコン J として説巧します。 


み PCS I规ナビを巧用するための运培を淹認する 

公 P がI班ナビで巧巧できる强をとデータ 

み P がIがナビを巧历する 


巧パソコンで見る7ニユアル 


トロ -11 


I 

\ 


基本的な操作か日活用方法、困ったとさの対処方法などを説明しています。 

画面のち下にある i ホのベ-ジ^ ;‘をク U ックして、紙の冊テを読むのと同じように、 ] ページず 
つ読み進め日れます。 


次のページび 
表示されます。 


ソ 

□ 

ン 

の 

準 

備 


. 前のバソコンのデータを技巧する-1 


而のつージへ] I 巧のぺ•ぶジへ ►J 


内容ごとに、手帳の 
インデックスのように分けて 
説明しています。この部分を 
「タブ」といいます。 




(表示例) 


前のページび 
表示されます。 
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パソコンの画面で見るマニユアル 


ここでは、パソコンの画面で見るマニュアル（電モマニュアル）について紹介します。 

E r パソコンで見るマニュアル J _ 


ま巧する 


インタ I ネット 


困つたとそは 


巧巧巧を 




























































o マニュアルで見るパソコンの使いかた 


PC 引越ナビの起動 

〇デスクトッブ上の [ PC 引越ナビ](泣）をダカしクリックする 
「 PC 引越ナビ」がを動します。 

[スタート]ポタン （©) 一[すべてのブ□グラム]一 [ PC 引越ナビ]をクリックしてお動す 
ることをでぎます。 

Q 岳面下のボタンをクリックし、を意制旧事巧を化認する 
「 PC 引越ナビ」 のへ ルブが表示されます e 
「 PC 弓 I 越ナビ」の注意制限事 I 頁をわ読みください， 

目ホでじ主意制限事項とメッたージ]をクリックし、画面右側に表示されるを巧目をよく 
お読みください。 

Q [同意する]をチェックし、[ホへ]ボタンをクリックする 

使用許諾契約[こ同意しない t 「 PC 弓 I 越ナビ」を使用することはできません。 

を意事巧がを示されます。巧容を確認し、炊へ]ボタンをクリックしてください， 

引き綻き、說巧画面が表示されますので、巧容ぞ確認しながら、操作してください， 


鹿示例) 



ilk わちいま巧 


が 前のパソコンのデータをを行する 

PC 引垣ナビ 

バソコンを買い留えたときは、それまでに使用していた/むコ'ノト同じ 晕±音じする/;-机に 設 
定やデータの移行といった準備が必要です。 一一 一 

「 PC 引越ナビ」は、データゃ設辉 
ることわ S でぎるアブソケーシヨンマ 
•ここでは' ホぞ巧したし、證をやデ—夕が 
ソコンを「巧しいバソコン」として説巧し 



公 PW I 防!ナビをが用するため ( 
公 PW I 閒ナビで巧巧できる I 曼 



例えば、ちくじの各項目や、 
本文中の青い下線のある言葉を 
クリックすると 



» PC 引がナ ビ’を が用する ’ 


関連項目の説明ページび 
表示されます。このよラにちくじの 
順番とは無関係に表示する機能を 
「 I 」ンク」といいます。 



PG 引巧ナビを使巧する-1 


く4 m のぺージへ j t 巧のベージへ 


J 



□起動方ま 

デスクトップ上の^をダブルク U ックします。 

デスクトップ上のぉ g ビをダブルク I 」ックー廣モマニュアル.学割タブをク I 」ックー[パソ〕 
ンで見るマニュアル]をク U ックしてち起動できます。 

起動すると《パソコンで見るマニュアル》のトップページび表示されます。 

巧のベ-ジへ>0 をク U ックし、最初か日順番に読み進めることをおすすめします。 

画面のち下にある I ホのベ-ジへ；: ‘をク U ックすると、現在表示されている内容の続きのページが 
表示されます。 On のべ—ジへ1 をク I 」、ソクする户、前のページに戻ることびできます。 

巧のベ-ジへ* ■ ；や (4 前のベ—ジへ ] をク U ックして、紙の冊モのよラにページをめくつていきましよ 
ラ。 

没立つ操作集-^ 

読みたいページを直接開くには （ U ンク） 

《パソコンで見るマニュアル》は、紙の冊モマニュアルと同じように1ぺージずつ読み進めることびで 
さまずび、関連項目を説明している他のページへジャンプして、お要な箇所だけ読むことちでさまず。 


ちバソコンで見るにユアル ■— 

1 分"因幽 

かぶ ん姻这で君受ぷ S 巧ル ■ 

を〇ま J 【助 画でザぶ 1!提了 B 

二… 占 T トップ]イ が' H 1 ►•む【 〇が Y しおり I おちに入り' 

'印刷 J マニュアル pdJ ヘルプ 1 
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インタ I ネット 


ま用する 


议 tt と音ま 


9巧没を 


パソ n ン S 備 
























































































マニュアルで見るパソコンの使いかた 


ぉ立っ操作集一 

直前に表示したページに戻る 


他のページへジャンプしたを、元のページへ戻りたいときは、画面左上の卜;をク1」ックしてくだ 
さしんを1回クリックするごとに、これまで表示したページび順番に戻ります。 



をくじ順での、前のページに戻る 

現在表示しているページの、前のページに戻りたいときは、画面ち下の （■• 前のベージへ」 をク U ックし 
てください。1ページ前のページび表示されまず。 

例えば、3ぺージ目を表示しているときに G 府 のべ—ジへ] をク U ックすると、2ぺージ目へ戻ります。 




ジ数 


と （••曲の ページへ ] は戻って表おするページび違いますので、目的に合わせて使い分けてください。 



I 」ンクでページをジャンプするのは、 

便利だけどちくじの順番とは違ラページに 
移動しちゃラんだよね。元のページに戻って 
続さを読みたいとさは、元のページび表示される 


まで、 1 をク I 」ックし続けてみて！ 




























































































































o マニュアルで見るパソコンの使いかた 


□各ボタンのほいかた 


0 ^ 

《パソコンで見るマニュアル》のトップページを表示します。 


- a る 


現在表示しているページの直前に表示したページに戻ります。 U ンクしてい 
るページにジャンプした後、ジャンプする前のページに戻りたいとさなどに 
便利です。 

G 

最近表示したページの履歴を一覧表示します。一覧から表示したいページを 
ク1」ックすると、そのページにジャンプします。 


•違む 


1 ：«] をク U ックする前に表示したぺージを、再び表示します。 

〔印ぉリ 

《パソコンで見るマニュアル》を印刷します。本項□印刷」 

〔しが J 1 

しおりを設定したいぺージを表示した状態で、 C しぉり） をク U ックすると、 
メッセージび表示され、表示しているページにしおりび設定されます。な回 
超動時、しおりを設定したページび表示された状態で起動します。 

設定でさるしおりは]ページです。 

おを に 入り 

よく見るページを登録できます。 r 本項 □ お気に入り」 

[Q&A ) 

Q & A び別ウィンドウに表示されます。画面左側のちくじの中から目的の項 
目をク U ックすると、画面ち側に内容び表示されます。 

* 本画面を終了するまで、兀の曲をに民って操作することはできません。 

(マニュァル PDF] 

Adobe Reader び超動し、本書の PDF ファイルび表示されます。 

ヘルプ 

《パソコンで見るマニュアル> のヘルプや紹介ムービー、バージョン情報が 
表おされます。 

广巧ま) 

入力したキーワードで「パソコンで見るマニュアル」内を検索でさます。 

「本項 □ 検尉 

* 本画面を終了するまで、兀の画面に民って操作することはできません。 

(助® で学ぶう 

「動画で学ぶシリーズ」を起動でさます。 


巧了 


《パソコンで見るマニュアル》を終了します。 



パソ n ンの準備 
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B マニュアルで見るパソコンの使いかた 


3印刷 

《パソコンで見るマニュアル》の一部、または全体を印刷でさます。 

* 印刷にはプリンターがが要です。 

① 押 Bp クリックずる 

② 表示された画面で、目的のボタンをクリックする 



* 1「パソコンで見るマニュアル」は全部で数百ページあります。 
プ U ンターの種類によっては、印刷に1時間じ(上かかります。 
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□各タフのまな内容 


はじめに 

《パソコンで見るマニュアル》の全体ちくじ、記載について、ご利用上の 
お願い、お客様登録 、 Trademarks 

使い始め 

各部名称、タッチパッド-マウスの使いかた、電源を切る、 「 PC 弓陋ナビ」の 
使いかた、 0 S の切り替え、 U カバ U —メディアの作りかた、バックアップ 

インターネット 

インターネットやネットワークへの接続•設定ち法、無線 LAN 、 ウイルス 
巧策 

活用する 

本製品にどんな機能びあるのか、どんな周辺機器び使えるのか、省電力機 
能、アプリケーシヨンの追加と削除 

映像と音楽 

DVD を見る方法、 DVD への記録方法、自分の好さな曲を集めた CD の作 
成方法、そのほかオーディオ-ビジュアル機能の楽しみかた 

TV チューナー内蔵モデ j レの場合のテレビを見たり録画したりする方法 
つ) レーレイディスクドライブモデ j レの場合の映像を楽しむ操作方法 

環境設定 

各種ノ（スワードの設定方法、日の S セットアップ、八ードウェアの設定方法 

困ったとさは 

トラブルを解消するまでの流れ、アプ U ケーシヨンのお問い合わせ先一覧 


パソ n ン S 備 


























o マニュアルで見るパソコンの使いかた 


□お気に入り 

よく見るページを「お気に入り」として登録すると、見たいときに簡単に開くことびできます。 

■「お気に入り」への登録方法 

の お気に入りに登録したいぺージを表巧する 

② 度拓じ入り） をクリックする 

③ [お気に入りに追加]ボタンをクリックずる 

表示しているページび登録され、タイトルび下に表示されます。 



■「お気に入り」からの削除方法 

① 度ちじ乂み をク U ックする 

② お気に入りから削除ずるぺージを遺択し、陆気に入りから削晩ボタンをクリックする 

選択したページび「お気に入り」か b 削除されます。 

③ [終了]ボタンをクリックする 


パソ n ンの準備 
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o マニュアルで見るパソコンの使いかた 


3巧索 



ソ 

□ 

ン 

の 

準 

備 


キーワード検索で《パソコンで見るマニュアル》か日読みたいページを探すことびでさます。 

• 例えば、パソコンの音量の調節方法を調べたいとを 

① 入力欄に検索したいキーワードを入力し、 ( M ) をクリックずる 

ここでは「音量」をキーワードにして検索します。 



検索結果は別ウィンドウに表示されます。 

② 画面左側の一覧の中から目的のページをクリックする 

画面ち側に説明び表示されます。 



读示例) 


* [ 終了]ボタンをクリックして[検索]画面を終了するまで、元の画面に戻って操作するこ 
とはでさません。 

没立っ操作集-^ 

検索結果に巧りたい内容び表示されない場合は、違う関連キーワードで検索し直してみてください。 

また検索結果びをすざる場合は、最初に入力したキーワードのをにスペースを入力し、その後続けて 

別のキーワードを入力してみてください。例えば、「音量（スペース）調整」と入力して検索し直すと、 

「音量」だけで検索したとさよりを結果は絞り込まれます。 

V _ J 


その他にち、《パソコンで見るマニュアル》にはさまざまな機能び用意されています。 
《パソコンで見るマニュアル》を起動して、ド^をク I 」ツク^ [このマニュアルの読みかた] 
をク U ックしてください。詳細な説明び表示されます。 
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o マニュアルで見るパソコンの使いかた 


r 動画でぎぶシリーズ J 

「動画で学ぶシリーズ」からは、なの電子 マニュア 
ルび起動でさます。 

各電子マニュアルでは、ぱ5ちゃんび、動画でわ 
かりやす<紹介しています。 

■はじめてガイド 

はじめてパソコンを使ラかたへ、パソコンを使ラ 
とさに知っておさたい基本的なことについて 

■ 動画で学ぶ Windows ? 

Windows ? の基本的な使いかた 

■動画で学ぶ Windows Live メール 

「Windows Live メール」を使ってメールする方法 

■ 動画で学ぶ Word 2010 

riVlicrosoft Office Word 2010」を使って文書作成をする方法 

■動画で学ぶ Excel 2010 

「Microsoft Office Excel 2010」を使ってグラフや表を作成する方法 

■動画で学ぶ Outlook 2010 

riVlicrosoft Office Outlook 2010」を使ってメールする方法 

■動画で学ぶ PowerPoint 2010 

「Microsoft Office PowerPoint 2010」を使ってプレゼンテーシヨン資料を作成する方法 

□起動方法 

「動画で学ぶシ U — ズ」を起動するには、デスクトップ上のをダブルク U ックします。 
《パソコンで見るマニュアル 》の (な画で学み をクルック して起動することちできます。 

ム，を々 y r おたすけナビ J 



(表示例) 


r おたすけナビ」は、お使いのパソコンに用意され 
ているアプ I 」ケーシヨンの中か5、目的のアプ I 」 
ケーシヨンをすばやく探し出し、直接起動するこ 
とびでさます。やりたいことはわかっているけれ 
ど、どのアプ U ケーシヨンを使えばよいかわか日 
ないとさに便利な機能です。 

■起動方法 

デスクトップ上の！^'をダブルク U ックします。 
[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラ 
ム]^ [おたすけナビ]をク U ックして起動する 
ことちでさます。 



(表示例） 
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パソ n ンの準備 



























































■ インターネットを快迫に利用ずるために 

—ウイルスチェック/セキュリティ巧®— 


インターネットを使っていると、コンピューターウイルスなどによっ 
て知5ない間にトラプルび襲いかかってくるおそれびあります。 

この章では、インターネットを使うための準備と、より安全にインター 
ネ ッ 卜を利用ずる方法について説明します。 


1インターネットを使うには . 62 

2ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには 

-ウイルス•インターネットセキュリティー . 66 

3有害サイトの閲覧（アクセス）を制限する . 69 



















•本製品に用意されているウイルスチェックソフトの設定をする前に、日付と時刻び合っていることをお 
ずお認してください。曰付と時刻び合っていないと、アプ U ケーシヨンの設を後から適用される使用期 
限などび、正しく計測されないことびあります。 

日付と時刻は Windows セットアップ終了後に設定することもできまず。 

日付と時刻の設定 『Windows ヘルプとサポ ート』 


■プ□バイダーに加入する 

プ□バイダーとはインターネット接続の窓口となる会社のことです。会社によって使用料金や 
サービス内容び異なります。使用でさるまでに数日かかる場合びあります。 

■ブラウザソフトを用意する 

標準装備の 「Microsoft Internet Explorer 」 でホームぺージの閲覧びできます。 

■ケーブルを用意する 

使用する LAN ケーブルは本製品には付属していません。市販の LAN ケーブルを購入してくだ 
さい。 

■ウイルスチェックソフトを設定する 

インターネットやメールに添付されたファイルでコンピューターウイルスに感染する場合びあ 
ります。コンピューターウイルスに感染してしまラと、パソコンのデータび破壊され、パソコ 
ンび使用でさなくなることびありますので、インターネット接続やメールのやり取りをする前 
に、ウイルスチェックソフトの設定をしてください。 

ウイルスチェックソフトについて「本章0ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには」 

ぶすメモ 



インターネット巧ほ3には 


ホームページの閲覧をするには、ケーブルの接続や設定び必要です。 



準備 


2 

I ウイルスチェック/セキュリティ対策— 6 



インタ—ネットを快適に利用するために 







D インターネットを使うには 


1使用するまでの流れ 


パソコンにケーブルを接続する 

インターネットへの接続方法によって接続するケーブルは異なります。 

有線 LAN で接続する 

「本節己]有線 LAN で接続する」 

《バソコンで見るマニュアル娘熟：ち線 LAN (LAN ケープル）でインターネット 
に接続する》 


無線 LAN で接続する 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：無線 LAN でインターネットに接続する》 



インターネットとメールの設定をする 

インターネット接続の設定をするときは、プ□バイダーとの契約時に送日れてきた説明 
書などを用意してください。 

メールのやり取りをする場合は、メールソフトの設定ち必要です。 

メールソフトの説明書、メールソフトのヘルプ 


設定完了 



インタ—ネットを快適に利用するために— ゥィルスチ I ック/セキュリティ対策— 








D インターネットを使うには 


の 


有線 LAN で接続する 


本製品には、ブ□ー ドバンド接続などに使用する LAN 機能び内蔵されています。 

本製品の LAN コネクタにブ□ー ドバンドの回線モデムやブ□ー ドバンドルーターなどを LAN 
ケーブルで接続することびでさます。 

また、本製品の LAN 機能は、 Gi 旨 ab け Ethernet り000曰 ASE - T) 、 Fast Ethernet 
(100 BASE - TX ). Ethernet り0日 ASE - T ) に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケーブ 
ルを接続し、ネットワークに接続することびできます 。 Gigabit Ethernet、Fast Ethernet 、 
Ethernet は、ご使用のネットワーク環境（接続機器、ケープル、ノイズなど）により、自動で 
切り替わります。 


LAN ケーブルを接続ずる 




LAN ケーブルの操作にあたって 


あらかじめ、「付録。 • 


有線 LAN について」をお認してください。 


LAN ケーブルをはずしたり差し込むときは、プラグの部 
分を持って行ってください。また、はずすときは、プラ 
グの□ック部を巧しなび日はずして<ださい。ケーブル 
を引っ張日ないでください。 



0 


パソコン本体に接続されているすべての周辺機器の電源を切る 

LAN ケーブルのプラグをパソコン本体の LAN コネクタに差し込む 

□ック部を上にして、「カチッ」と音びするまで差し込んでください。 





インタ I ネットを快適に利用するために— ゥィルスチてック/セキュリティ巧策— 


































D インターネットを使うには 


K 1 LAN ケーブルのもう一方のプラグを接続巧のネットワーク機器のコネ 
つクタに差し込む 

I 接続する機器により、 L ソ降の設定方法は異なります。 

回線モデムの設定にっいて『プ□バイダーなどか S 送 S れてくる資料』 

ブ□—ドバンドルーターの設定にっいて『ブ□—ドバンドルーターの説明書』 


メールをほラ 


メールを使用するには、メールソフトでの設定び必要です。 

メールソフトには 、 「Windows Live メール」や、 Office 搭載モデルの場合は 「Microsoft 
Office Outlook 」 などびあります。 

封メモ 

• Windows Live >< —ルの制限事項、ールの設定方まや送受信ち法などの詳細は、「動画で学ぶ 
Windows LiveX - JbJ を参照してください。 

• Microsoft Office 日 utl 日 ok の使いかたについては、 「 Microsoft ® Office Personal 2日10」または 
「 Microsoft ® Office Home and Business 201日」のヘルプをご覧ください。 

• メールの送受信を行う前にウイルスチェックソフトを設定することをおすすめします。 

ウイルスチェックソフトについて「本章旦ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには」 



インタ—ネットを快適に利用するために—ゥィルスチ王ック/セキュリティ対策— 










ウイルス感おや不正アクセスを防ぐには 

-ウイルス • インターネットセキュリティー 


本製品に用意されているウイルス-インターネットセキュリティ用のアプリケーションを紹介 
します。 




使用するにあたって 


あらかじめ、「付録 Q Efl ウイルスチェック-セキュ U テイ対策について」を確認してくだ 


さい。 


没立つ操作集 


Windows セキュリティセンターについて 

[ Windows セキュ U ティセンター」は、セキュ U ティの設定をしたり、 Windows ファイアウォール、 
自動更新、ウイルスチェックソフトの状態をチェックしたりするなど、パソコンのたキュリティを向 
上させるお手伝いをします。 

セキュリティセンターはパソコンが危険にさらされている場 
合、通知領域にアイコンなどで警告します。 

詳しい操作ち法は《バソコンで見る マニュアル （検索）：セキ ュ 
I 」テイの状態を確認するには》を確認してください。 


陸騰ぶ 


コンピューターウイルス巧策 


コンピューターウイルスは、インターネットや、メールに添付されたファイルを介してパソコ 
ンに入り込んでしまラことびあります。 

コンピューターウイルスに感染すると、なのよラなことびおこる可能性びあります。 

•パソコンのデータび破壊され、パソコンを使用でさなくなる 

•インターネットを経由して、パソコンに残している個人情報にアクセスされる 

コンピューターウイルスの感染や不正アクセスからパソコンを保護するため、巧めてインター 
ネットに接続したりメールを送受信する前に、ウイルスチェック機能びあるソフトをインストー 
ルしてください。インス!-ール後ち、普段か日定期的にコンピューターウイルスの検出を行ラ 
よラにしてください。 

本製品には、次のソフトび巧意されています。 

• ウイルス バスター 

ウイルスの発見や駆除、個人情報保護やネットワークセキュ U ティ対策びできるアプ U ケー 
シヨンです。 

「本節巧]ウイルスバスターによるウイルス対策」 
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インタ I ネットを快適に利用するために— ゥィルスチてック/セキュリティ巧策— 






















ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには ーウイルス.インターネットセキュ U ティー 


I 本製品に用意されている r ウイルスバスター J ながのソフトをほ用する場合 

本製品に用意されている「ウイルスバスター」じ(外のウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソ 
フトを使用する場合は、「ウイルスバスター」をパソコンか日アンインストール（削除）してか 
日、ほかのウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトをインス I ルしてください。 

アンインス!ルは、「コント□-ルパネル」の「プ□グラムのアンインス!ル」で行います。 
アンインス!ル方法《バソコンで見るマニュアル（検熱：アプ U ケーンヨンの削除》 


インターネツトをより安をに楽しむために 


インターネットを利用すると、いろいろな情報を見ることびでさて大変便利です。しかしその 
反面、インターネット上には次のよラな有書なちのびを在します。 

-コンピューターウイルス 

パソコンに侵入し、パソコン内に保をしてあるデータを破壊するなどの悪さを行います。 

-スパイウェア 

パソコンに侵入し、パソコン内の情報（氏名やパスワード、ホームページの閲覧履歴など） 

を第=ちに流出します。 

■ 有害サイト 

おモ様に適さないサイトや、ウイルスに感染しているサイトなど、ユーヴーに悪影響を与え 
るおそれびあるサイトです。 

ウイルスチェックソフト、スパイウェア対策ソフト、有書サイト閲覧制限ソフトを上手に使って、 
快適にインターネットを楽しみましよラ。 

分メモ 

•本製品にはユーヴーの年騎やホームページのカテゴリによって表おするサイトを制限でさる 「 i - フィル 
夕一已.□」び用意されています。 

「本章0有害サイトの閲覧（アクセス）を制限ずる」 
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インタ I ネットを陕適に利用するためにー ゥィルスチてック/セキュリティ巧策— 











O ウイルス感染や不正アクセスを防ぐにはーウイルス.インターネットセキュ U ティー 


团 


ウイルスパスターによるウイルス巧策 


本製品に用意されている「ウイルスバスター」には、なの機能びあります。 

• コンピューターウイルスを検出/除去する 
•フィッシング詐欺への巧策をする 
•スパイウエアを検出して処理する 
• 個人情報の漏えいを防止する 

•不正アクセスを防止する（パーソナルファイアウォール） 

• 迷惑メールや詐欺メールを判定して処理する 
• ネットワークへの不正侵入を監視する 
•ネットワーク上の複数台の「ウイルスバスター」を管理する 
• 有書サイトへのアクセスを制限する 

詳しくは、ヘルプを確認してください。 


ヘルプの起動 


I 


通知領域の[ウイルスバスター]アイコン（度）をダブルクリックする 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、@をク U ックしてください。 

[ウイルスバスター]画面び表示されます。 

[ウイルスバスター]画面で[ヘルプとお問い合わせ巧]をクリックする 

[ヘルプとお問い合わせ先]画面び表示されます。 


表示された画面で[ヘルプ]をクリックする 


ヘルプとお己いるわせホ 


因 


x . xxxx .: 

x.xxxx 


mx 


バージョシ1!巧 
パー巧ヨン： xx . xx ■沿 

ホちエンジン： 

パターンファイル： x . xxx.xx 

坦品区せ： 巧田皮を巧/ OEM 巧 

シリア;しお： xxxx . xxxx . xxxx.xm 

ちち!巧ち： 20なかがな 


を回 


'を 


1 «なの;、•ソ コソこウイ I レス；、-スター をインスト ール 

ずろ南ぶ け？ 

2 ウィルス）^7勺一式 g - r ノストールすろ131? 

3 ち 月1日に ま 壬 I される tz キュリテイレボートについて 

お.て忌巧までイ'ノスト - J レ下ずむいの 


I ェ5- げを牛し ’ 
ですび？ 


夕巧ち.支 cot >て自^らイ百 g を居*した 
〜しブを居なします ■ 


サポートち《 

B つたごさはこち6を： rsf をください， 


- リナルつマイアな! t — ルげが7し主し？: 

わージ巧去,韦3わ.る 


a チャットならその巧ですばだ<巧広！ 

>イ-… ： t 24 B 背•ザ olL 1ろわサぞけ•中! 


な セキュリティ巧 ii 

、イ、。去のウィルスザ及Iます！幻がのイルス苗男をち止 
' する万まを g 淀で5ます， 


早。：けモで ti.rr I 


^^1读示例) 


[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[ウイルスバスター2010] 
一[ウイルスバスター2010ヘルプ]を順にク U ックしてち表示されます。 


ウイルスバスターのお問い合わせ巧「5 章0 お問い合わせ先 J 



インタ I ネットを快適に利用するために— ゥィルスチ王ック/セキュリティ巧策— 


68 


































ち害サイトの巧質（アクセス）巧 
が阳ずる 


インターネットに接続すると、世界中のいろいろなホームページを見ることびできます。ニュー 
スを読む、買い物をする、調べ物をするなど便利な使いかたちでさますび、なかには有書なホー 
ムページちあります。 

有害なホームページへのアクセスを遮断する n - フィルター已.□」を使用することをおすすめし 
よ9 〇 

■■ i - フイルター己 .0 

本製品には、フィルタ U ング機能をもつアプ U ケーシヨンとして n - フィルター已.□」び用意さ 
れています。 n - フィルター已.□」は、ユーヴーの年齢やホームページのカテゴ U によってアク 
セスを制限し、有喜なホームページは表示しないよラに設定することびでさます。 


使用期限について - 

•あらかじめ、「付録 n - フイルター已.0」について」を確認してくださし、。 


n - フィルター己 0 」の使いかたについては、《パソコンで見るマニュアル（検索）： i - フィルター 
已 .0 を使ラ》をご確認ください。 
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■ 旧巧な s 巧巧って傑巧を应けぶラ 


パソコンでできることをさ5に広げたい。 

そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 

この章では、己- CAS 力ードの取り扱い方法や、メモリの増設方法など 
について説明しています。 


1周辺機器を使う前に . 72 

2 B - CAS 力ードをセツトする . 73 

3 メモリを増設する . 76 




















周巧煤巧をほ 3 巧に 


周辺機器とは、パソコンに接続して使う機器のことで、デバイスともいいます。周辺機器を使 
うと、パソコンの性能を高めたり、パソコンび持っていない機能を追加することびできます。 
周辺機器には、パソコンのカバーを開けて、パソコンの中に取り付ける内蔵方式のちのと、パ 
ソコン本体の周囲にあるコネクタや端テ、ス□ットにつなぐ外付け方式のちのびあります。 

■ 内蔵方式のもの 

• メモ I 」 

■外付けち式のもの 

本製品のインターフェースに合った周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インターフェースなどの規格び異なることびあります。インターフェー 
スとは、機器を接続するとさのケーブルやコネクタや端子、ス□ットの形状などの規格のこと 
です。 

購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお還びください。 
周辺機器び本製品に対応しているかどラかについては、その周辺機器のメーカーに確認してく 
ださい。 




周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 


あらかじめ、「付録周辺機器について」をお認してください。 


本製品で使用でさるおちな周辺機器は、次のとおりです。 

•日- CAS 力ード •メモリ 

「本章日」な降 

ほかにち、巧の周辺機器び使巧でさます。 

•マイク□ホン •ヘッドホン 

• USB 対応機器 

•同軸デジタル対応機器 （ MD レコーダー、 MD コンポ、 AV アンプなど） 

•オーディオ機器 •ビデオ • DVD プレーヤーなど 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：マイク□ホンを使ラ〉〉 

《パソコンで見るマニュアル（検索）：へッドホンを使う》 

《パソコンで見るマニュアル（検索）： USB 対応機器を使ラ》 

《パソコンで見るマニュアル（検索）：同軸デジタル対応機器を接続ずる》 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：才ーディオ機器を接続する》 

《バソコンで見るマニュアル（検索）： HDMI 入力端テに接続ずる》 

(パソコンで見るマニュアル（検索）： D 4 映像入力端テに接続ずる） 
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周辺機器を使って機能を広げよラ 
















B - CAS 力ード巧セットずる 


ビーキャス 

ノ（ソコンで地上デジタル放送を見るためには、ノ（ソコンに B - CAS 力- 


ドをセツ 卜します。 


の 


B - CAS 力ードについて 


•パソコンに日- CAS 力ードをセットしないと、地上デジタル放送の視聴や、その他の放送サー 
ビスを受ける ことびでさません。 

•本製品専用の B - CAS 力ードをセットしてください。 

• 日- CASA — ドの所有権は、（株）ビーエス.コンデイシヨナルアクセスシステムズ（略称： 
B - CAS ) に帰属します。 

•なのよラな場合は、（株）ビーエス•コンデイシヨナルアクセスシステムズ（力ードび貼つ 
てある台紙を参照）にご連絡ください。 

• 紛犬した 
-盗まれた 
-破損した 
-ミちれた 

• 紛失した日- CASA - ドを再発行する場合は、再発行費用びかかります。 

•パソコン本体を廃棄する場合は、セットした日- CAS 力ードをパソコンか日取り出し、（株） 
ビーエス-コンデイシヨナルアクセスシステムズにカードを返却してください。 

パソコンの廃棄については、『東芝 PC サポートのご案内』と「已章且捨てるとき/人に譲 
るとき」を参照してください。 




B-C AS 力ードについて 


あらかじめ、「付録。- 


目- CAS カードについて」を確認してください。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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O B - CAS 力ードをセツトする 


データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

あらかじめパソコン本体の電源を切り、電源コードのプラグと周辺機器のケーブル類 
. を巧いておいてください。 

円己- CAS 力ードを台紙から取りはずす 

^ 台紙には、「使用許諾契約約款」び記載されていますので、ご使用前に必ず記載内容 
をご確認ください。 

S B-CAS 力ードのき号を確認する 

カードの裏面に B-CAS カードの番号び記載されています。 

Q 己- CAS 力ードに巧刷されている 「B-CAS」 の□ゴの面を手前側にして、 
W 己- CAS 力ードを矢巧の方向に己- CAS 力ードス□ットの奥まで差し込 

■む 

I 日- CAS 力ードは、前後や表裏を確認して差し込んでください。手順と異なる向きで 
I 差し込まないでください。また、本製品専用の B-CAS 力ードじ(外は差し込まないで 
I ください。 



日- CAS 力ードびス□ットの一番奥まで差し込まれていることを確認してください。正 
しくカードび差し込まれていないと、地上デジタル放送を受信でさません。 


2 


B - CAS カードのセツトと取りはずし 


A 警告 



► B - CAS 力ードを取りはずしている場合は、力ードを乳幼巧の手の届かないところに保管 
する 

誤って飲み込むと窒息のおそれびあります。万び 一、 飲み込んだ場合は、ただちに医師に 
相談してください。 

B-CAS 力ードをセットする 


周辺機器を使って機能を広げよラ 


^ 一 
































O B-CAS 力ードをセツトする 


お立っ操作集- 

B - CAS 力ードをセットしたあと、力ードま号を忘れてしまった場合は 、 「Qosmio AV Center 」 の 
旧-巳 AS 力ード情報]画面で確認ずることびできます。また、 B - CAS 力ードび正しくセットされてい 
ないと、[力ードテスト結果]に 「 NG 」 び表示されますので、力ードびセットされている状態につい 
てもお認でをます。 

詳しい操作手順については 、 「Qosmio AV Center 」 のヘルプを参照してください。 


I B-CAS カードの取りはずし _ 

本製品を廃棄する場合は、次の手順で日- CAS 力ードを日- CAS 力ードス□ットか日取りはずし、 
(株）ビーエス.コンディシヨナルアクセスシステムズ（略称： B-CAS) に力ードを返却して 
ください。 

地上デジタル放送視聴時は、取りはずさないでください。 

B-CAS 力ードの返却 r 已章0捨てるとき/人に譲るとき」 

データを保をし、 Windows を終了させて電源を切る 

* あ日かじめパソコン本体の電源を切り、電源コードのプラグと周辺機器のケーブル類 
を巧いておいてください。 

Q 己- CAS 力ードを引き抜く 

T 1まっすぐ静かに引き巧きます。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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3 I タモ u 巧増設ずる 


メモ I 」ス□ットに増設メモ I 」を取り付けることびでさます。 

ご購入のモデルによって、あ日かじめ取り付け日れているメモ U の容量び異なります。 
取り付けられているメモ U を増設メモ U (東芝製オプション）と付け換えたり、メモ U び取り 
付け日れていないス□ットに増設メモ U (東芝製オプション）を取り付けたりすることびでさ 
よ^ 〇 

増設メモ U は、 4 GB 、2 GB の2タイプびあります。 

取り付けることのできるメモ U については 、 『dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズ 
をお使いのかたへ』を確認してください。 

^ 取り付けることのできるメモ U の容量は、各ス□ット最大 4 G 日（合計 8 GB ) までです。ただし、 
^ 0 S のタイプび32ビット版の場合、 0 S び使用可能な領域は最大 3 GB になります。 

^ モデルによっては、すでに最大容量のメモ U び取り付け日れている場合びあります。その場合は、 
^ 増設でさません。 

メモリの取り付け/取りはずし作業び難しい場合は、お買い巧めの販売店などにご相談ください。 

〇 

て 


お 

を 

広 

げ 

ぶ 

ラ 


A 警告 

•本夕中で説明されている部分 L ソかは絶対に分解しない 

内部には高電圧部分び数多くあり、万び一触ると、感電ややけどのおそれびあります。 


A ミま意 

•ステープル、クリップなどの金属や、コーヒーなどの液体を機器内部に入れない 
乂災、感電の原因となります。万び 一、 機器内部に入った場合は、電源を入れずに、お買 
い巧めの販売店、またはお近くの保守ヴービスに点検を依頼してください。 

• メモ IJ の取り付け/取りはずしは、電源を切り、 AC アダプターのプラグを抜いてか5作 
業を行ラ 

電源を入れたまま取り付け/取りはずしを行ラと感電、故障のおそれびあります。 

• 電源を切った直後にメモ IJ の取り付け/取りはずしを行わない 
内部び高温になっており、やけどのおそれびあります。電源を切った後30分 L ソ上たって 
から行ってください。 
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Q メモ U を増設する 


メモリの増設の操作にあたって - 

• キズゃ破損を防ぐため、巧などを敷いた安定した台の上にパソコン本体を置いて作業を行って< 
ださい。 

•その他のを意事項については、あらかじめ、「付録メモ U の増設の操作にあたって」 
を確認してください。 


増設メモ U は、東芝製オプションを使巧してください。それじ(外のメモ U を増設すると、起動 
しなくなったり、動作び不安定になったりする場合びあります。 

ぶ巧メモデュアルチヤネルについて 

• デュアルチヤネルで動作ずると、2枚のメモ U に効率よくアクセスでをます。 

デュアルチヤネルで動作させるためには、ご購入のモデルによって取り付けるメモリの仕様び異なりま 
す。取り付けるメモリの仕様については 、 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお使い 
のかたへ』を確認してください。 


■■メモリを取り付ける 

あらかじめ取り付け日れているメモ U を交換したい場合は、先にメモ U の取りはずしを行って 
ください。 

ネジをゆるめる際は、ネジの種類に合ったドライバーを使用してください。 

「本節メモ I 」を取りはずす」 

データを保をし、 Windows を終了させて電源を切る 

j 電源の切りかた ri 章□■巧]電源を切る」 

巧パソコン本体に接続されている AC アダプターとケーブル類をはずす 
E ] メモリカバーの ネジ1本をゆるめ①、 カバーを はずす② 




メモ I 」ス□ットの内部に異物び入らないよラにしてください。 







































Q メモ U を増設する 


Q メモリをメモリス□ットのコネクタに斜めに挿入ずる 



g メモ U の切れ込みを、メモ U ス□ットのコネクタのツメに合わせて、しっかり差し込 
I みます。このとさ、メモ U の両端（上図 G ; で囲んだ部分）を持って差し込むよラに 
I してくださし、。 



メモリカバーをつけて①、手順且でゆるめたネジ1本をとめる⑨ 



m メモ U カノ（一び浮いていないことを確認してください。 

み:； 

H パソコン本体の電源を入れると総メモ U 容量び自動的に認識されます。総メモ U 容量 
H び正しいか確認してください。 

I メモ U 容量の確認について「本節 mm メモ U 容量を確認する」 
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Q メモリを増設する 


D メモリを取りはずず 

ネジをゆるめる際は、ネジの種類に合ったドライバーを使用してください。 



データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた ri 章口-居]電源を切る」 

パソコン本体に接続されている AC アダプターとケーブル類をはずす 

メモリカバーのネジ1本をゆるめ、カバーをはずす 

メモ I 」ス□ットの内部に異物び入らないよラにしてください。 


メモリを固定している左ちのフックを開き①、メモリをパソコン本体か 
5取りはずす② 



メモリカバーをつけて、手順且でゆるめたネジ1本をとめる 

メモ U カノ（一び浮いていないことを確認してください。 

パソコン本体の電源を入れると総メモ U 容量び自動的に認識されます。総メモ U 容量 
び正しいか確認してください。 



周 

辺 
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使 
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g 画メモリ容量を確認ずる 


メモ U 容量は「東芝 PC 診断ツール」で確認することびできます。 



[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ] 一 [PC 彭断ツール]をクリックする 

[基本情報]タブの[物理メモリ]の数値を確認する 
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具つたとをのが腺に戻ずには 

—リカパリ —— 


この章では、パソコンの動作びおかしくなり、いろいろなトラブル解 
消方法では解ミ夫できないときに行う「リカバリー」について説明して 
います。リカバリーを巧うことでシステムやアプリケーシヨンを購入 
時の状態に復元できまず。作成したデータなどび消去されまずので、 
よく読んでか5行ってください。 


1バックアップをとる 

( Windows び起動しないとき） . 82 

2リカバリーとは . 92 

3リカバリー=再セットアップをずる . 98 

4リカバリーをしたあとは . 111 

已アプ U ケーシヨンを再インス!ルする . 114 





















大切なデータは、こまめにバックアップをとってください。 

ここでは、 Windows び起動しない状態でのパ'ックアップ方法について説明します。 

ノ（ックアツプについての詳しい説明や操作方法については、《ノ（ソコンで見るマニュアル(検索）: 
こまめにバックアップを》を参照してください。 


パックアップをとるにちた ごて - 

•あらかじめ、「付録 □- 匿1■バックアップについて」を参照してください。 



パックアップをとる 

( Windows び起動しないとを） 


保をしたファイルやフォルダーを誤って削除してしまったり、パソコンのトラブルなどによっ 
てファイルび使えなくなってしまうことびあります。 

このような場合に備えて、あ日かじめファイルを DVD - R や USB フラッシュメモ U など、八一 
ドディスクドライブじ(外の記録メディアにコピーしておくことをバックアツプといいます。 




房 



買つたときのが態に戻すには—リカバリ- 



















■ ■ バックアップをとる （ Windows が起動しなし、とき) 


の 


ま芝ファイルレスキューについて 


r 東芝ファイルレスキュー」を使うと、 Windows び起動しなくても、データのバックアップ= 
救助（レスキュー）することびでさます。 

Windows び起動せず、 U カバ U —をしなくてはな日ない場合などは、「東芝ファイルレス 
キュー」を使って、あ b かじめデータを救助しておいてください。 




データを救助するにあたって 


•パソコンを人に譲るとさなどに、八ードディスクドライブの内容をすべて消まするのと同時に「シ 
ステム回復オプション」を消去すると、「まちファイルレスキュー」は使用できなくなります。再 
度使用したい場合は、 U カバ U —を行ってください。 

•地上デジタル放送の録画データは、救助、復元はできまずび、復元後に正常に動作することを保 
証でさません。 

•その他のを意事項については、あらかじめ、 mm Q mm r ま芝ファイルレスキュー」につ 
いて」を参照してください。 


データの救助用にほ用できる記録メディア 


r 東芝ファイルレスキュー」では、記録メディアにデータの救助を行います。使用でさる記録メ 
ディアは、なのとおりです。 

• USB 接続型などの外付け八ードディスクドライブ 

• US 日フラッシュメモ I 」 

• CD/DVD (本製品のドライブを使用） 


n データを救助ずる 

Q 救助するデータの保を巧となる記録メディアをパソコンにセットする 

USB 対応機器の場合《パソコンで見るマニュアル（検熱： USB 対応機器の取り付け》 
CD / DVD の場合《バソコンで見るマニュアル（検索）： CD / DVD / BD を使うとき》 


r 詳細ブートオプション」を起動する 

① 電源を入れる 

② [ Qosmio ] 画面び表示されて消えたらすぐに、@キーを数回巧す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび 
表示されます。パスワードを入力してキー対甲してください。そのあとす 
ぐに、@キーを再び数回巧してください。 

「詳細ブートオプション」び表示されます。 


[コンピユーターの修復]を選択し、 

キーボードの選択画面び表示されます。 


垣 vrfRl キーを押す 


83 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ—- 



























O バックアップをとる （ Windows が起動しなし化き) 


回ほオブシむじアウセスするには、□-かレ ユー ザーとして□かじしてください。 
コマシドブ□ンブトにアウ t スするには、を巧を7カウントで□ヴオンしてくだな、。 

ュ-ザ-を： ■["か nabook 

バスヮ-ド： [{••••••••I 

IL 0 が 0) II— 


回復ツールの選択画面が表示されます。 

[TOSHIBA Recovery Tools] をクリックする 



ツールの選択画面び表示されます。 
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[日本語]を選択し①、[巧へ]ボタンをクリックずる② 


G 


システム回巧オブシ 3 ン 


X] 


言語を涅巧し口微 V . 


I 日本語旧本> 

キーボード入力方巧を S 巧してください： 


] 


[「放順> 


.① 

.② 


□グオン画面び表示されます。 

ユーザー名を選択し①、 Windows □グオンパスワードを入力し⑨、 
[OK] ボタンをクリックする③ 

管理ちユーヴーのアカウントで□グオンすることをおすすめします。 


ぶ] 


回復ツールを選巧してください 
オペ レー テインヴシステム: Windows 7け:)沿00000000(XX 

• が :5 巧が : iBOl 

Windows をお技)できない巧壁を自历6なこ悔正します 

システムの 巧亢 

Windows をおの巧猫こほ元します 
システム イ4 —夕 m 旧巧 

'Jk W 飾こな巧したシステムイブ-ジをほ用し!:、 ] ンむ-卜を回ほします 

H Windows が" i を Ifi 

コンビユ-夕-で.プモリの、-ドウエアIラ-備をして t 、るか话巧します 
~1マ、■/ドブ nv ブト 

H リンドブ日ンブトウィンドウが月きます 


咳〔 


TOSHIBA Recovery Tools 

TOSHIBA Recovery Tools 


シサッがウン恩 [ _再お的脚」 


システム回巧オブシ3ン 


①舊③ 


買つたときの状態に戻すには—リカバリ- 



























































■ ■ バックアップをとる （ Windows が起動しなし、とき) 


次へ ( N ) »] k 


.⑥ 


r 東芝ファイルレスキュー」び起動します。 


「を責事項」と r 使用上のご注意」を確認し①、同意される場合は、 
い、同意します。]を選択し②、[巧へ]ボタンをクリックする③ 

同意しないと、操作を先に進めることはできません。 
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ま芝ファイルレスキュー 

:1:2ファイルレスキューは. 0S び昆のですなくな。むむコンから六切なデーさを巧巧し主す。 


はじめに 


2挪ヵデ-りの醜 
3がをホの設を 
4 測 MSI 巧 


巧至3 - 

「免き 事あと r 巧用 上な:;' ま S 」 をこ馆跑 1 うえ、同 g されるとき®* r はい、 间 - 
S します, JS 进巧して「; か 巧巧して くださ U 

■を S 幸 S 

(1) 本 y フトな!孤、 A - ドディスク上のかての乃-0のレスキ;！-、ほ元を巧 
齿するらのななりホせ心#なは.いかなる巧苗こわいな K 本のトウ I アのほ 
巧こよってち城:デ-如毎舌に〕いて一切のき任を目ねかものと 


し IB 巧レ巧!* W 


戻る I かへ 


.① 

.⑥ 

.③ 


[TOSHIBA File Rescue] を選択し①、[なへ]ボタンをクリックす 
る⑨ 


<ツールの還巧> 

ツールを遷巧してください。 


I TOSHIBA File Rescue J— 
デ-如)お助を巧います。 


' TOSHIBA Recovery Wizard 

デ-如巧ま、再インスト-ルを巧いまず。 


.① 



買つたときの状態に戻すには—リカバリ！ 


は 


£ 













































O バックアップをとる （ Windows が起動しなし化き) 


救助するデータを確認し①、[なへ]ボタンをクリックする⑨ 

•何ちしないで[次へ]ボタンをク U ックすると、すべてのユーヴーのユーヴーデー 
夕を救助します。 

ユーヴーデータとは、[コンピューター]■八ードディスクドライブ（じ）-[ユーヴ _] 
内の各ユーヴー名のフォルダーになをされるファイルやフォルダーです。「ユーヴー 
名」フォルダーにはアドレス帳やお気に入りなどのデータび保存されています。ユー 
ヴーデータの内容は、陣々助データの一覧]①で確認してください。 

•救助するファイルやフォルダーを、任意で好さなよラに指定したい場合は、「役立 
つ操作集」を参照してください。 
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まさファイルレスキュー 

文至ファイルレスキューは、 0S ぴ邑れできなくな：たバソコンからス切なデー5を巧巧し主す。 


救助データ 


三-ザ-デ-巧 tttt します。巧客5巧巧してびな tv 


3巧巧えの 

4救且加実行 


は;5のノ？1ル V ノオルプ S モのじ巧正9な 


戻る I ホへ 


.① 


.⑤ 


お立つ操作集 


r 救助]するファイルやフォルダーを任意で指定したい場合」 

救助するファイルやフォルダーを好さなよラに指をするには、なのよラに操作してください。 

① 手順回で、[任意のファイルやフォルダーを手動で指定する]にチェックを付け、炊へ] 
ボタンをク U ックする 

② 救助したいファイルやフォルダーにチェックを付け、炊へ]ボタンをク U ックする 
し U 降は、手順圧]から操作してください。 



買つたときのが態に戻すには—リカバリ- 


M 





























O バックアップをとる （ Windows が起動しなし、とき) 


救助データの保を巧を指定し①、[次へ]ボタンをクリックする③ 
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まるファイルレスキュー 

jC ミコアイルレスキューは、 0 S び坛»できなくなっかむコンり、6六切なデー5を巧化し壬す。 


を桂試ち 

保存先の指定 

巧拍デー5のはなホモ巧ミしてくだな、。 
巧助テ-夕のサイズ 

I 恐巧れを f お?ホの空き容呈 

iTM 巧打ホほ巧# _ 


救且が‘-贿設定 



4お目加実行 


巧なまの 一K 


1 


戻る 


ホへ 


.① 


-② 

读示例） 


外付け八ードディスクドライブまたは USB フラッシュメモ I 」の容量び足りない場合 
や、記録メディアを何ち接続していない場合などは、ホい字でメッセージび表示され 
占9 〇 

メッセージに従って、適切な記録メディアを選択してください。 

救助データの確認画面び表示されます。 

救助するデータと保を巧を確認し①、[実行]ボタンをクリックする③ 


© 


まさファイルレスキュー 

SGE ファイルレスキューは、 0 S ぴ邑れできなくな：たバリコンからス切なデー5を巧助し壬す。 


いじめに 救助データの確認 

2おカデ ー5 の班を がかデ-妳巧容とほなホが!巧し口がい， 


4巧咖実行 


，はげ-如 I—K 

日 ^mm 


I' m ; 打 Sa じ扣>泌613132が0 


戻る 


.① 


実行 


.② 


データの救助を開始するメッセージび表示されます。 

[OK] ボタンをクリックする 

データの救助の進お状況を示す画面び表示されます。救助には、長時間かかることび 
あります。必ず電源コードを接続した状態でご利用ください。 

救助中は保を先の記録メディアを取りはずさないでください。 

データの救助び完了すると、完了画面び表示されます。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ—- 
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O バックアップをとる （ Windows が起動しなし化き) 


必要に応じて[救助結果]ボタンや[復元手順]ボタンをクリックし、 
最後に[完了]ボタンをクリックする 

• 陣ク助結ま]ボタンをク U ックすると、ファイル単位で救助の結果を表示します。 
このとさ、 ファィ J レび壊れているなどの理由で救助でさなかつたデータびあると、 
そのファイル名の左に赤い「 X 」び表示されます。 

•[復元手順]ボタンをク U ックすると、救助データを復元する手順を表示します。 


© 


まさファイルレスキュー 

:1:2ファイルレスキューは. 0S び邑のですなくなっむむコンから大切なデーさを巧巧し主す。 



データ救ち]完了 


封 P して，フ7イル単位の巧助巧まを旧巧で’きます。 


キ曲おン 
Iンします0 


li ifffisgr' 


:、 ほ元が) ili 对1!なぞます。巧 7] ポタンを巧 t 


戻る 


完了 


凹 


[完了]ボタンをク U ックすると、電源び切れます。 

引き続き、 U カバ U —を行う場合は「本章已」じ(降を参照してください。 

標準ユーヴーのアカウントでデータを復元するとさは管理ちユーヴーの認証び必要に 
なりますので、リカバリーをしたあとは、必ず Windows セットアップで Windows 
□グオンパスワードを設定して<ださい。 

Windows セットアップ「1 章口- fTI- KJ Windows のセットアップ」 


U が巧したデータを復元ずる 

r 東芝ファイルレスキュー」で救助したデータの復元方法は、なのとおりです。 

パソコンの電源を入れ、 Windows を起動する 

このとき、データを復元したいユーヴーアカウントで□グインしてください。 


データを保存した記録メディアをパソコンに接続する 

[スタート]ボタン （®) 一 [コンピューター]をクリックし、記録 
メディアのドライブのアイコンをダブルクリックする 


▽ 
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買つたときのが態に戻すには—リカバリ- 


































O バックアップをとる （ Windows が起動しなし、とき) 


riFRescueJ ファイルをダブルクリックずる 



• コンビュータ ► リムーパブルディスウド:） 

' 1 •, 1 1 


叫 



■H 



左を;:入0ソンク 


;ピクチで 
t =ユージツヴ 


が 


み 


TS 812008 0618... TSa 口扣的 6 化 .. 


TS 81200 的 618.., 


標準ユーヴーのアカウントで復元プ□グラムを実行するとさは、管理ちユーヴーの認 
証び必要です。 

接続した記録メディアに、救助したファイルび複数存在する場合は、手順0へ進ん 
でください。 

救助したファイルび]つの場合は、手順0へ進んでください。 

復元するファイルを選択し①、 [0K] ボタンをクリックする③ 

ファイルの名称は、 risalj のあとび、年号/月日/時分秒を示す数字となっています。 
これは、救助を行った日時ですので、よく確認して復元したいファイルを選択してく 
ださい。 





買つたとさの状態に戻すには—リカバリ—- 
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O バックアップをとる （ Windows が起動しなし化き) 


3 r を責事項」と r 使用上のご注意」を確認し①、同意される場合は、[は 
し、同意します。]を選択し②、[巧へ]ボタンをクリックする③ 

I 同意しないと、操作を先に進めることはできません。 



① 


② 


③ 


復元データを指定する画面び表示されます。 

復元したいユーザーデータを選択し①、[巧へ]ボタンをクリックする② 



① 


⑤ 


復元データの確認画面び表示されます。 



買つたときのが態に戻すには—リカバリ- 


§ 






















































O バックアップをとる （Windows が起動しなし、とき) 


n 復元するデータを確認し①、[実行]ボタンをクリックする② 



① 


② 


■ メッセージび表示されます。 

f [OK] ボタンをクリックする 

データ復元の進が状況を示す画面び表示されます。 

復元び完了すると、データ復元完了の画面び表示されます。 

の必要に応じて[復元結果]ボタンをクリックし、最後に[完了]ボタン 
■ をクリックする 

[復元結果]ボタンをク U ックする 
と、ファイル単位で復元結果を表 
术しま9 〇 

パソコンの八ードディスク内のど 
こに復元されたかを確認すること 
びでさます。 


ぶ-す メモ 復兀テータ _ 

• 復元データと同じファイルび復元先にある場合、復元データのファイル名の先頭に「_ (アンダーバー)」 
び付をます。 

•ユーヴーデータ L 义 H の任意のファイルやフォルダーを救助して復元した場合、次の場所に保存されます。 
•救助時に八ードディスクドライブ（じ）に保存されていたデータ 
:「じ¥ユーヴー¥ [ユーヴー名のフォルダー]¥巳」の中 
■救助時に八ードディスクドライブ （ D :) に保存されていたデータ 
:「じ¥ユーヴー¥ [ユーヴー名のフォルダー] ¥ D 」 の中 
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買つたとさの状態に戻すには—リカバリ—- 























































リカパリーとは 


リカバリー（再セットアップ）とは、お客様び作成したデータや、購入後にインス!-ールした 
アプリケーション、現在の設定などをすべて削除し、ちう]度ご購入時の状態に復元する作業 
です。八ードディスクドライブ内に保をされているデータ（文書ファイル、画像-映像ファイ 
ル、メールやアプ U ケーションなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネットやメー 
ルの設定、 Windows □グオンパスワードなど）も購入時の状態に戻る、つまり何も設定して 
いない状態になります。 

一度 U カバ U —を始めると、途中で中止したり、パソコンの電源を切ることびでさません。 

U カバ U —には時間びかかりますので、時間のを裕をちって行ってください。 

八ードディスクドライブか日のリカバリーには、約2〜2.已時間かかります。 I 」カバ I 」ーメディ 
アか日のリカバリーは、さ日に]時間程度長くかかります。 

次のよラな場合で、どラしてち改善する方法びないときに U カバ U —をしてください。 
•パソコンの動作び非常に遅くなった 
• 周辺機器び使えな < なった 

•八ードディスクドライブにあるシステムファイルを削除してしまった 
• コンピューターウイルスやスパイウェアなどに感染し、駆除できない*1 
•パソコンの調テびおかしく、いろいろ試したび解消でさない 
• 東芝 PC あんしんサポートに相談した結果、 n 」 カバ U —び必要」と診断された 

* 1ウイルスチェックソフトび正常に起動できない場合など、状態によってはウイルスチェックびできない場 
合びあります。 

メモ 

•リカバリーは、ユーヴー権限にかかわらず、誰でを実行できます。誤ってほかの人に U カバ U - を実行 
されないよラ、ユーヴーパスワードを設定しておくことをおすすめします。 

ユーザーバスワード 《バソコンで見る マニュアル （検索）： ユーヴーバスワードの 登録》 

•購入時にプレインストールされていたアプリケーションやドライバーを誤って削除してしまった場合 
は、[スタート]ボタン (©) -[すべてのプ□グラム]-[アプ1」ケーションの再インス!ル] 

を行5ことをおすすめします。 

「本章0アプ1」ケーションを再インストールする」 

それでち解消でさない場合に U カバ U —を行つてください。 
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買つたときのが態に戻すには—リカバリ- 






o リカパリーとは 


リカバリーをする前に巧認すること 


ノ（ソコンの動作びおかしいと感じたとさ、次の方法を実行してみてください。 U カバ U —をし 
なくてち、状態び改善される場合びあります。次の方法をすべて試してみてち状態び改善され 
ない場合に、 U カバ U —を実行してください。 

Iウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 

ウイルスチェックソフトを使って、ウイルスに感染していないかどラかを確認してください。 
ウイルスび検出された日、ウイルスチェックソフトで駆除できます。その際、ウイルス定義ファ 
イル（パターンファイル）は、最新のちのに更新しておいてください。 

場合によっては、ウイルスチェックソフトで駆除できないウイルスちあります。そのときは、 
U カバ U —を実行してください。 

ウイルスチェックソフト「2章インターネットを快適に利用するために」 

I 七ーフモードで起動で定るか実行してみる _ 

Windows び起動できないときは、なのように実行してみてください。 

電源を入れる 

f [ Qosmio ] 画面び表示されて消えた5すぐに、回]キーを数回押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して居を^キーを巧してください。そのあとすぐに、 
@キーを再び数回押してください。 

百メニューび表示された5、[セーフモード]を選択し、臣^キーを押 

最低限の機能で Windows を起動させることびでさます。これで起動でさた場合は、リカバリー 
をする前に東芝 PC あんしんサポートにご相談ください。 
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買つたとさの状態に戻すには IU カバリ—- 


















o リカバリーとは 


「システムの復元」は、パソコンに問題び発生したときに、個人巧のデータを失わずにパソコン 
を L ソ前の状態に復元するための機能です。 

詳しくは、 『 Windows ヘルプとサポ ー ト』を参照してください。 
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周辺機器をすべて取りはずし、再度確認する 


メモ U や USB 対応機器など、購入後に追加で増設した機器び障書の原因となっている場合びあ 
ります。それ 日を 取りはずしてか 日、 再度起動して、動作を確認してみてください。また、電 
源関連のトラブルの場合は、いったん電源を切ってか 日 起動し直してみてください。 

機器の取りはずし巧章周辺機器を使って機能を広げよう」 

《バソコンで見るマニュアル》 


ほかのトラブル解消方法を探す 



パソコンの調テびおかしいと思ったときは、 r 已章 D トラブルを解消するまでの流れ」、 r 已章 
已 Q & A 集」を確認してください。いろいろな解消方法を紹介しています。 

それでち解消できないときに、 U カバ U —をしてください。 


システムの復元でな前のが態に復元する 


買つたときの状態に戻すには—リカバリ- 






o リカパリーとは 


2 


リカバリー（再セットアップ）の流れ 


U カバ U —をする場合は、なのよラな流れで作業を行ってください。 


バックアップをとる 


r 本章 【I バックアップをとる」 
《パソコンで見るマニュアル》 


リカバリー（画面の指示に従い、 Windows セツトアップまで行います） 


リカバリー(再セツトアップ） 


區承「本章且 U カバリ—= 

ちセツトアップをずる」 


Windows のセツトアップ 


區承。章□-の -B 

Windows のセットアップ」 


リカバリー後、必要に応じて行ってくださし、。 




『3章周辺機器を使って機能を 


周辺機器の接続 

広げよラ』 

《パソコンで見るマニュアル》 



各機器の説明書 


に章0インターネットを 

インターネットやメールの設定 使うには」 

《パソコンで見るマニュアル》 


ゥィルス；棟ソフトの設定と黙陽 Sift ウ 


Windows Update 


《パソコンで見るマニュアル(検熱: 
Windows を最新の状態にする》 


データの復元 


「本章□■回バックアップ 
しておいたデータを復元する」 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ II 






















o リカパリーとは 


リカバリーをはじめる前にしておくこと 


U カバ U —をはじめる前に、次の準備と確認を行ってください。 

I 準備するをの _ 

•『 dynabook ガイド』（本書） 

• き末の U カバ U —チェックシートをコピーしたちの 

• U カバ U - メディア（あ日かじめ作成してある U カバ U - メディアか日 U カバ U - する場合) 

I が要なデータのバックアップをとる _ 

U カバ U —をすると、購入後に作成したデータやインス!-ールしたアプ U ケーシヨンなど、八一 
ドディスクドライブに保存していた内容は削除されて、設定び初期化されます。次のよラなデー 
夕は削除されますので、可能な場合は、記録メディア （ CD / DVD や USB フラッシュメモ U 
など）にバックアップをとってください。 

• ドキュメントのデータ 
• 購入後にデスクトップに保ちしたデータ 
• インターネットエクスプ□ーラーのお気に入り 

• メール 送受信 データ 
•メール アドレス帳 

• プレインス I -ールされているアプ U ケーシヨンのデータやファイル 
• 購入後にインストールしたアプ U ケーシヨンのデータ 
• 購入後に作成したフォルダーとファイル 

また、 U カバ U —後ち現在と同じ設定でパソコンを使いたい場合は、現在の設定を控えておい 
てください。 

ただし、八ードディスクドライブをフォーマットしたり、システムファイルを削除した場合は、 
バックアップをとることびできません。また、 U カバ U —を行ってち、八ードディスクドライ 
ブに保存されていたデータは復元でさません。 

バックアップについて《パソコンで見るマニュアル（検索）：こまめにバックアップを》 

■ システムが起動しない場合 

r 東芝ファイルレスキュー」を使って、データのバックアップびできる場合びあります。 

まちファイルレスキュー「本章 D- 己]まちファイルレスキュ—について」 

I アプ IJ ケーシヨンのセットアップ用記録メディアを確認する 

購入後に追加でインストールしたアプ U ケーシヨン、プ U ンターなどの周辺機器のドライバー 
は、 U カバ U —後にインストールする必要びあります。これ日を再度インストールするための 
記録メディア （ CD など）び、お手元にあることを確認してください。 

また、アプ U ケーシヨンによっては、 I 日番号などび必要です。あらかじめ確認してください。 



買つたときのが態に戻すには—リカバリ- 
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o リカパリーとは 


I 各種設定を確認する _ 

インターネットや LAN の設定、 Windows □グオン時のアカウント名などの設定項目を、メモ 
などに控えておいてください。ウイルスチェックソフトなど、有料で購入した認証キーなどび 
セットアップ時に必要なアプ U ケーシヨンは、それらの番号を控えておいてください。確認方 
法は各アプ U ケーシヨンのヘルプやお問い合わせ先にご確認ください。 

I 音量を調節する _ 

U カバ U - 後、 Windows セットアップび終了するまで音量の調節はできません。あ日かじめ、 
音量ボタンで音量を調節してください。两の + | fSC | キーを使って、内蔵スピーカーやヘッド 
ホンの音量をミュート（消音）にしている場合は、ちう]度丙の + r ^ キーを巧して元に戻 
しておいてください。 

I 無線 LAN 機能び ON であるか巧認する _ 

無線 LAN 機能び ON であることを確認してください。 

ON になっていない場合は、丙の + rF リキーで無線通信機能を ON にしてください。 

I 周辺機器をすべて取りはずす _ 

メモリ、 USB 対応機器など、購入後に追加で増設した機器をすべて取りはずしてください。こ 
のとき、パソコン本体の電源を切ってか日行ってください。 

機器の取りはずし「3章周辺機器を使って機能を広げよラ」 

《バソコンで見るマニュアル》 



• 市販のソフトウエアを使用してパーティシヨンの構成を変更すると、 U カバ U - びできなくなる 
ことびあります。 



買つたとさのが態に戻すには—リカバリ—- 


97 






















リカパリー = 再 セッ トアップをずる 


本製品にプレインス I -ールされている Windows やアプ U ケーシヨンを復元する方法について 
説明します。 

本製品のリカバリーは、ユーヴー権限にかかわ日ず、誰でち実行でさます。 


いくつかあるリカバリー方法 


リカバリーには、なの方法びあります。 

•八ードディスクドライブか日 I 」カバ I 」一をする 
• U カバ I 」ーメディアか日 U カバ I 」一をする 

通常は八ードディスクドライブか日 U カノ （ u - をしてください。 

U カバ U -メディアからの U カバ U -は、八ードディスクドライブの U カバ U - (再セットアッ 
プ）ツール（システムを復元するためのちの）を消してしまったり、八ードディスクドライブ 
か b U カバ U —びできなかった場合などに行ラことをおすすめします。 

U カバ U —メディアは、あ日かじめ作成しておく必要びあります。 

U カバ U — メディアの作成《パソコンで見るマニュアル（検熱： U カバリーメディアを作る》 

I リカバリーメニューについて _ 

なのメニューのなかか日 U カバ U —方法を還択することびでさます。あ日かじめ U カバ U —方 
法をみめてお< とスムーズに操作でさます。 

■ ご購入時のげ態に復元（システム回復オプションあり） 

八ードディスクドライブをパソコンを購入したときの状態（パーティションび2個の状態）に 
戻し、購入時の状態に復元します。購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 

■パーティションサイズを変更せずに復元<推奨> 

現状のパーティションの構造を保ったままシステムを復元します。八ードディスクドライブ(じ） 
に保をされていたデータは消去され、購入時の状態に戻りますび、その他のドライブに保をさ 
れていたデータはそのまま残ります。ただし、 BIOS 情報やコンピューターウイルスなどの影 
響でデータび壊れている場合、八ードディスクドライブ（じ）じ(外の領域にあるデータび使え 
ないことびあります。 

■パーティションサイズを指定して復元 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを指定して復元します。八ードディスクドライブ（じ） 
じ(外の八ードディスクドライブのパーティションは消去されるため、 U カバ U —後、パーティ 
シヨンの再設定び必要です。購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 


ぶすメモ 


•どのメニューを逞択してち、八ードディスクドライブ（じ）には購入時と同じシステムび復元されます。 
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Q リカバリー = 再セツトアップをする 


ここでは、「パーティションサイズを変更せずに復元」する方法を例にして説明します。 

0 パソコンの電源を切る 

AC アダプターと 電源 コー ドを接続する 

マウスとキーボードの電源を入れる 

ri 章0■田] マウスとキーボードの準備」 

キーボードの应](ゼロ）キーを押しなび5キーボード表面の電源スイッ 
チを押し、 [Qosmio] 画面び表示された5指をはなす 

* テンキーの团出甘）キーを使用しないでください。必ず、平仮名の「わ」び印字されているキー 
を使用してください。 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して店をを因キーを巧してください。 

OS タイプを選択する画面び表示されます。 

irl どち5① OS タイプに復元するかをチェックし①、[巧へ]ボタンをク 
" リックする② 


|toshiba 

Recovery 

Wizard 

1 ~ 

< 

製品復 
どちらかV 

元ィ - > 

つの 0S5 ィづを逐んでください。 




广 Windows 7 32ビット パージヨン 


巧 jWindows 7 64ピットパージョン] 


r ホへ曲> iV 


.① 


.⑤ 


メッセージ画面び表示されます。 


八ードディスクドライブか6リカバリーをする 


拉メモ _ 

• ドライブに記録メディアをセットしていない状態で実行してください。セットされていると、エラーに 
なる場合びあります。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ—, 


嫂 

































QU カバリー = 再セットアップをする 


目 


画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

[初期インス! -- ルソフトウェアの復元]をチェックし①、[巧へ]ボタ 
ンをクリックする③ 


<復元方法の谨巧> 
i 复元ち'ぶを遵巧してください。 


Ij !" ?の期インスト ー J レソつトウ1アの煩元 I - 

巧巧インスト-ルソフトウェアをおろします。 


r ドディスウ上の全デー如);肖ま 

A -ドディスク上の全デ-さを巧まします。 


;文へ曲 >]卜 


.① 


.⑤ 


[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または譲ミ度する場合など、 
個人情報漏えいを防ぐために、八ードディスクドライブのデータを完全に消去するた 
めのちのです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディスクドライブ 
上にある、 U カバ U —ツールの領域じ(外のすべてのデータび削除されます。 
r 已章 Q - b 八ードディスクドライブの内容をすべて消去ずる」 

[パーテイシヨンサイズを変更せずに復元]をチェックし①、[巧へ]ボ 
タンをクリックする② 


<巧期インスト-ルソフトウ I アの復元> 
復元する巧ぶを邊巧してください。 


、 ご巧入時のが獻こお元(システム回ちオブシ ヨン あり） 


^ i バーテイシヨンサイブを変ちだずに損元1 

r バーテイシヨンサイブを指ミして頃元 
17ステム回復すブシヨン 


HDD のサイズ： GB 

::巧イづのサイズ： [ づ GE 


こ 戻る(巴 


j |£ 巧へ 01) > も 


.① 


.⑤ 


ほかのメニューを選択する場合については、なを参照してください。 
• [ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]: P .103 
• [パーティションサイズを指定して復元]: P .103 



買つたときのが態に戻すには—リカバリ- 
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Q リカバリー = 再セツトアップをする 


[パーティシヨンサイズを変更せずに復元]の意味と動作 

すでに八ードディスクドライブの領域を分割している場合などに使用します。八一 
ドディスクドライブ（じ）び I 」カバ U —され、それじ(外の領域のデータはそのまま 
残ります。 


U カバ! J - 


_システム回復 
オプション領域 

J 作成:)■—夕•： 
i 設定は消ち' 


八ードディスクドライブ（じ）に 
あたる領域は、作成したデータ、 
設定した項目、インストールした 
アプ I 」ケーシヨンなどびすべて消 
去され、ご購入時のシステムやア 
プリケーシヨンび復元された状態 
になります。 

(八ードディスクドライブの領域を分割している場合の例） 

「先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージび表おさ 
れます。 




一 

一 

■ 

、 一 

ドライブ(じ）- 

一 一 

ドつイブの ( E 、 F ...):) ■ 


ぶ^ メモ 


U カバ1」ーツールとシステム回復オプシヨンの領域び確保されているため、 
ドライブの100%を使用ずることはできません。 


八ードディスク 


ボタンをクリックする 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 


日炊べ 

T 処理を C 

■[次べ 
B ます 。I 


:次へ]ボタンをク U ックすると、復元び実行され、[パーティションを初期化してい 
ます。しば日くお待ちください。]画面び表示されます。 


作成データは 
保持 
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QU カバリー = 再セツトアップをする 



貝 

〇 

た 

と 

さ 

の 


に 

戻 

す 

に 

は 

I 

IJ 

力 

パ 

IJ 

I 



長い時間表示される場合びありますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

復元中は、なの画面び表示されます。 U カバ U —の経過に従い、画面び変わります。 



<巧巧インスト—ルソフトウIアの復元> 

'历パリ 


妨バリ中です。しば6くが軒ください， 


拉迫時問化亂鮮 
巧り時巧 % n ：) i , n\n 





主ず韦ジ © r’J 



復元び完了すると、終了画面び表示されます。 


[終了]ボタンをクリックする 

システムび再起動し、[システムアップ中です]画面び表示されます。 

ここか日;欠の手順の [ Windows のセットアッス画面び表示されるまで、約]〜1.已 
時間かかります。この間、メッセージび表示されたり、システムび自動的に再起動し 
たりしますび、何ち操作する必要はありません。 [ Windows のセットアップ]画面び 
表示されるまで、お待ちください。 

また、この間は絶対に電源を切日ないでください。 


Windows のセットアップを行う 

詳細について n 章□■圧]-^ ■ Windows のセットアッ:7」 

於！ メモ 

• 一部のアプ1」ケーシヨンは、1」カバ U - 後にアプ U ケーシヨンのインストールをする必要び 
あります。 

詳細について「本章 g アプ1」ケーシヨンを再インストールする」 


購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ後に、もう]度設定をやり直 
してください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプ U ケーシヨンのインス!ルも、 
Windows のセットアップ後に行ってください。 

機器の取りはずし「3章周辺機器を使って機能を広げよラ」 

《バソコンで見るマニュアル》 
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Q リカバリー = 再セツトアップをする 


I その他のリカバリーメニューについて _ 

「本項八 ー ドディスクドライブか日 U カバ U —をする」の手順13の[ネ刃期インストールソフ 
トウエアの復元]画面の、[パーティションサイズを変更せずに復元] LU 外のメニューの意味と 
動作は次のようになります。 

■ ご購入時の状態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

パソコンを購入したとさの状態（パーティションび2個の状態）に戻します。 

作成したデータ、設定した項目、インストール 
ォプション 領域 したアプ U ケーションなどびすべて消去され、 

ご購入時のパーティション、システム、アプ I 」 
作成デ ー ミ • ケーシヨンび復元された状態になります。 


手順13では、に購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]をチェックして炊へ] 
ボタンをク U ックしてください。「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッ 
セージび表示されます。 

■パーティシヨンサイズを指定して復元 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の領域区分（パーティション）は消去され、 ] つの 領域に 
なります。この領域はそのままではドライブとして認識されず、使巧することはできません。 
U カバ U - 後、「コント□-ルパネル」の「ディスクの管理」か日再設定を行うと、再びドライ 
ブとして使用できるようになります。 

[システム回復オプション]のチェックをはずして U カバ U - を行うと、システム回復オプショ 
ン領域は消去されます。その領域ち、「ディスクの管理」から設定するとドライブとして使用で 
きるよラになります。 

ディスクの管理「本章 □-[!] バーティションを変更して U カバ U - をした場合」 




買つたとさの状態に戻すには—リカバリ—- 
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QU カバリー = 再セツトアップをする 


U カバ U —を行ラと、作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U ケーシヨンな 
どびすべて消去され、ご購入時のシステムやアプ U ケーシヨンび復元された状態になります。 


0****** 


リカパリー 


システム回復 
オプション領域 

-—I―- 




システム回復 
オプション領域 

十 


ドライブに:)の 

^ ドライブ(じ）\ サイズ変更が 
\でさる範囲 

^ ドライブ ( D :) A __ 

作成デ-夕 



、 一 


リカバリー後、 


パーテイシヨンが ■ 


パーテイシヨンの 

— 

消去された領域^ 


再設定が必要 


作成:7■—夕， 

設定は消去 

手順0では;欠の操作を行ってください。 

① [ノ（ーティションサイズを指定して復元]をチェックする 

② システム回復オプション領域を残す場合は[システム回復オプション]をチェックする、消 
去する場合はチェックをはずす 

③ に：ドライブのサイズ]で二をク U ックしてパーティション（八ードディスクドライ 
ブ（じ)）のサイズを指定する 

④ [次へ]ボタンをク I 」ックする 

「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示されます。 


3 


D 

i 


P 


AC アダプターと 電源 コー ドを接続する 
マウスとキーボードの電源を入れる 

「1章0■田]マウスとキーボードの準備」 

リカバリーメディアをセットして、パソコンの電源を切る 

U カバ U - メディアび複数枚ある場合は、「ディスク]」か日セットしてください。 
USB フラッシュメモ U の場合は USB コネクタに差し込んでください。 

USB フラッシュメモリの場合 

《バソコンで見るマニュアル（検熟： USB 対応機器の取り付け》 

CD / DVD の場合《バソコンで見るマニュアル（検索）： CD / DVD / BD を使うとき》 


臣因キーを巧しなび5電源スイッチを巧し、 [ Qosmio ] 画面び表示さ 
れた5指をはなす 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
おされます。ノ（スワードを入力して IrvttrI キーを巧してください。 

電源スイッチの押しかた ri 章 □-□ D - B 電源を入れる」の手順 D 


リカバリーメディアか6リカパリーをする 



買つたときのが態に戻すには—リカバリ- 




































Q リカバリー = 再セツトアップをする 


圧]または圧]キーで起動ドライブを選択する 

DVD の U カバ U- メディアの場合はドライブを示す項目 （[CD/DVD] など)、 USB 
フラッシュメモ U の U カバ U -メディアの場合は USB フラッシュメモ U を示す項目 


む' 


([USB] など）を選択し、 「fW 巧/? I キーを巧してください。 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

[TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし①、じ夕へ]ボタンを 
クリックする② 


<復元方法の還択> 

復元でぶを還巧してください。 


r froSHI 日 A Recovery Wizar 与卜 


' システム回なオブシヨン 


r 巧へ(の >]卜 


.① 


.③ 


H 


[システム回復オプション]には、パソコンを使用するうえでのさまざまなトラブル 
やデータ保護に対応したメニューび巧意されています。 

詳細は《パソコンで見るマニュアル（検索）：「システム回復オプション」で調べる〉〉 
を参照してください。 

どち5の 0 S タイプに復元するかをチェックし①、[巧へ]ボタンをク 
リックする② 


Itoshiba 

Recovery 

Wizard 

r 

< 

製品復: 

ど,ちらか 1- 

元 タニ L 一 > 

つの 0S タイブを還んでください。 




I 巧への)， 


.① 


.② 


メッセージ画面び表示されます。 


广 Windows 7 32ヒットパーシヨン 


口 jWindows? 64ピットバージ a ン! 
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2 | 















































QU カバリー = 再セツトアップをする 


画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

2枚目の[復元方法の選択]画面び表示されます。 

[初期インス! -- ルソフトウェアの復元]をチェックし①、[巧へ]ボタ 
ンをクリックする③ 



① 


② 


[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または譲渡する場合など、 
個人情報漏えいを防ぐために、八ードディスクドライブのデータを完全に消去するた 
めのちのです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディスクドライブ 
上にある、すべてのデータび削除されます。 

r 已章 Q - b 八ードディスクドライブの内容をすべて消去ずる」 

[パーテイシヨンサイズを変更せずに復元]をチェックし①、[巧へ]ボ 
タンをクリックする② 



① 


② 


ほかのメニューを遇択する場合については、次を参照してください。 
• [ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]: P .109 
• [パーティションサイズを指定して復元]: P .1 10 


回■回巧 
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Q リカバリー = 再セツトアップをする 


[パーティシヨンサイズを変更せずに復元]の意味と動作 

すでに八ードディスクドライブの領域を分割している場合などに使用します。八一 
ドディスクドライブ（じ）びI」カバ U —され、それじ(外の領域のデータはそのまま 
残ります。 

八ードディスクドライブ（じ）にあたる領域は、作成したデータ、設定した項目、 
インスI-ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去され、ご購入時のシステムや 
アプリケーシヨンび復元された状態になります。 


U カバ U - 
メディア 


IJ カバ U - 


システム回復 
オプション領域 



作成:!-夕- 

設定は消去 


(八ードディスクドライブの領域を分割している場合の例） 

「先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージび表示さ 
れます。 

メモ 

• U カバ U - ツールとシステム回復オプションの領域び確保されているため、八ードディスク 
ドライブの100%を使巧することびでさません。 


の 


[巧へ]ボタンをクリックする 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

じ欠へ]ボタンをク U ックすると、復元び実行され、[パーティションを初期化してい 
ます。しば日くお待ちください。]画面び表示されます。 


<巧期インスト-ルソフトウ I アの復元> 
里楠中でず。 


パーテイシヨンを巧が化してしなす。しは‘らくお待ちください。 




買つたとさのが態に戻すには—リカバリ—- 
























QU カバリー = 再セツトアップをする 


長い時間表示される場合びありますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

復元中は、なの画面び表示されます。 U カバ U —の経過に従い、画面び変わります。 




<巧巧インスト—ルソフトウ I アの復元> 

佩!リ 

<巧期インスト—ルソ ] トウエアの復元> 

CR 口 7 イルの巧な 

妨バリ中です。しば6くが軒ください， 

CR ロァイ J 阳かなしています。しばらくお待ちくださし 1 。 

拉迫時 問 n-Mn 

経通時 問 做けぶ X 

巧り時巧 % n ：) i , n\n 

巧り時間 xx ： xx；xx 

XX % 

XX % 

1— 车 — 韦ジを ’ 兀 il 

i キみ シゼ兀 g 


* 最初に[コピーしています。]画面び表示される場合びあります。長い時間表おされる場合びあり 
ますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 


U カバ U —メディアび複数枚ある場合は、メディアを入れ替えるメッセージび表示さ 
れ、ディスクトレイび開きます。メディアの番号順に入れ替え、 [0K] ボタンをクリッ 
クしてください。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

リカバリーメディアの種類により次の操作を行う 

■ DVD の場合 

① [I終了]ボタンをクI」ックする 
自動的にディスクトレイび開さます。 

② U カバ U- メディアを取り出す 

■ USB フラッシユメモリの場合 

① USB フラッシュメモ U を取りはずす 

② [I終了]ボタンをクI」ックする 

システムび再起動し、[システムアップ中です]画面び表示されます。 

ここか日;欠の手順の [Windows のセットアッス画面び表示されるまで、約]〜1.已 
時間かかります。この間、メッセージび表示されたり、システムび自動的に再起動し 
たりしますび、何も操作する必要はありません。 [Windows のセットアッス画面び 
表示されるまで、お待ちください。 

また、この間は絶対に電源を切らないでください。 



買つたときのが態に戻すには—リカバリ- 
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Q リカバリー = 再セツトアップをする 


購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ後に、ちう]度設定をやり直 
してください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプ U ケーシヨンのインス!ルも、 
Windows のセットアップ後に行ってください。 

機器の取りはずし巧章周辺機器を使って機能を広げよう」 

《バソコンで見るマニュアル》 


その他のリカバリーメニューについて 


体項 U カバ U- メディアか日 U カバ U- をする」の手順圧]の[初期インスIルソフトウェ 
アの復元]画面の、[パーティションサイズを変更せずに復元]じ(外のメニューの意ほと動作は 
なのよラになります。 

■ ご購入時の状態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

パソコンを購入したとさの状態（パーティションび2個の状態）に戻します。 



. システム回復 
オプション領域 


I 作成:?夕， 
I 設定は消去 


作成したデータ、設定した項目、イン 
スI-ールしたアプI」ケーションなどび 
すべて消去され、ご購入時のパーティ 
ション、システム、アプリケーション 
び復元された状態になります。 


手順 [E では、[ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]をチェックして炊へ] 
ボタンをク U ックしてください。 r 八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッ 
セージび表示されます。 


Windows のセットアップを行う 

詳細について n 章□■の -D Windows のセットアッス 

庐！ メモ 

• 一部のアプ1」ケーシヨンは、1」カバ U - 後にアプ U ケーシヨンのインストールをする必要び 
あります。 

詳細について「本章 g アプ1」ケーシヨンを再インストールする」 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ—- 


















QU カバリー = 再セツトアップをする 


■パーティシヨンサイズを指定して復元 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の領域区分（パーティション）と U カバI」ーツールの領域 
は消去され、 ] つの領域になります。この領域はそのままではドライブとして認識されず、使 
巧することはできません。 U カバ U- 後、「コント□-ルパネル」の「ディスクの管理」か日再 
設定を行ラと、再びドライブとして使用できるよラになります。 

[システム回復オプション]のチェックをはずして U カバ U- を行うと、システム回復オプショ 
ン領域は消去されます。その領域ち、「ディスクの管理」から設定するとドライブとして使用で 
きるよラになります。 

ディスクの管理「本章 D - 己]バーティションを変更して U カバ U — をした場合」 

U カバ U —を行ラと、作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U ケーションな 
どびすべて消去され、ご購入時のシステムやアプ U ケーシヨンび復元された状態になります。 



設定は消去 

手順^では;欠の操作を行ってください。 

① [ノ（ーティションサイズを指定して復元]をチェックする 

② システム回復オプション領域を残す場合は[システム回復オプション]をチェックする、消 
去する場合はチェックをはずす 

③ に：ドライブのサイズ]で _J_J をク U ックしてパーティション（八ードディスクドライ 
ブ（じ)）のサイズを指定する 

④ [次へ]ボタンをクI」ックする 

「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示されます。 



買つたときのが態に戻すには—リカバリ- 
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4 1 リカパリーをしたあとは 


U カバI」一後は必要に応じて、インターネットやメールの再設定、ウイルスチェックソフトの 
設定や更新などび必要です。 

詳細について「本章已■巧]リカバリー（再セツトアップ）の流れ」 


ここでは;欠の点を説明します。 
•パー 了 イシヨンの設定 
•バックアップ データの 復元 


メモ 

• Office 搭載モデルの場合、 I 」カバ U - をしたあとで Office 製品のライセンス認証び必要になります。 



E 

1 

/ くーテイシヨ 

ンを変更してリカバリーをした場合 


[パーテイシヨンサイズを指定して復元]を選択して U カバ U- をした場合のみ、 U カバ U- 後 
すみやかになの設定を行ってください。 


パーティシヨンを設定するにあたって - 

• Windows の「ディスクの管理」を使用すると、ボ U ユームびないプライマ U パーティシヨンび 
表示されます。このパーティシヨンにはリカバリー（システムの復元）するためのデータび保存 
されていまずので、削除しないでください。削除した場合、 U カバ U - はできなくなります。 


9 

旦 

百 

百 





管理ちユーザーアカウントで□グオンする 

[スタート]ボタン （©) 一 [コント□-ルパネル]をクリックする 
[みシステムとセキュリティ] 一管理ツール]をクリックする 
[ g がコンピューターの管理]をダブルクリックする 

画面左側の[琶*ディスクの管理]をクリックする 

設定していないパーティションは[未割り当て]と表示されます。 

[ディスク 0] の[未割り当て]の領域をちクリックする 

表示されるメニューか5 [新しいシンプルボリューム]をクリックする 

[新しいシンプルボリュームウイヴード]び起動します。 


貝 

二) 


た 

と 

さ 

の 


に 

戻 

す 

に 

は 


I 

IJ 
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IJ 
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D ij カノ（リーをしたあとは 


I 


[巧へ]ボタンをクリックし、ウィザードに従って設定する 

なの項目を設定します。 

-ボリュームサイズの指定 
-ドライブ文字またはパスの割り当て 
-パーティシヨンのフォーマット 
-ファイルシステム 
-ア□ケーシヨンユ ニッ トサイズ 
-ボI」ュームラべル 
-クイックフォーマット 
-ファイルとフォルダーの圧縮 

設定内容を確認し、[完了]ボタンをクリックする 

フォーマットび開始されます。 

パーティションの状態び[正常]と表示されれば完了です。 


詳しくは、「コンピューターの管理」のヘルプを参照してください。 

■ヘルプの起動 

①[コンピューターの管理]画面のメニューバーか日[ヘルプ] 

クする 


[トピックの検索]をクリツ 
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買つたときのが態に戻すには—リカバリ- 









DU カバ U - をしたあとは 


バックアップしておいたデータを復元する 


バックアップをとっておいたデータを使いたい場合は、バックアップした記録メディ アからデー 
夕を読み込んでください。 

■インターネット接続の設定情報 

インターネット接続の設定情報は、データのバックアップびとれません。 

プ□バイダーか日送日れてさた書類や、お客様ご自身で設定情報を控えておいたメモなどを元 
に、ちラ]度設定し直してください。 

■ MS - IME で登録した単語 

詳しくは rMS-IMEJ のヘルプを確認してください。 

■[マイドキュメント]、[お気に入り]のデータや、その他のファイルやフォルダー 
など 

•[マイドキュメント]や[お気に入り]のデータ 
• プレインスI-ールされているアプI」ケーションのデータやファイル 
• お客様びインスI-ールされたアプ U ケーションのデータ 
• お客様び作成されたフォルダーとファイル 
など 

バックアップした記録メディ アから 、バックアップをとったデータび保存されていた場所に、 
データをコピーして復元してください。 

《バソコンで見るマニュアル娘索）：バックアップのデータをバソコン本体に戻ず》 

r 東芝ファイルレスキュー」など、アプ U ケーションによってバックアップ方法や復元方法び巧 
意されている場合は、その方法に従って復元してください。詳しくは、アプリケーションのへ 
ルプを参照してください。 

まちファイルレスキュー「本章 D - 己]まちファイルレスキュ-について」 
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買つたとさの状態に戻すには—リカバリ—- 









アプ y ケーシヨンを再インストール 
ずる 


本製品にプレインスI-ールされているアプ U ケーシヨンは、一度削除してしまってち、必要な 
アプ U ケーシヨンやドライバーを指定して再インスIルすることびできます。 

アプ U ケーシヨンによっては、再インス!-ール時にI□番号などび必要です。あ日かじめ確認し 
てか日、再インストールすることをおすすめします。 

同じアプI」ケーシヨンびすでにインストールされているとさは、コント□ールパネルの「プロ 
グラムのアンインストール」または各アプ U ケーシヨンのアンインストールプ□グラムを実行 
して、アンインス!ルを行ってください。 

アンインスI-ールを行わずに再インスI-ールを実行すると、正常にインスI-ールでさない場合 
びあります。ただし、上記のどち日の方法でちアンインスI-ールび実行でさないアプ U ケーシヨ 
ンは、上書きでインス!-ールしてち問題ありません。 

アプ U ケーシヨンの削除《パソコンで見るマニュアル（検熟：アプ U ケーシヨンの削除》 


H 


操作手順 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 
ンの再インストール]をクリックする 


[アプ U ケーシヨ 


比ットアップ画面へ]をクリックする 

アプ U ケーシヨンやドライバーのセットアップメニュー画面び表示されます。アプリ 
ケーシヨンやドライバーのセットアップメニューは、カテゴ U ごとのタブに分かれて 
います。 


度ドライバ- Windows Internet Explorer 



1 a 1 回 

, 1 ら X:¥XXXXXXXX¥XXXX¥XXXXXXi00000> 

3(¥]ndex.htm，| ♦ | x f|P XXXXXX 


p -1 


な お新こ入り 度ドライバ 


巧>，因 


g ，ぺ 一V 旧，它ーフテイ曲，ツール【0)， み， 


1 賓すユーティ 'J ティ] 7プ 'J ケーシ3ンI ブ□バイダー III 




r ドライバ J のセットアッブ 


读示例） 


初めて起動したときは、[ドライバー]タブび表示されています。タブをク U ックし 
て再インスI-ールしたいアプ U ケーシヨンを探してください。 

画面左側にはアプI」ケーシヨンの一覧び表示されています。 

画面ち側にはアプ U ケーシヨンの説明び書かれていますので、よくお読みください。 

画面左側のアプリケーシヨン名を選択し、画面ち側の [ rxxx 」 ①セッ 
トアップ]をクリックする 

rxxxj にはアプ U ケーシヨン名び入ります。 

選択したメニューによっては別の言葉び表示されます。説明文の下の、下線び引かれ 
ている言葉をク U ックしてください。 
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買つたときのが態に戻すには—リカバリ- 


























O アプリケーションを再インス!''ールする 


f 表示されるメッセージに従ってインス!ルを行う 

[ファイルのダウン□ー ド]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをク U ックして 
ください。 



買つたとさの状態に戻すにはー リカバリ II 


5 







■ 困つたとをは 


パソコンの操作をしていて困ったときに、どうした5良いかを説明し 
ています。トラブルび起こったときは、あわてずに、この章を読んで、 
解消方法を探してみてください。 

また、パソコン本体を捨てるときや人に譲るときに知っておいて欲し 
いことを説明しています。 


1トラブルを解消するまでの流れ . 118 

2 Q&A 集 . 123 

3捨てるとを/人に譲るとを . 138 

4お問い合わせ先 

-0 S / アプリケーシヨンー . 143 




















トラブル巧解消ずるまでの流れ 


お使いのパソコンに起こったトラブルについて、解決方法を見つけていさましよラ。 


トラブルの原因をつき止めよう 


パソコンに起こるトラブルは、その原因びどこにあるかによって解決策び異なります。そのた 
めに、パソコンの構造をある程度知っておくことび必要です。 

ここでは、パソコンの構成と、それぞれの構成部分で起こるトラブルの例、その解決方法を紹 
介します。 

■パ ソコンを 構成する3 つの 部分 



•アプリケーションソフトウェアとは 

メールやインターネットは、アプ I 」ケーションソフトウェアの機能です 。 Word (文書作成 
ソフト）や Excel (表計算ソフト）、ウイルスチェックソフトもアプ U ケーションソフトウェ 
アの代表的なちのです。それぞれ製造元び異なります。 

•システム、ドライバーとは 

システムは、オペレーティングシステム、 0 S とちいい、パソコンを動かすための基本的な 
働さをします。本製品のシステムは Windows 7です。 

ドライバーは、周辺機器とシステムを連携する役割をします。ドライバーびないと、周辺機 
器は使用できません。代表的なドライバーに、ディスプレイドライバーやサウンドドライ 
バー、マウスドライバーなどびあります。基本的なドライバーはシステムび標準装備してい 
ますび、周辺機器製品に専用のドライバーび付属している場合ちあります。 

•八ードウェアとは 

AC アダプターはちちろん、画面（ディスプレイ）、キーボード、八ードディスク、 CPU な 
どの機器を指します。 

パソコンはこれ b の高度な技術の集合体です。トラブルの原因びそれぞれの製造元にしかわか 
日ない場合ち多くあります。トラブルの症状に合わせた対処をすることび解決への早道です。 
トラブルの解みには、最初に原因の切り分けを行います。一般的にはアプ U ケーションソフト 
ウェアーシステム （0 S )、 ドライバ ー- ►パソコン本体の順にチェックします。 
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困つたとさは 


















D トラブルを解消するまでの流れ 


STEP ! アブ y ケーシ 


:アに原因びある場合 


トラブル 

例1:メールやインターネットがつなが5 
ない 

アクセスポイントやメールサーバー、の、 
パスワードなどの設定を確認します。これ 
日の設定は契約プ□バイダーごとに異なり 
ます。契約プ□バイダーか日指定された設 
定データび正しくパソコンの設定に反映さ 
れているかを確認してください。 


解消法 

例1:プ□バイダーへのお問い合わせにつ 
いて 

お客様ご契約のプ□バイダーの窓口へお問 
い合わせください。 


例吕：アプリケーシヨンの使いかたがわか 
5ない 

「おたすけナビ」を読んで、アプ U ケーシヨ 
ンソフトの使いかたを確認します。 


例吕：アプリケーシヨンの使いかたについ 
て 

「おたすけナビ」で操作方法を確認したり、 
各アプ U ケーシヨンのサポート窓口へお問 
し、合わせください。 

「おたすけナビ」 

「本章已■区] - Q この Q & A 集を読ん 
でち解巧できない」 

アプ U ケーシヨンのお問い合わせ先 
体章 □ お問い合わせ先」 


例3:どのアプリケーシヨンを使った5い 例3:「おたすけナビ」でアプリケーシヨン 

いかわか日ない 、 を探す 

r おたすけナビ」に、代表的な操作を記載し>「おたすけナビ」の「ソフトウェアをつかラ」 
ています。 で、本製品に用意されたアプ U ケーシヨン 

を目的別に探すことびできます。 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


STEP 2 システム （0 S ) やドライバーに原因びある場合 


トラブル 

例4:正常に画面が表示されない、音が出 
ない、設定が合っているのにインター 
ネッ 卜につなが5ない 


例日：青い画面で 「 STOPOX ******」 

(-般に 「 STOP エラー」や「ブルー 
スクリーン」 「ブルーパニック J と呼 
ばれる画面）が表示された 



解消法 

例4-例日：ドライバーを入れ直す 

再起動をすると自動的にドライバーの検出 
を行ラ場合びあります。再起動後、持斤しい 
八ードウエアの検出ウィヴード]画面び表 
示された場合は、画面の指示に従ってくだ 
さい。 

固永再起動 

《バソコンで見るマニュアル（検索）： 
バソコンを再起動ずる》 

例己：動作に影響を与えているアプリケー 
シヨンや周辺機器を調べる 

周辺機器やソフトをインストールしたあと 
に起こることび多いものです。その前に行っ 
た作業を一度元に戻すことでトラブルび解 
消される場合びあります。 

周辺機器を取りはずしたり、「システム構成 
ユーティリティ」でプ□グラムやサービス 
を停止して起動したりすることで調べるこ 
とびでさます。 

システム構成ユーティ U ティ 
《バソコンで見るマニュアル（検索）： 
必要最低限のシステムで起動する》 


〇 


それでちトラブルび解消しない場合には、 
東芝 PC あんしんサポートへお問い合わせく 
ださい。 

『ま 忌 PC サポートの ご案刚 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


STEP 3 パソコン本巧に原因びある場合 


トラブル 解消法 

例己：問い合わせる 

東芝 PC あんしんサポートへお問い合わせく 
ださい。 

『ま忌 PC サポートのご案刚 

周辺機器び動作しない場合は、各周辺機器 
のサポート窓口へお問い合わせください。 


例 7: Power む LED が点なせず、パソコー トラブルび解消しない、あるいはまったく 
ンがまったく動作しない 胃パソコンび動作しない場合は、パソコン本 

体び故障している可能性びあります。 
パソコンの操作について、困ったとさや修 
理のご依頼は東芝 PC あんしんサポートへお 
問い合わせください。 

『ま忌 PC サポートのご案刚 


例6:ドライバーを入れなおしても機器が 
動かない 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


トラブル巧処ま 


トラブルび発生したときの解決手順を紹介します。 


STEP! 本書を読む 


本書では、トラブルの解決方法を Q & A 形式で説明しています。 
体章曰 Q & A 集」 


STEP2 r パソコンで見るマニュアル J の [QSAJ か5探す 


r パソコンで見るマニュアル」の 「 Q & A 」 にち、使っていて操作びおかしいと感じ 
たとさの対処法び載っています。 

r パソコンで見るマニュアル」は、本製品の電源を入れた状態で、デスクトップ上 
の[パソコンで見るマニュアル](^)をダブルク U ックすると起動できます。 



「パソコンで見るマニュアル」や「おたすけナビ」の検索機能を使って、本製品に 
用意されているアプ U ケーシヨンのヘルプやマニュアルを検索して調べることび 
でさます。詳細はヘルプを参照してください。 

「バソコンで見るマニュアル」と「おたすけナビ」のヘルプの起動方法 
「本章 O - H - Q この Q & A 集を読んでも稱まできない」 


STEP4 サポートのサイトで調べる 


本製品独自のサポートサイト「あなたの dynabook . com 」 へ接続すると、各種サ 
ポート情報か日解み方法を探すことびでさます。 

「あなたの dynabook . com 」 では、ご利用のパソコンの「よくあるご質問 FAQ 」、 
デバイスドライバーや修正モジュールのダウン□ー ド、ウイルス-セキュリティ 
情報などをご覧になれます。 

ご利用のパソコンに関する情報だけび表示されるので、目的の情報を簡単に探す 
ことびできます。また、サポート窓□や修理についてち案内しています。 

あなたの dynabook.com 『ま芝 PC サポートのご案内』 

それでちトラブルび解消しない場合は、お問い合わせください。 

本製品に用意されているアプ U ケーシヨンのお問い合わせ先は「本章 D お問い合わせ先」で 
確認してください。 
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Q&A 



ここに掲載している Q & A 集のほかに、「パソコンで見るマニュアル」にち Q & A 集びあります。 
目的の項目び見つからないとさは、「パソコンで見るマニュアル」ち参照してください。 


1 


2 


3 


4 


5 


電源を入れると宝/切ると宝. 


Q 電源スイッチを巧して指をはなしてち、 

Power LED び白色に点なしない . 12已 

Q 電源び入るび、すぐに切れてしまう 

電源び入5ない . 12己 

Q 電源を入れたび、システムび起動しない . 12巨 

Q 使用中に前触れちなく、突然電源び切れることびある . 12巨 

Q しば5く操作しないとさ、電源び切れる . 127 

Q 青い画面（ブルースク U - ン）び表示され、操作でさなくなった . 127 

Q しば5く放置した5、画面び真っ暗になった . 128 

Q 画面に何ち表示されない . 128 

Q 画面び薄暗く、よく見えない . 128 

Q パソコンび応答しな<なった . 129 

Q Windows びセーフモードで起動した . 129 

Q 再起動や電源を入れ直してち、トラブルび解消しない . 129 

Q キーボードのバッテ IJ - LED び緑色に点滅した . 130 

Q ポインターび輪の形をしている間にキーを押してち反応びない . 130 

Q キーを押してち反応びない . 130 

Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった . 131 

Q マウスのバッテ U - LED び緑色に点滅した . 131 

Q クリックしてち反応びない . 131 

Q ダブルクリックがラまくいかないので、速度を変更したい . 132 

Q ポインターの速度を調節したい . 132 

Q レーザーマウスの反応びおかしい . 132 
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6 


7 


Q r パスワードを入力してください」と表示された . 133 

Q 「 HDD / SSD のパスワードを入力してください」と表示された . 133 

Q 起動時に 「 Windows 再開□-夕‘」び表示され、 

Windows び起動しない . 133 

Q 起動時に 「The firmware has detected that a CMOS 
battery failure occurred . < F 1 > continue , 

< F 2> to setup 」 と表示され、 Windows び起動しない . 134 

Q 「システムの日付または時刻び無効です」と表示された . 134 

Q 次のよラなメッセージび表示された . 134 

Q その他のメッセージび表示された . 134 

Q 八ードディスクか 5 U カバ IJ - でさなくなったとさは . 13己 

Q 異常な臭いや過熱に気づいた！ . 13己 

Q この Q & A 集を読んでを解ミ央でさない . 13己 

Q 操作でをない原因びどラしてちわか5ない . 137 


お立つ操作集 


r パソコンで見るマニュアル」の 「 Q & A 」 を見てみよう 

本書の日 &A 集を見ても知りたいことが見つからない場合は、パソコンで「パソコンで見るマニュアル」 
の「日 SiA」 を見てみましょう。 

インターネットに接続しなくてち閲覧でさるため、操作を簡単です。 

① デスクトップ上の[パソコンで見るマニュアル]アイコン（おろ）をダブルクリックする 
「パソコンで見るマニュアル」び起動します。 

② [Q&A] 


Q & AJ ) をク1」ックする 
[Q&A] の一覧び表示されます。 

③ もくじから巧りたい項目をク U ックずる 

④ 参照したい質問をク U ックする 
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電源を入れるとを/切るとを 


Q 電源スイッチを巧して指をはなしても、 
W Power LED び白ちに点巧しない 


0^電源スイッチを押す時間び短いと電源が入らないことびあります。 

確実に電源スイッチを巧してください。 Pow 乱に D び白色に点打することを確認して 
ください。 


^電源が入るび、すぐに切れてしまう 
W 電源び入6ない 


@►パソコン内部の温度び一定 L ソ上に達すると保護機能が働き、システムが自動の 
に停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコンの 
内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風孔の 
まわりには物を置かないでください。 


@ ►パソ コン本体か 5いつ たん、電源コードと AC アダプターを取りはずしてくだ 
さい。 

①電源 コー ドと AC アダプターを 取りはずす 

パソコンに接続している周辺機器ち取りはずしてください。 

電源コードと AC アダプターを取りはずすと、電源び入日なしが態になります。そ 
のままの状態で、しば日く放置してください。 

③電源コードと AC アダプターを取り付けて、電源プラグをコンセントに差し込む 
③電源スイッチを巧し、指をはなす 

確実に電源スイッチ対甲してください。 Power に D び白色に点打することを確認 
してください。 

電源 コードと AC アダプターの 接続 

「1 章□•己]電源 コードと AC アダプターを接続ずる J 
しソ上の手順でち解決でさない場合は、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 
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©►次の手順を行うと、セーフモードまたは前回正常に起動したときの構成で起動 
しなおすことびでさます。 

電源スイツチを已秒じ(上巧して強制終了したあと、巧のように操作してください。 

①電源を入れる 

③ [ Qosmio ] 画面び表示されて消えた日すぐに、到キーを数回巧す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメツセージび 
表示されます。パスワードを入力して店胃司キーを巧してください。そのあとす 
ぐに、@キーを再び数回巧してください。 

「詳細ブートオプション」び表示されます。 

③目的に合わせて[セーフモード]または[前回正常起動時の構成（詳細)]を選択し、 
I 亡 / VTtR I キーを巧す 


ほ用中に前触れちな<、巧お電源が切れることがある 


@►パソコン内部のミ届度が一定 L ソ上に達すると保護機能が働き、システムが自動の 
に停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコンの 
内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風孔の 
まわりには物を置かないでください。 

それでち電源び切れる場合は、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 


電源を入れたが、システムび起動しない 


@►起動ドライブを八ードディスクドライブ LU 外に設定した場合に、システムの 
入っていない記録メディアびセツトされている可能性びあります。 

システムび入っている記録メディアと取り換えるか、またはドライブか日記録メディ 
アを取り出してから、何かキーを巧してください。 

それでも正常に起動しない場合は、巧のように操作してください。 

①電源スイツチを已秒じ(上巧して電源を切る 

®[ fi 2 I キーを巧しなび日電源スイツチを巧し、 [ Qosmio ] 画面び表示された日指を 
はなす 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメツセージび 
表示されます。パスワードを入力して | fA / KR | キーを巧してください。 

③表示されたメニューか b システムの入っているドライブ（通常は八ードディスクを 
示す項目）をキーで選択し 、 [ENTER I キーを巧す 
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しば6く操作しないとを、電源が切れる 


©►Power LED が白色に点!打している場合、省電力機能が働いた可能性がありま 
す。 

しば日くマウスやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる 
場合びあります。これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。実際に 
は電源び入っていますので、電源スイッチを巧さないでください。 

キーを巧すか、マウスを動かすと表示び復帰します。 


か Power l_ED がオレンジ色に点灯または点滅している場合、自動蜘こスリープ 
または休止:!犬態になつた可能性びあります。 

一定時間パソコンを使用しないときに、自動的にス U —プまたは休止状態にするよラ 
に設定されています。 

復帰させるには、電源スイッチを巧してください。 

また、次の手順で設定を解除でさます。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [|&システムとセキュ U ティ]一[ぶ電源オプション]をク U ックする 

③ 利用する電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をク U ックする 

④ [ディスプレイの電源を切る]および[コンピューターをス U - プ状態にする]で[な 
し]を還択する 

⑥[変更の保存]ボタンをク U ックする 


2 




画が/表术 


青い画面【ブルースクリーン）び表示され、操作でをなくなつた 


©► 電源スイッチを己秒 L ソ上押して Windows を強制終了してください。 

システムび操作できなくなったとき L ソ外は行わないでください。強制終了を行うと、 
ス U —プ/休止状態は無効になります。また、保存されていないデータは消失します。 
強制終了したあと、電源を入れ直してください。 


©►ムソ上の手順でち解決できない場合は、「本節团 - Q 再起動や電源を入れ直し 
てち、トラブルが解消しない」を確認してください。 
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しば6く放置した6、画面び真つおになつた 


©► 省電力機能が働いた可能性があります。 

しば日くマウスやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる 
場合びあります。これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。実際に 
は電源び入っていますので、電源スイッチを巧さないで<ださい。 


5 H // T 1 キーを巧すか、マウスを動かすと表示び復帰します。 




画面に何も表示されない 


デイスプレイの電源が OFF になつている可能性があります。 

ディスプレイ OFF ボタンを巧して、デイスプレイの電源を ON にしてください。 




画面が薄暗く、よく見えない 


+臣ろキーを押して、本体液晶ディスプレイ（画面）の輝度を明るくして 
ください。 

巧の+ [^キーを巧すと、逆に、本体液晶ディスプレイの輝度は暗くなります。 


©►輝度+ボタンを巧して、本体液晶ディスプレイの輝度を明るくしてください。 

U モコンで輝度を調整することちできます。 
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[システム/八ードディスク 


パソコンが応答しな < なつた 


アプリケーシヨンを終了できない場合や、アプリケーシヨンを終了してもトラ 
ブルび解消しない場合は、パソコンを再起動してください。 

再起動「1章□■回-再起動」 


©► Windows 起動時に問題が起きた場合や、パソコンを再起動でをない場合は、 
電源スイッチを己秒 L ソ上押して Windows を強制終了してください。 

システムび操作できなくなったとき L ソ外は行わないでください。強制終了を行うと、 
ス U —プ/休止状態は無効になります。また、保存されていないデータは消失します。 
強制終了したあと、電源を入れ直してください。 


©►ムソ上の手順でも解決できない場合は、 r 本項 - Q 再起動や電源を入れ直しても、 
トラブルが解消しなし、」を確認してください。 


Windows が七ーフモードで起動した 


@►パソコンを再起動してください。 

再起動「1章 ® - 再起動」 


©► L ソ上の手順でも解決できない場合は、 r 本項 - Q 再起動や電源を入れ直しても、 
トラブルが解消しなし、」を確認してください。 


再起動や電源を入れ直しても、トラブルび解消しない 


0►ドライバーやシステムのアップデート中（更新中）にトラブルが発生した場合 
は、直前の正常に起動したときの構成で起動してください。 

前回正常に起動したとさの構成で起動ずる 

「本節 0- Q 電源を入れたが、システムが起動しない」 


アプリケーシヨンをインス!ルしてか5、この問題が発生するようになつた 
場合は、インス!ルしたアプリケーシヨンび Windows の動作に影響してい 
る可能性びあります。 

アプ I 」ケーシヨンをアンインストールしてください。 

アンインス!ル《パソコンで見るマニュアル（検索）：アプリケーシヨンの削除〉〉 
『アプリケーシヨンに付属の説明書』 
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©►周辺機器を接続してか!5、この問題び発生するようになった場合は、接続した 
周辺機器が Windows の動作に影響している可能性があります。 

周辺機器を取りはずしてください。周辺機器によっては、周辺機器に付属のドライバー 
やアプ U ケーシヨンをパソコンにインス!-ールしている場合びあります。これ日のド 
ライバーやアプ U ケーシヨンちアンインストールしてください。 

周辺機器の取り扱いについて『周辺機器に付属の説明書』 




—ボードのパッテリー LED び緑ちに点滅した 


か キーボードの電池の残量び少なくなつています。 

電池を交換してください。 

「1章 g - 田]マウスとキーボードの準備」 


ポインターび輪のおをしている巧にキーを巧してち反応びない 


システムが処理中の可能性があります。 

ポインターび輪のあ （ f )) をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
キーボードやマウスなどの操作を受け付けないとさびあります。システムの処理び終 
わるまで待ってから操作してください。 


キーを巧してち反応がない 


キーボードの電池の残量び少なくなつています。 

電池を交換してください。 

ri 章0■田]マウスとキーボードの準備」 


マウス/キーボード信号受信機がはずれている可能性があります。 

受信機用ス□ットをあけて確認し、はずれている場合は取り付けてください。 
「1章且-1 1 I マウスとキーボードの準備」 


か キーボードの電源が入っていない可能性があります。 

キーボード裏面の電源スイッチを ON 側にしてください。 
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—ボードに巧み物をこぼしてしまつた 


©►飲み物など液体がこぼれて内部に入ると、感電、故障などのおそれがあります。 

ちし、液体びパソコン内部に入ったとさは、ただちに電源を切り、 AC アダプターを取 
りはずして、東芝 PC あんしんサポートにご相談ください。 


5 




7ウス 


マウスのパッテリー LED び緑ちに点滅した 


€)> マウスの電池の残量が少な <なつています。 

電池を交換してください。 

ri 章 0 - m マウスとキーボードの準備」 


ックしてち反応びない 


システムび処理中の可能性があります。 

ポインターび輪のあ（〇)をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
マウス、キーボードなどの操作を受け付けないときびあります。システムの処理び終 
わるまで待ってか日操作してください。 

マウスの電池の残量び少な<なつています。 

電池を交換してください。 

ri 章 0 - m マウスとキーボードの準備」 


マウス/キーボード信号受信機びはずれている可能性があります。 

受信機用ス□ットをあけて確認し、はずれている場合は取り付けてください。 

ri 章 0 - m マウスとキーボードの準備」 


マウスの電源が入っていない可能性があります。 

マウス裏面の電源スイッチを0 N 側にしてください。 
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ダブルクリックびラま<いかないので、速度をおちしたい 


©►次の手順で、ダブルクリックの速度を調節してください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [巧 t 八ードウエアとサウン问一[マウス]をク U ックする 
[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [ボタン]タブで[ダブルク U ックの速度]のスライダーバーを左ちにドラッグする 

④ [0 K ] ボタンをク I 」ツクする 




ポインターの速度を調節したい 


0^次の手順でポインターの速度を変更してください。 

① [スタート]ボタン （©) 一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [巧^八ードウエアとサウン円一[マウス]をク U ックする 
[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [ポインターオプション]タブで[速度]のスライダーバーを左ちにドラッグする 

④ [0 ロボタンをク U ツクする 




レーザーマウスの反応びおかしい 


0^光の反射が正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使ラと正しくセンサーび働かず、ポインターびラまく動さま 
せん。次のよラな場所では動作び不安定になる場合びあります。 

•光ミ尺のある表面（ガラス、鏡など） 


平らな場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平日な場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は取り 
除いてください。 
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6 



—ジ 




r パスワードを入力してください J と表示された 


©►「ま芝 HW セットアップ」または日 IOS セットアップで設定したパスワードを 
入力し、臣をを司キーを巧してください。 

パスワードを忘れた場合は、使用している機種（型番）を確認後、保守サービスに連 
絡してください。有料にてパスワードを解除します。その際、身分証明書（お客様自 
身を確認できる物）の提示び必要となります。 




riHDD/SSD のパスワードを入力してください J と表示された 


BIOS セットアップで設定した HDD パスワードを使つて認証を巧つてください。 

なの操作を行ってください。 


① HDD パスワードを入力し、 悼 一を巧す 

HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永义に使用でき 
なくなり、交換対応となります。この場合は有料です。その際、身分証明書（お客様 
自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 



起動時に rWindows 再開□—ダ J び表示され、 
Windows び起動しない 


©► a - ドウ I アの接続に不具合が起きた、または何！5かの原因で電源を切る前の 
：!犬態を再現できなくなつたというメッセージです。 

休止状態のままメモ U の取り付け/取りはずしをしたとさなどに表示されます。電源 
を切る前の状態は再現でさません。 

次の操作を行ってください。 

① 「 Windows 再開□-ダ」で r 復元データを削除してシステムブートメニューに進む」 
び反転表示していることを確認し、 I ENTER i キーを巧す 
③ 「 Windows エラー回復処理」で 「 Windows を通常起動する」び反転表示している 
ことを確認し、 I ENTER 1 キーを巧す 
Windows び起動します。 
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起動時に FThe firmware has detected that a CMOS 
Q battery failure occurred . < F 1 > continue , 

< F 2> to setup 」 と表示され、 Windows が起動しない 


時計用電池がなくなりました。 

電池を交換する必要びあります。 

東芝 PC あんしんヴポートに相談してください。 




r システムの日付または時刻び無効です J と表示された 


0^日付と時刻を設定してください。 

Windows Update やアプ U ケーシヨンのセットアップを行う場合は、正しい日付と時 
刻を設定してか日行ってください。 

日付と時刻の設定について 『 Windows ヘルプとサポート』 




巧のよラなメ ツセー ジび表おされた 


• rinsertsystem disk in dnve.Press any key when ready 」 

•「 Non-System disk or disk error Replace and press any key when 
ready 」 

•「Invalid system disk Replace the disk,and then press any key 」 

• fBootCouldn't Find NTLDR Please Insert another disk 」 

•「Disk I/O error Replace the disk,and then press any key 」 

•「Cannot load DOS press key to retry 」 

•「Remove disks or other media.Press any key to restart 」 

•「NTLDR is missing Press any key to restart 」 

@> CD / DVD や、 USB フラッシュメモリなどの起動ディスクを取り出し、何か 
キーを 押してください。 

上記の操作を行ってち解みしない場合は、『東芝 PC サポートのご案内』で必要事項を 
確認のラえ、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 

か 使用しているシステムやアプリケーシヨンの説明書を確認してください C 


その他のメッセージが表巧された 
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7 


その他 




八ードディスクか6リカパリーでをなくなつたとをは 


©►八ードディスクドライブに搭載されているリカバリー(再セットアップ）ツー 
ル (システムを復元するためのもの）のデータび破損、もしくは誤って消まさ 
れている可能性があります。 

また、市販のソフトウェアを使用してパーティシヨンの構成を変更すると、リ 
カバリーげできなくなることびあります。 

「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 で作成した U カバ U - メディアを使って、 
U カバ I 」一してください。 

U カバ U - の操作方法「4章0■团 U カバ U - メディアか 5 U カバ U - をずる」 

U カバ U —メディアびない場合は、修理び必要になる可能性びあります。東芝 PC あん 
しんサポートに相談してください。 

修理のお問い合わせについて『ま芝 PC ヴポートのご案内』 




異常な臭いや過熱に気ヴいた 


©►パソコン本体、周辺機器の電源を切り、電源コードのプラグをコンセントか5 
巧いてください。を全を確認してか5東芝 PC あんしんサポートに相談してく 
ださい。 

なお、連絡の際には;欠のことを伝えてください。 

•使用している機器の名称 
• 購入年月曰 

• 現在の状態（でさるだけ詳しく連絡してください） 

修理のお問い合わせについて『ま芝 PC サポートのご案内』 
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この Q & A 集を読んでち解決でをない 


このほかにもいろいろな解巧ち法があります。 

1「パソコンで見るマニュアル」の 「 Q & AJ を見る 

本書の Q & A 集は、パソコンの電源び入日ないなど、「パソコンで見るマニュアル」 
を見られない状況での Q & A のみ記載しています。「パソコンで見るマニュアル」の 
「 Q & A 」 には、このほかにち困ったことび起きた場合の対処方法を記載しています。 
「パソコンで見るマニュアル」び見日れる場合は、確認してみてください。 
「パソコンで見るマニュアル」を起動し、 [ Q & A ] をク U ックすると、 Q & A の一覧 
び表示されます。 

2「パソコンで見るマニュアル」や「おたすけナビ」で調べる 

「パソコンで見るマニュアル」や「おたすけナビ」には、パソコン内の電子マニュア 
ルで、検索する機能びあります。知りたい内容びこの Q & A 集に載っていない場合は、 
「パソコンで見るマニュアル」や「おたすけナビ」で検索してみてください。詳細は 
「パソコンで見るマニュアル」または「おたすけナビ」のヘルプを参照してください。 

•「パソコンで見るマニュアル」のヘルプの起動方法 

①デスクトップ上の[パソコンで見るマニュアル]アイコン（^)をダブルク 
I 」ックする 

をク U ックする 

③[このマニュアルの読みかた]をク U ックする 
• 「おたすけナビ」のヘルプの起動方法 

① デスクトップ上の[おたすけナビ] (® ) をダブルク U ックする 

② [ヘルプ]をク U ックする 

3 r あなたの dynabook . com 」 や rdynabook . com 」 の「よくあるご質問 FAQJ を 
調べる 

インターネットに接続できるときは、東芝 PC 総合情報サイト 「 clynabook . com 」 
でサポート情報を見てください。お問い合わせのをい質問やホットな Q & A び掲載さ 
れています。 

因!^ dvnabook . com 『ま芝 PC サポートのご案内』 

「 A . 回答•対処方法」の説明を読んでち問題び解みしない場合は、説明のあとのア 
ンケートに引き続き、質問メールを出すことちできます。 

* メールでの質問には「お客様登録」びぶ、要です。 

4東芝 PC あんしんヴポートに電話する 

パソコン本体のトラブルは、東芝 PC あんしんサポートでお答えします。『東芝 PC 
サポートのご案内』で必要事項を確認のラえ、東芝 PC あんしんサポートに連絡し 
てください。 

『ま芝 PC サポートのご案刚 
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操作でをない原因びどラしてちわか6ない 


@►パソコン本体のトラブルの場合は、『東芝 PC サポートのご案内』で必要事項を 
確認のうえ、ま芝 PC あんしんヴポートに連絡してください。 


@►アプリケーシヨンのトラブルの場合は、各アプリケーシヨンのヴポート窓□に 
お問い合わせください。 

アプ1」ケーシヨンのお問い合わせ先「本章0お問い合わせ巧」 


©►周辺機器のトラブルの場合は、各周辺機器のサポート窓□にお問い合わせくだ 
さい。 

周辺機器のお問い合わせ先『周辺機器に付属の説明書』 
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• Ttv—i 


括てるとを/人に譲るとを 


お客様登録の削除について 

ホームペー ジれら 削除ずる 

東芝の ( TID ) をお持ちの場合はこち日か日お願いします。 

①インターネットで 「 http :// room 1048. jp 」 へ接続する 
③[□グイン]ボタンをク I 」ックする 

[セキュ U ティの警告]画面び表示された場合は、内容を確認し、 [0 のボタンをクリッ 
クしてくださし、。 

③ [東芝の （ TID )] と[パスワー円に入力し、[□グイン]ボタンをク U ックする 
お客様専用 ページに □グインします。 

④ ページち上の[登録情報変更]をク U ックする 
[登録情報変更メニュー]画面び表示されます。 

⑥[退会]をク U ックし、登録を削除する 

※退会ではなく、商品の削除のみのお客様は、「登録情報変更メニュー」で商品削除を行っ 
てください。 

※下のを退会されますと、 「 Shop 1048」での TID 会員メニュー、およびポイントサービス 
などちご利用いただけなくなりますので、あ日かじめご了承ください。 

• 電話で削除ずる 

r 東芝 I □事務局（お客様情報変更)」までご連絡ください。 

• 東芝 I □事務局（お客様情報変更） 

TEL : 0已 70-09-1 048 ( ナビタ'イサ J レ） 

受付時間： ] ひ00〜] 7:00吐•曰、祝日、東芝特別休日を除く） 

紹介しているホームページや電話番号は、お客様登録の内容変更や削除に関するお問い合わせ 
窓口です。 

技術的なご相談や修理に関するお問い合わせは、『東芝 PC ヴポートのご案内』を確認してくだ 
さい。 

また U サイクルに関しては、『東芝 PC サポートのご案内』を参照してください。 


/すメモ法人のお客様の場合 


法人のお客様の場合は、 □ グインで表示される画面び異なります。 

登録情報のを要および退会は「登録情報変更」のメニューで、ご自身で行っていただくことびできます 
び、商品の削除びでさませんので、その場合はま芝 I □事務局までお電話でご連絡くださいますよラお 
願いいたします。 

詳しくは、次のホームページを参照してください。 

URL : https://room 1 048.jp/onetoone/info/business.htm 
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八ードディスクドライブの内容を削除するには、八ードディスクドライブの U カバ U - ツール、 
または作成した U カバ U —メディアを使用します。 

八ードディスクドライブの U カバ U —ツールを使用すると、八ードディスクドライブ内のデー 
夕はすべて消去されますび、 U カノ （ U —ツールは残ります。作成した U カバ U —メディアを使 
用すると、八ードディスクドライブ内のデータと共に U カバ U —ツールち消去されます。 

■八ードディスクドライブのリカバリーツールか5行うち法 


パソコンの電源を切る 

AC アダプターと電源 コー ドを接続する 

マウスとキーボードの電源を入れる 

ri 章0■田]マウスとキーボードの準備」 


キーボードの应](ゼ □) キーを押しなび5キーボード表面の電源スイッ 
チを押し、 [ Qosmio ] 画面び表示された5指をはなす 

* テンキーの巧](ゼ □) キーを使用しないでください。必ず、平仮名の「わ」び印字されているキー 
を使用してください。 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 


おされます。パスワードを入力して 面 VTTRl キーを巧してください。 
OS タイプを選択する画面び表示されます。 

[次へ]ボタンをクリックする 

メッセージ画面び表示されます。 


V 
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A - ドディスクドライブの内容をずべて消去ずる 


パソコン上のデータは、削除操作をしてち実際には残っています。普通の操作では読み取れな 
いよラになっていますび、特殊な方法を実行すると削除したデータでち再現でさてしまいます。 
そのよラなことびでさないよラに、パソコンを廃棄または譲ミ度する場合など、他人に見日れた 
くないデータを読み取れないよラに、消去することびでさます。 


A- ドディスク 
ドライブのデータ 
をすベて消去 




一 

一 

一 

■ 

• > ■ —- 

ドライブ(じ） 

ドライブ (D:) 


. システム回復 
オプション領域 


(八ードディスクドライブの 
I 」カバ U —ツールを使巧する場合） 

なお、八ードディスクドライブに保をされている、データやプ□グラムなどはすべて消失します。 
パーティションち消失します。これらを復元することはできませんので、ま意してください。 

I 操作手順 
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f 画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

[復元方法の遇択]画面び表示されます。 

B [八ードディスク上の全データの消去]をチェックし ①、 [巧へ]ボタン 
をクリックする ③ 


① 


② 

I ~ I 消去方法を選択する画面び表示されます。 

円目的に合わせて、[標準データの消去]または[機密データの消去]を 
—チ：!:ックし①、じ夕へ]ボタンをクリックする ③ 

通常は[標準データの消去]を選択してください。データを読み取れなくなります。 
より確実にデータを消去するためには、[機密データの消去]を選択してください 。数 
時間かかりますび、データは消去されます。 



① 


⑤ 


[データの消去を開始します。]画面び表示されます。 




困つたとさは 

















































Q 捨てるとき/人に譲るとき 


目 


[次へ]ボタンをクリックする 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをクリックしてください。 

[次へ]ボタンをクリックすると消去が実行され、消去中は次の画面が表示されます。 


リトドディスク上の全データの消モ> 
デ-夕の;’肖去 


/、-ドデイス如)デ-夕む肖ま中でず。しばらくお待ちください e 


経通時間 XXiXXiXX 
巧り時間 xx ： xx：xx 


を 


消去び完了すると、終了画面び表示されます。 

[終了]ボタンをクリックする 


リカバリーメディアか5行うち法 

AC アダプターと電源 コー ドを接続する 

マウスとキーボードの電源を入れる 

ri 章 0■田]マウスとキーボードの準備」 

パソコンの電源を入れてリカバリーメディアをセットし、パソコン①電 
源を切る 

U カバ U - メディアび複数枚ある場合は、「ディスク]」からセットしてください。 
USB フラッシュメモ U の場合は USB コネクタに差し込んでください。 

USB フラッシュメモリの場合 

《バソコンで見るマニュアル（検熟： USB 対応機器の取り付け》 

CD/DVD の場合《バソコンで見るマニュアル（検索）： CD/DVD を使うとき》 


应司キーを押しなび5電源スイッチを押し、 [ Qosmio ] 画面び表示さ 
れた5指をはなす 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 
示されます。ノ（スワードを入力して店をを司キーを巧してください。 

電源スイッチの押しかた ri 章口-電源を入れる」の手順 D 
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Q 捨てるとき/人に譲るとき 


を:； 


圧]または圧]キーで起動ドライブを選択する 

DVD の U カバ U - メディアの場合はドライブを示す項目 （[ CD / DVD ] など )、 USB 
フラッシュメモ U の U カバ U -メディアの場合は USB フラッシュメモ U を示す項目 


([ USB ] など）を選択し 、 「fW 巧 /? I キーを巧してください。 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

[TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし①、じ夕へ]ボタンを 
クリックする② 


<復元方法の還択> 

復元でぶを還巧してください。 


I (• froSHIBA Recovery Wizard 


' システム回なオブシヨン 


次へ(曲 >] 


.① 


.② 


L ソ降は、前項の「八ードディスクドライブの U カバ I 」ーツールか日行ラ方法」の手順 
□ を参照してください。 


MM B - CAS 力ードについて 

パソコン本体を廃棄する場合、日- CASA - ドは日- CAS 力ードス□ットか日取りはずし、 

(株）ビーエス.コンディシヨナルアクセスシステムズ（略称： B - CAS ) に力ードを返却して 
ください。 

B - CAS 力ードの取りはずし巧章已-回- B-C AS 力ードの取りはずし」 

■ B - CAS カードの返却についてのお問い合わせ先 

株式会社ビーエス.コンディシヨナルアクセスシステムズ（略称： B - CAS ) 

カスタ7—センター 
TEL : 〇已 70-000-2 已〇 
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A I お巧い合わせ巧 

4 I - os / アプリヶ-ション- 


本製品に用意されている 0 S 、 アプリケーシヨンのお問い合わせ先を紹介しています。 
さアプ U ケーシヨンを使っていて困ったときは、こち日に連絡してください。 

*吕010年8月現在の内容でず。 

各社の事情で、受付時間などが変更になる場合がありまず。 


OS のお巧い合わせ巧 


Windows 7についてのサポート情報は、下記のホームぺージをご覧ください。 

http :// www . microsoft . com / japan / windows / default.mspx 

Windows 7に関する一般的なお問い合わせは、東芝 PC あんしんサポートになります。 






□ お問い合わせ先 - OS / アプリケーション- 


因 


アプリケーションのお問い合わせ巧 


各アプ U ケーシヨンのユーヴー登録については、それぞれのお問い合わせ先までお問い合わせ 
ください。 

インス!-ールされているアプ U ケーシヨンはご購入のモデルにより異なります。 


ウイルスバスター吕010 90日無料版 

ウイルスバスターサービスセンター 

受付時間 

:目:3日〜] 7:3日 

TEL 

: 0570-008326 

日3-曰 334-1 日3曰 （ IP 電話.光電話からのお問い合わせ） 

E-mail 

: http :// tmqa . jp / r 目 S 4/ 

ホームページ 

: http :// tmqa . jp / toshiba / 


Microsoft Office Excel/Microsoft Office OneNote/Microsoft Office Outlook / 
Microsoft Office PowerPoint/Microsoft Office Word/Microsoft Office ナビ 

ヴポート受付窓 □ 


♦基本操作に関するお問い合わせ 

く メールヴポート> 


じ(下の Web サイトにアクセスし、ご質問または問題に関連する製品を選択してください。 

URL 

: http :// support . fnicrosoft . conn / oas / 

受付時間 

: 24時間いつでち受け付けています。 

<電話ヴポート> 


電話番号 

: 0] 20-已 4-2244 

《ご利用の際は、電話番号をお間違えないよラごミ主意ください。 

《音声ガイダンスび流れますので、ガイダンスに従って番号のご選択 


をお願いいたします。 

受付時間 

:月曜日〜金曜日： 9:30〜] 2:00. 13:00〜] 9:00 


±曜日： ] ひ□〇〜17:00 

(祝日、マイク□ソフト株式会社指定休業日を除さます。マイク□ソ 
フト株式会社指定休業日 L ソ外で日曜日び祝日である場合には、日曜日 
は上記どおり受付を行い、翌日の振替休日び休業となります。） 

• ヴポート有効期間 

:お客様び初めてお問い合わせいただいた曰か日起算して目0日間（《） 
※サポートライフサイクル期間内 

お問い合わせに関する詳細は、本体に同捆されている冊モ 『Office 2010お使いになる前に』 

をご覧ください。 




困つたとさは 


3 










□ お問い合わせ先-05/ァプリケーション- 


マカフイー•サイトアドバイザプラス 


マカフイー • テクニカルヴポートセンター 

(サイトアドバイヴプラスに関する技術的な問い合わせ) 
受付時間 ： 9:00 〜 21:00 (年中無休） 


TEL 

〇已 70-0 己 0-033 (ナビダイヤ J レ） 

03 -已 428-2279 (ナビダイヤルびご利用いただけないお客様用） 

E-mail 

LU 下の Web フォームをご利用ください。 

http://www.mcafee.com/japan/mcafee/support/supportcenter_ 

inquiry—ts'asp 


ホームぺーシ ： http://www.mcafee.com/japan/mcaTee/support/SA/ 

マカフィー • カスタマーオペレーシヨンセンター 

(サイトアドノ（イヴプラスに関するユーヴー登録や登録情報変更などの製品じ(外に関する 
問い合わせ） 


受付時間 

TEL 

月曜〜金曜： 9: □□〜 17:00 (年末年始、祝曰を除く） 

〇已 70-030-088 (ナビダイヤ J レ） 

03-5428-1 792 (ナビダイヤルびご利巧いただけないお客様用） 

E-mail 

L ソ下の Web フォームをご利用ください。 

http://www.mcafee.com/japan/mcafee/support/supportcenter_ 

inquiry_coc.asp 


ホームぺーシ : http://www.mcafee.com/japan/mcaTee/support/SA/ 

マカフィー-インフオメーシヨンセンター 

(製品購入前の製品に関する問い合わせ、サイトアドバイヴプラスでのサイト評価に関す 
る問い合わせ） 

受付時間 ：月曜〜金曜： 9: □□〜 17:00 (年末年始、祝曰を除く） 


TEL 

〇已 70-0] 0-220 (ナビタ'イサ J レ） 

03-5428-1 899 (ナビダイヤルびご利巧いただけないお客様用） 

E-mail 

LU 下の Web フォームをご利用ください。 

http://www.nncafee.com/japan/mcafee/home/msup/information_ 

巳 enter'asp 


ホームぺーシ : http://www.nncafee.conn/japan/nncaTee/support/SA/ 

マカフィー-テクニカルサポートセンターではチャットによるサポートちご提供しています。 
子 ヤツ ト ： http://www.nncafee.conn/japan/nncafee/support/chat.asp 







お問い合わせ先 - OS / アプリケーション- 


ATOK 2010 for Windows (己〇日間細貢試巧版 ） for TOSHIBA 


• 無償試用版の使い方に関するお問い合わせ 
ジャストシステム期間限定版専用サポート 

受付時間 ：平日 9:30 〜] 800 化-曰•祝、特別休業日を除く） 


TEL 

ホームページ 


088-666-1 已 23 

http://support.justsystems.com/ 


DigiBook Browser for TOSHIBA 


デジブック☆オンライン 


受付時間 
TEL 
FAX 
E-mail 

ホームページ 


10 : 日日 〜] 7 :日日 （±曰祝日除く） 

03-6805-9240 

03-5468-1250 

info@cligibook.net 

http://www.cligibook.net/ 


ebi . BookReader 3 J 

株式会社イーブックイニシアティブジャパン eBookJapan ヴポートセンタ- 

http://www.ebookjapan.jp/ebj/suppo 「 t/index.asp?deale 「 id=] 07 

受付時間 ： ] 日 :□ 日〜 18 :□日 （±曰祝日除く） 

E-mail : support@ebookjapan.co.jp 

ホームぺージ : http://www.eb 日日 kjapan.jp/ebj/?deale 「 id 二 ] 07 


円 ipViewer / 円 ipBook 


イ—ブック. システムズ巧式を社円 ipViewer ヴポート 

受付時間 ：月〜金（祝日除く） ] 日:□□〜 17: □日 

E-mail : fv-support@ebooksystems.co.jp 

》ールのみの对応となります。 

ホームぺーシ : https://secure.ebooksystems.co.jp/support/FV-contact.php 


Google ツールバー 

ホームページ 


Google ツールバー 

http://www.google.co.jp/support/toolbar/ 
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□ お問い合わせ先-05/ァプリケーション- 


CyberLink SoftDMA for TOSHIBA 

ヴイパ’ー リンク カスタマーヴポート 

TEL : 〇已 70-080-110 

03-已 977-7 已30 ( PHS 、 IP 電言舌をごイま用の場合） 

受付時間 ： ] 0:0□〜13:00/14:□□〜17:00 

(± •曰•祝日-休業日を除く） 

ホームぺージ ： http :// jp . cyberlink . com / support / 

Web か日のお問い合わせは3己已曰24時間受け付けておりますび、回答を差し上げるのは、 
サイバー I 」ンク株式会社営業時間内になります。そのため±曰祝日や深夜に頂いたご質問は 
回答を差し上げるのび翌営業曰じ(降になります。 


i - フィルター己.0 

デジタルアーツ株式会社ヴポートセンター 

受付時間 ：平日] 0:00〜] 8:00 ± .曰-祝曰]ひ00〜2ひ00 

(デジタルアーツ指定休業日を除く） 

TEL :平曰 03-3 已80-已678 ± ■曰-祝曰〇已 70-00-1 334 

【ご 利用中のお客 さま】 お問い合わせフォーム 

: https :// sec 2. daj . co . jp / cs / ask / 

【ご 検討中のお客 さま】 お問い合わせフォーム 

: https :// sec 2. daj . co . jp / cs / contact / 

よくある質問 ： http :// www . daj . jp / faq / 


Corel Digital Studio 

コーレル株式会社 

インタービデオテクニカルサポート 

お問い合わせの前にホームぺージ ( http :// www . corel . jp / support /) をご確認ください。 

当製品の無償ヴポート期間は、ご購入後]年間となります。 

受付時間 ： 

月〜金]ひ□□〜12:00、 13:30-17:30 

(12:00 〜] 3:30、±曰祝祭日、な日びに指定休業日を除く） 

TEL : 

日4曰- 226-389 吕 

E-mail : 

メールでのお問い合わせは、 L ソ下の URU こ掲載されている専用のメール 

フォームをご利用ください。 

http :// www . corel . jp / support / 

ホームページ： 

http :// www . corel . jp / 
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□ お問い合わせ先 - OS/ アプリケーション- 


テレビ Navi ガジェット 

株式会社プレゼントキャストテレビ Navi ガジェットお問い合わせ窓 □ 

E-mail : gaclget@presentcast.co.jp 


デジタルを国地図いつも NAVI 

ゼンリンデータコム 

お客様欄室 

受付時間 ： 

10:00-17:00 月〜金（祝日•指定休日は除く） 

E-mail : 

itsmo_navi@zenrin-clataconn.net 

ホームページ： 

http://www.zmap.net/contactus/index.html 


Sempre 

センプレヴポートデスク 

受付時間 ：月曜日〜金曜日1日：日日〜]目：日日（祝日および指定休業日を除く) 

TEL : 0570-088998 

ホームぺーシ : http://www.sempre.tv/support/ 


駅探エクスプレス 

駅探エクスプレスサポート 

受付時間 ： 

メールのため受付時間の制限はありません。 

《 webmaster か 6 の返信は、基本的に平日 (10:00-18:00) の対応とさせてい 
ただいております。 

また、内容により返信できない場を、回答に日数を要する場含をありますので、 

あ 6 かじめご了承ください。 

E-mail : 

express-support@ekitan.cofn 

ホームページ： 

http://express.ekitan.com/ 


Super LoiloScope 
株式会社 LoiLo 

参 Super LoiLoScope に関するお問い合わせ 

お問い合わせの前に FAQ (http://loilo.tv/procluct/l /faq) をご確認ください。 

受付時間 ：平日目:□□〜 18: □日仕日祝、特別休業日を除く） 

E-mail : loilo@loilo.tv 

Web か日のお問い合わせ 

: http://loilo.tv/product/] /support 

内容により回答に日数を要する場合ちありますので、あらかじめご了承ください。 
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□ お問い合わせ先-05/ァプリケーション- 


筆ぐるめ 

實±ソフト株式会社 

インフ オメー シヨンセンター 

受付時間 ： 

9:30-1 2:00. 1 3:00-17:00 (± •曰.祝祭日-休業日を除く） 


]] 月]曰か日] 2 月 30 曰までは無休 

TEL : 

03-5600-2551 

FAX : 

日 3-3634-1 322 

E-mail : 

users@fsi.co.jp 

ホームページ： 

http://info.fsi.co.jp/fgw/ 


乗換案内 VER .5 


ジョルダン株式会社乗換案内ユーザーサポート 


《平日のみ 


受付時間 ：平日]日: ] 2:00 、 13:00-17:00 

TEL : 03-5369-4055 

FAX : 03-5369-4064 

E-mail : norikae@jorudan.co.jp 

ホームぺージ : http://norikae.jorudan.co.jp 

soil 年目月3日日までの間、乗換案内のユーヴー琶録をしたお客様に限り]回のみインター 
ネット経由で最新の時刻表を含むプ□グラムにアップデートしていただくことが巧能です。 
インターネット環境がないお客様は、最新の時刻表を含むプ□グラム CD - ROM を]，2目日円 
(消費税および送料込）にて]回のみご購入いただけます。 
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□ お問い合わせ先 - OS / アプリケーション- 


Adobe Flash Player/Adobe Reader/ConfigFree/dynabook ポー タルガジ ； l ツ ト / 
dynabook ランチャー / Internet Explorer/Java™ 2 Runtime Environment/ 
LaLaVoice/PC あんしん点検ユーティリティ/ PC 引越ナビ/ Qosmio AV Center/ 
TOSHIBA Bulletin 己 oard/TOSH 旧 A Disc Creator/TOSH 旧 A DVD PLAYER/ 
TOSHIBA eco ユーテイリテイ / TOSHIBA Face Reco 邑 nition/TOSHIBA Flash Cards/ 
TOSHIBA Media Controller/TOSHIBA Media Controller Plug-in/ 

TOSHIBA Net Movie 円 ayer/TOSHIBA Recovery Media Creator/ 

TOSHIBA ReelTime/TOSH 旧 A SD-Video PLAYER/TOSH 旧 A Smooth View/ 
TOSHIBA Upconvert Plug-in/Windows Live Messenger/Windows Live Writer/ 
Windows Live フォトギャラリー / Windows Live ムービーメーカー / 

Windows Live メール/ Windows Media Center/Windows Media 円 ayer/ 
WinDVD BD for TOSH 旧 A/ おたすけナビ/おまかせフォトムービ ー/ 

動画で解み！操作ガイド/動画で学ぶシリーズ/東芝 DVD-RAM ユーティリティ/ 

東芝 HD コンソール/東ち HW セットアッ つ/ 

東芝 PC 診断ツール/東芝 PC ヘルスモニタ/東芝ウェブカメラアプリケーシヨン/ 

東芝グラフィカルビデオライブラリ/東芝 サービスステーシヨ ン/ 

東芝ジェスチャコント□-ラ/東芝省電力/ま芝スリープユーティリティ/ 

東芝ファイル同期ユーティリティ/東芝ファイルレスキュー/東芝ボタンヴポート/ 
パソコンで見るマニュアル/ぱ 5 ちゃん/無線 LAN 5 くらく設定/レグザリンク-ダビング 

東芝（東芝 PC あんしんサポート） 

全国共通電話番号： 0120-97-1 048 (通話料.電話サポート料無料） 

おかけいただくと、ガイダンスび流れます。ガイダンスに従って操 
作してください。 

技術的な質問、お問い合わせは、ガイダンスの後で田をプッシュし 
てください。 

技術相談窓口受付時間：目:□□〜19:00 (年中無休） 

[電話番号はおまちびえないよラ、ご確認の上おかけください] 

ミ毎外か日の電話、携帯電話、 PHS 、 または直収回線など回線契約によってはつなび日ない 
場合びございます。その場合は TEL 043-298-8780 (通話料お客様負担）にお問い合わ 
せください。 

システムメンテナンスのため、サポートを休止させていただく場合びございます。日程は、 
dynabook . 巳 om 「サポート1胃幸民」 ( http :// dynabook ' 巳 om / assistp 仁/ index — j ' htm ) I こて 
お知らせいたします。 
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■付窃 


本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 


1ご使用にあたってのお願い . 1已2 

2技術基準適合について . 1已7 

3無線 LAN について . 161 

4 TV チューナーの仕様について . 170 




















1 I ごほ用におたつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていたださたいことや守っていただ 
さたいことびあります。巧のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


■■パソコン本化について 

I スイッチ/ボタンの操作にあたつて _ 

• スイッチ/ボタンを強く巧さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使ったりしないでく 
ださい。スイッチ/ボタンび故障するおそれびあります。 


I 機器への強い衝撃やか店について _ 

•機器に強い衝撃や外圧を与えないよラにを意してください。製品には精密部品を使用してお 
りますので、強い衝撃や外圧を加えると部品び故障するおそれびあります。 

•パソコンの表面を硬し)ちのでこすると傷びつくことびあります。 

取り扱いにはごま意ください。 


I 持ち運ぶとを _ 

•パソコン本体を持ち運ぶとさは、ディスプレイ下部を両手で下か日持ち上げるか、片手で下 
から持ち、横から支えるよラにしてください。スタンド部分やディスプレイ上部を持って運 
ぶと、ノ（ソコン本体び落下して故障するおそれびあります。 


D 電源コード、 AC アダプターの取り扱いについて 

•電源コードやケーブルは束ねずに、ほどいた状態で使用してください。ご使用時は、あ日か 
じめ『安むしてお使いいただくために』に記載されている記述をよく読み、必ず指示を守っ 
てください。 

• 電源コードや AC アダプターを持ち運ぶとさには、なの図のよラに正しくケーブルを束ねて 
ください。 




電源コード、 AC アダプターは、購入されたモデルにより異なります。 













D ご使用にあたってのお願い 


E ■有線 LAN について 

I LAN ケーブルの使用にあたって _ 

• LAN ケーブルは市販のちのを使用してください。 

• LAN ケーブルをパソコン本体の LAN コネクタに接続した状態で、 LAN ケーブルを引っ張っ 
たり、パソ〕ン本体の移動をしないでください。 LAN コネクタび破損するおそれびあります。 

• LAN インターフエースを使用するとき 、 Gigabit Ethernet り000 BASE - T ) は、エン八 
ンストカテゴ U 已 （ CAT 已 e ) じ(上のケーブルを使用してください。 

Fast Ethernet (100 BASE - TX ) カテゴ U 已 （ CAT 已）じ(上のケーブルを使用してく 

ださい。 

Ethernet (:] 0 BASE - T ) は、カテゴ U 3 ( CAT 3) L ソ上のケーブルび使用できます。 


KM ウイルスチェック • セキュリティ巧策について 


隱巧用するにあたって 


•本製品に巧意されている「ウイルスバスター」は目0日間の使用期限びあります。必ず期限 
切れ前に有料の正規サービスへ登録するか、ほかのウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソ 
フトを導入してください。 

• [ Windows ファイアウオール」と、「ウイルスバスター」のセキュ U ティ機能りァイアウオー 
ルなど） び両方とち有効になっていると、アプ U ケーシヨンなどび正常に動作しない場合び 
あります。]つのセキュ U ティ機能のみ有効にしてください。 

• ウイルスチェック/セキュ U ティ巧策ソフトをご使用になる場合には、必ずウイルス定義 
ファイルの最新版をダウン□ー ドしてください。 

ウイルス感染を防止するには、常に最新のウイルス定義ファイルび必要です。 

•すでにインス!-ールしてあるウイルスチェック/セキュ U ティ巧策ソフトとは別のウイルス 
チェック/セキュ U ティ巧策ソフトをインス I ルする場合は、すでにインス I ルしてい 
るちのをすベてアンインストールしてか日行ってください。 



Windows フアイアウォールについて 

《パソコンで見るマニュアル（検索）：セキュ U テイの状態を確認するには》 


ウイルスバスターのセキュ U テイ機能について「ウイルスバスター」のヘルプ 


フイルター己 .OJ について 

I 巧用期限について _ 

• 無料使用期間はご使用開始より90曰間です。無料使用期間び過ざますと、設定びすべて解 
除されフィルタ U ング機能びご使用でさなくなります。無料使用期間中に有料にて正規ヴー 
ビスをお申し込みいただくことで、継続して使用することびできます。 
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D ご使用にあたってのお願い 


ra 周巧機器について 

I 周辺機器の取り付け/取りはずしについて _ 

•取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。3章および《パソコンで見るマ 
ニュアル》の「活巧する」を読んでか日作業をしてください。またその際には、次のことを巧っ 
てください。守日なかった場合、故障するおそれびあります。 

. ホットインサーシヨンに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってから作業を行ってください。ホットインサーシヨンとは、電源を入れた状態 
で機器の取り付け/取りはずしを行うことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってち、結露しないよラに急激な温度変化を与えない 
でください。を場は特にを意してください。 

-ホコ U びかなく、直射日光のあた日ない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低し觸所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷きの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本書で説明している場所のネジ L ソ外は、取りはずさないでください。 

-作業時に使用するドライバーは、ネジの形、大ささに合ったちのを使用してください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受け日れません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 

I メモリの増設の操作にあたって _ 

•必ずパソコン本体の電源を切り、電源プラグをコンセントか日はずし、電源コネクタから 
AC アダプターのプラグを巧いてか日作業を行ってください。 

•パソコン本体やメモ U のコネクタに触日ないでください。コネクタにゴミや油び付着すると、 
メモリび正常に使用でさなくなります。 

• メモリは、コネクタに差し込む部分ではなく両端（丸く欠けている部分）を持つよラにして 
ください。 

• メモ U を強く巧したり、巧げたり、落としたりしないでください。 

• ス U -プ/休止状態中にメモ U の取り付け/取りはずしを行わないでください。スリープ/ 
休止状態び無効になります。また、保をされていないデータは消失します。 

□静電気について 

• メモリは、精密な電モ部品のため静電気によって回復不能な損傷を受けることびあります。 
人間の体はわずかなびら静電気を帯びていますので、メモリを取り付ける前に静電気を逃び 
してか日作業を行ってください。手近にある金属製のちのに軽く指を触れるだけで、静電気 
を防ぐことびでさます。 









D ご使用にあたってのお願い 


MM B - CAS 力ードについて 

日- CAS 力ードを取り扱うときは、なの点を守ってください。 
• カード裏面の金メッキ端モ部分に手を触れないこと。 

• カードに衝撃を加えたり、折り曲げたりしないこと。 


E ■バックアップについて 

I バックアップをとるにあたつて _ 

• ユーヴー名び U カバ U —後と異なる場合、バックアップしたデータび復元でさない場合びあ 
ります。 U カバ U —をする前にユーヴー名を控えてください。 

U カバリーについて「4章買ったときの状態に戻すには」 

•八ードディスクドライブや記録メディアに保をしているデータは、万び一故障び起きた場合 
や、変イヒ/消失した場合に備えて定期的にバックアップをとって保をしてください。 

八ードディスクドライブや記録メディアに保存した内容の損書については、当社はいっさい 
その責任を負いません。 


or まミファイルレスキュ ー J について 

I データを救助/復元するにあたって _ 

•本ソフトウェアは、八ードディスク上のすべてのファイルの救助、復元を保証するちのでは 
ありません。 

当社は、いかなる場合においてち、本ソフトウェアの使用によって生じたデータの損喜につ 
いていっさいの責任を負わないちのとします。 

•八ードディスクび破損している場合、または、八ードディスク上のファイルび破損している 
場合は、救助、復元することびでさません。 

•東芝ファイルレスキューは、 0S び起動しないとさに、八ードディスク上のファイルを別の 
保を用記録メディアへ退避するためのちのです。その他の用途では使用しないで<ださい。 
•データを救助するとき、データ保を用の記録メディアは、パソコンの電源を入れる前に接続 
してください。電源を入れたあとIこ接続すると正しく認識されないことびあります。 

•プ□グラムファイル、または、プ□グラム用のデータファイルを救助してち、復元後に正常 
に動作することを保証でさません。 

•著作権保護、または、コピープ□テクシヨンによって保護されたファイルを救助してち、復 
元後に正常に動作することを保証でさません。 

•システム属性を持つファイル、および、暗号化されたファイルは救助でさません。暗号化さ 
れた八ードディスクか日は、救助できません。これ日の救助できないファイルは、救助対象 
を選択、または、確認する一覧の中に表示されません。 

•データを救助するとさはすベてのユーヴーのユーヴーデータを一度に救助することびでさま 
すび、データを復元するときは 一回の 復元実行によって 一つの ユーヴーアカウント分のデー 
夕だけを復元します。復元したファイルは、復元処理を実行したユーヴーアカウントの所有 
ファイルとなります。 

ファイルの所有者となるユーヴーアカウントで□グオンし、復元処理を実行してください。 
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D ご使用にあたってのお願い 


• 復元実行中にス U —プ/休止状態へ移行する操作を行わないでください。 

• データ保を巧の記録メディアとして CD/DVD を使用するときは、データを確実に救助する 
ために、新しい記録メディアを使用することをおすすめします。 
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2 I 巧術甚準適をについて 


「パソコンで見るマニュアル」にち技術基準適合に関する説明び記載されています。本書だけで 
なく、「パソコンで見るマニュアル」の記載ちあわせてご確認ください。 


■瞬時電圧低下について 


この装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピューターの瞬時 
電圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る 
瞬時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 


■高調波対策について 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：技術基準適合について》 

■電波障害自主規制について 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：技術基準適合について》 
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o 技術基準適合について 


Panasonic ブルーレイディスクドライブ UJ 240 
(プルーレイディスクドライブ （ DVD スーパーマルチ機能搭載)) 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A ま意 

1. 本装置はレーヴーシスァムを使用しています。 r CLASS 1 LASER PRODUCT 

本装置の定格銘板には、ち記の表示びされてい LASER KLASSE 1_ 

ます。 

本装置はヨー□ッパ共通のレーヴー規格 
EN 巨 082 已 -1 で"クラス 1 レーザー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、 

この装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原 
因になります。信頼性、安全性、性能の保証を 
することびでさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすこと 
びありまず。従って、本装置を使用するシステ 
ムには、これ 5 の誤りや故障に起因する二次的 
な損失、障害および事故を防止するために、ち 
全性や保全性に関する十分な配慮び必要でず。 

本装置の故障、取り出されたデータの誤りに 
よって、人体への危害や物質的損害を誘発する 
可能性びあるシステムには、本装置を使用しな 
いでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてち保証はいたしません。 

已.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、東芝 PC あんしんサポートにご相談く 
ださい。 


CAUTION 

、 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE 
LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3B RAYONNEMENT LASER 

V に旧 LE ET INVISIBLE EN CAS 
D'OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSEAU 
FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3B SICHTBARE 

UND UNSICHTBARE 
LASERSTRAHLUNG, WENN 
ABDECKUNG GEOFFNET. NIGHT 
DEM STRAHLAUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING VED ABNING. 
UNDGA UDS/ETTELSE FOR 
STRALING. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING NAR DEKSEL 
APNES. UNNGA EKSPONERING 

FOR STRALEN. 

WARNING 

KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA 

DEL AR OPPNAD. STRALE AR 
FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI3B NAKYVAJA 

NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE, ALA 

\ 

KATSO SATEESEN. 

ノ 




































o 技術基準適合について 


HITACHI LG DVD スーパーマルチドライブ GT 30 N 
(DVD スーパーマルチドライブ DVD ±R 2層式メディア対応) 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A 注 局 

1. 本装置はレーヴーシステムを使用しています。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示びされてい 
ます。 

本装置はヨー□ッパ共通のレーヴー規格 
EN 巨082已 -1 で"クラス1レーヴー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、 

この装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原 
因になります。信頼性、安全性、性能の保証を 
することびでさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこずこと 
びあります。従って、本装置を使用するシステ 
ムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的 
な損失、障害および事故を防止するために、ち 
全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。 

本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発 
する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてち保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、東芝 PC あんしんサポートにご相談く 
ださい。 

^- J 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


CAUTION 

、 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE 
LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING VED ABNING. 
UNDGA UDS/ETTELSE FOR 
STRALING. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING NAR DEKSEL 
APNES. UNNGA EKSPONERING 

FOR STRALEN. 

WARNING 

KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA 

DEL AR OPPNAD. STRALE AR 
FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI3B NAKYVAJA 

NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE, ALA 

\ 

KATSO SATEESEN. 

ノ 


广 — Location of the required label 






























o 技術基準適合について 


Panasonic DVD スーパーマルチドライブ UJ 8 日0 
(DVD スーパーマルチドライブ DVD ±R 2層式メディア対応) 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A ま意 


1. 本装置はレーヴーシステムを使用しています。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示びされてい 
ます。 

本装置はヨー□ッパ共通のレーヴー規格 
EN 巨 082 已 -1 で"クラス 1 レーヴー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、 

この装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原 
因になります。信頼性、安全性、性能の保証を 
することびでさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこずこと 
びあります。従って、本装置を使用するシステ 
ムには、これ 5 の誤りや故障に起因する二次的 
な損失、障害および事故を防止するために、ち 
全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。 

本装置の故障、取り出されたデータの誤りに 
よって、人体へのを害や物質的損害を誘発する 
可能性びあるシステムには、本装置を使用しな 
いでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてを保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、東芝 PC あんしんサポートにご相談く 
ださい。 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


、 

ノ 


、 

CAUTION 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE 
LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3B RAYONNEMENT LASER 

V に旧 LE ET INVISIBLE EN CAS 
D'OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSEAU 
FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3B SICHTBARE 

UND UNSICHTBARE 
LASERSTRAHLUNG, WENN 
ABDECKUNG GEOFFNET. NIGHT 
DEM STRAHLAUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING VED ABNING. 
UNDGA UDS/ETTELSE FOR 
STRALING. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING NAR DEKSEL 
APNES. UNNGA EKSPONERING 

FOR STRALEN. 

WARNING 

KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA 

DEL AR OPPNAD. STRALE AR 
FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI3B NAKYVAJA 

NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE, ALA 

\ 

KATSO SATEESEN. 

ノ 





































3 I 巧お LAN について 


■■無線 LAN の概要 


本製品には、 IEEE 802.11 b . IEEE 802 .1] 旨、 IEEE 802. 1 ] n のすベて、ちし<はその一部 
に準拠した無線 LAN モジュールび内蔵されています。巧の機能をサポートしています。 


• 周波数チャネル遇択 
• マルチチャネル間の□ーミング 
•パワーマネージメント 


H お線特性 

無線 LAN の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類により異なる場合びあ 
ります。 

多くの場合、無線通信は使巧する国/地域の無線規制の巧象になります。無線ネットワーク機 
器は、無線免許の必要ない 2.4 GHz 帯で動作するよラに設計されていますび、国/地域の無線 
規制により無線ネットワーク機器の使用にをくの制限び課される場合びあります。 


無線周波数帯 

IEEE 802.1 lb , 
IEEE 802.1 Ig , 
IEEE 802.1 In 

2.4 GHz (2400-2483 MHZ ) 

変調方式 

IEEE 802.1 Ig 

直交周波数分割多重方式 

□ FDM - BPSK , OFDM - QPSK , OFDM -1 6 QAM ， 

□ FDM -64 QAM 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散方式 

DSSS - CCK , DSSS - DQPSK , DSSS - D 巨 PSK 

IEEE 802.1 In 

直交周波数分割多重方式 （ OFDM 方式）， 

空間を重方式 （ MIM 0 方式） 


無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートびほいほど、 
通信範囲は広くなります。 

封メモ _ 

• アンテナの近くに金属面や高密度の固体びあると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼすことびあり 
まず。 

• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る’’障害物’’びある場合ち、通信範囲に霞響を与 
えます。 

















O 無線 LAN について 


mm ヴポートずる周波数ち域 

無線 LAN びサポートする 2.4GHz 帯のチャネルは、国/地域で適巧される無線規制によって 
異なる場合びあります（表 r 無線 IEEE802.1 1チャネルセット」参照)。 

■無線 IEEE 802 .1 1チャネルセット 

• 吕 .4 GHz 帯： 吕 400 -吕 483 MHz ( IEEE 802.1 Ib/g 、 IEEE 802.1 In の 場合） 


チャネルの 

周波数 

1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

5 

2432 

6 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

9 

2452 

10 

24已7り 

11 

2462 

12 

2467 

13 

2472 


*1 購入時に、アドホックモード接続時に使用ずるチヤネルとして設定されているチヤネルです。 






















Q 無線 LAN について 


E ■本製品を曰本でお使いの場合のごを意 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は 2.400 MHz 〜2.483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2.427 MHz 〜 2.470.75 MHz と重 
複しています。 

■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されているなのステッカーをパソコン本 
体に貼り付けて < ださい。 


この機器の使用周波数帯は 2.4 GHz 帯です。この周波数では電 
モレンジ等の産業-科学-医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要ずる移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等少ソ下 r 他の無線局」と略ず）が運用されていまず。 

1. この機器を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されて 
しげよいことを確認してください。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、 
使用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起きたときは、まち PC あんしんヴポートへお問い合わせくだ 
さい。 



■ 現品表 / J 、 

本製品には、次に示す現品表示び記載されています。 

①②③④ 

2! 而 Is/d 材 

⑥ 

① 2.4 : 2, 400MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

② DS :変調方式び DS-SS 方式であることを示す。 

③ OF :変調ち式び OFDM 方式であることを示す。 

④ 4 :想定される与干渉距離び 40mLU 下であることを示す。 

⑥ ■ 2, 400MHz 〜 2,483 .已 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 

回避可能であることを意味する。 

■東ち PC あんしんサポート 

東芝 PC あんしんサポートの連絡先は、『東芝 PC サポートのご案内』を参照してください。 
















O 無線 LAN について 


B 機器認証表示について 


本製品には、電気通信事業法に基づくル電カデータ通信システムの無線局として、認証を受け 
た無線設備を内蔵しています。したびって、本製品を使用するとさに無線局の免許は必要あり 
ません。 


■ RTL 8191 SE b / g / n モジュールの場合 

無線設備名： RTL 8191 SE 
TELEF に ATION B . V . 

言忍言正番号 : DO 白-已 00] 20] 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品に実装して使用することを前提に、ル電カデータ通 
信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。したびって、組み込まれた無線 
設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触するおそれびありますので、十分にご 
を意 < ださい。 


ra お知らせ 

■n I 無線誤品の巧ち運用性 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジユールは 、 Direct Sequence Spread Spectrum 
( DSSS ) /Orthogonal Frequency Division Multiplexing ( OFDM ) 無線技術を使巧する 
あらゆる無線 LAN 製品と相互運巧できるように設計されており、次の規格に準拠しています。 

• Institute of Electrical and Electronics Engineers (米国電気電子技術ち協会）策定の 
IEEE 802.11 Standard on Wireless LANs (Revision b / g / n ) (無線 LAN 標準規格（版 
数 b / g / n )) 

• Wi-Fi Alliance の定義する Wireless Fidelity ( Wi - Fi ) 認証 
Wi-Fi CERTIFIED □ゴは Wi-Fi Alliance の認定マークです。 
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Q 無線 LAN について 


I 健康への影響 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールは、ほかの無線製品と同様、無線周波の電磁エネ 
ルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べるとはる 
かに低いレベルに抑え日れています。 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールの動作は無線周波に関する安全基準と勧告に記載 
のガイドラインにそっており、安全にお使いいただけるちのと東芝では確信しております。こ 
の安全基準および勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検 
討している専門家の委員会による審議結果びまとめられています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有ちまたは組織の責任者び Wireless LAN の使 
用を制限する場合びあります。次にその例を示します。 

•飛行機の中で Wireless LAN 装置を使用する場合 

• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認め日れるか、有害であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針びよくわか日ない場 
合は 、 Wireless LAN 装置の電源を入れる前に、個々の組織または施設環境の管理者に巧して、 
本製品の使用可否について確認してください。 

I 規制に関する情ま良 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールのインストールと使用に際しては、必ず製品付属 
の取扱説明書に記載されている製造元の指示に従ってください。本製品は、無線周波基準とま 
全基準に準拠しています。 

• Canada - Industry Canada (1 C ) 

This device complies with R^S 210 of Industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference , and (2) 
this device must accept any interference, including interference that may cause undesired operation of this 
device. 

The term "IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada technical 
specifications were met. 








O 無線 LAN について 


• USA - Federal Communications Commission ( FCC ) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, pursuant 
to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection against harmful 
interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and can radiate radio frequency 
energy. If not installed and used in accordance with the instructions, it may cause harmful interference 
to radio communications. However, there is no guarantee that interference will not occur in a particular 
installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the interference 
by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized mo 过 i 打 cation 
of the devices included with this the Wireless LAN, or the substitution or attachment of connecting caoles 
and equipment other than specified by TOSHIBA. 

The correction or interference caused by such unauthorized modification, substitution or attachment will 
be the responsibility of the user. 

Caution: Exposure to Radio Frequency Radiation, 

The radiated output power of the Wireless LAN is far below the FCC radio frequency exposure limits. 
Nevertheless, the Wireless LAN shall be used in such a manner that the potential for human contact 
during normal operation is minimized. 

In the usual operating configuration, the distance between the antenna and the user should not be less than 
20cm. Please refer to the PC user’s manual for the details regarding antenna location. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that it does 
not emit RF field in excess of Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, 
obtainable from Health Canada’s website 
www.hc-sc .gc .ca/ 







Q 無線 LAN について 


参 Europe 


Restrictions for Use of 2.4GHz Frequencies in European Community Countries 

Belgie/ 

For private usage outside buildings across public grounds over less than 300m no special 

Belgique: 

registration with IBPT/BIPT is required. Registration to IBPT/BIPT is required for private 
usage outside buildings across public grounds over more than 300m. For registration and 
license please contact IBPT/BIPT\ 


Voor prive-gebruik buiten gebouw over pubiieKe groud over afstand kleiner dan 300m 
geen registratie bij BIPT/IBPT nodig; voor gebruik over afstand groter dan 300 m is wel 
registratie bij BIPT/IBPT nodig. Voor registratie of licentie kunt u contact opnemen met 

BIPT. 


Dans le cas d'une utilisation privee, a I'exterieur d'un batiment, au-dessus d'un espace public, 
aucun enregistrement n'est necessaire pour une distance de moins de 300m. Pour une 
distance superieure a 300m un enregistrement aupres de I'lBPT est requise. Pour les 
enregistrements et licences, veuillez contacter I'lBPT. 

Deutschland: 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Anmeldung im Outdoor-Bereich notwendig, aber nicht genehmigungspflichtig. Bitte mit 
Handler die Vorgehensweise abstimmen. 

France: 

Restricted frequency band: only channels 1 to 7 (2400 MHz and 2454 MHz respectively) 
may be used outdoors in France. 


Bande de frequence restreinte : seuls les canaux 1-7 (2400 et 2454 MHz respectivement) 
doivent etre utilises endroits exterieur en France. Vous pouvez contacter I'Autorite de 
Regulation des Telecommuniations (http://www.art-telecom.fr) pour la procedure a suivre. 

Italia; 

License required for indoor use. Use with outdoor installations not allowed. 


E'necessaria la concessione mmisteriale anche per I'uso intemo. 

Verificare con i rivenditori la procedura da seguire. 

Nederland 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Licentie verplicht voor gebruik met buitenantennes. Neem contact op met verkoper voor 
juiste procedure. 

To remain in 

conformance with European spectrum usage laws for Wireless LAN operation, the above 


2.4GHz channel limitations apply for outdoor usage. The user should use the Wireless LAN utility to 
check the current channel of operation. If operation is occurring outside of the allowable frequencies for 
outdoor use, as listed above, the user must contact the applicable national spectrum regulator to request a 
license for outdoor operation. 


















O 無線 LAN について 


参 Taiwan 

Article 12 

"Without permission granted by tne NCC, anv company, enterprise, or user is not allowed to change 
frequency, enhance transmitting power or alter original characteristic as well as performance to an 
approved low power radio-frequency devices. 

Article 14 

The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and interfere legal 
communications; 

If found, the user shall cease operating immediately until no interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in compliance with the 
Telecommunications Act. 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference from legal 
communications or ISM radio wave radiated devices. 
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Q 無線 LAN について 


MM 使用でまる国/地域について 



• 本製品は、次にあげる国/地域の無線規格を取得しております。これらの国/化域し U がでは使用 
でさません。 


アイスランド 

オマーン 

ジンバブエ 

曰本 

欣ニア’ヘルジ I ゴけ 

アイルランド 

オランダ 

スイス 

ニュージー ランド 

ボ1」ビア 

アゼルバイジャン 

ガーナ 

スウェーデン 

ノルウェー 

ポルトガル 

アメリカ合衆国 

カヴフスタン 

スペイン 

バーレーン 

香港 

アラブ首長国連邦 

カタール 

ス1」ランカ 

パキスタン 

マヶドニア 

アルゼンチン 

カナダ 

ス□バキア 

パナ7 

7ルタ 

アルバ'ニア 

韓国 

ス□ベニア 

パプアニューギニア 

7レーシア 

イギリス 

カンボジア 

セネガル 

パラグアイ 

南アフリカ 

イタ1」ア 

キプ□ス 

セルビア 

八ンガ1」 一 

メキシコ 

インド 

ギリシャ 

タィ 

フィ1」ピン 

モヴンビーク 

インドネシア 

キルギスタン 

台湾 

フィンランド 

モナつ 

ウクライナ 

グアテマラ 

チェコ 

プエルト1」コ 

ヨルダン 

ウルグアイ 

クウェート 

中国 

フランス 

ラトビア 

エクアドル 

ク□アチア 

チ1」 

ブルガリア 

1」トアニア 

エジプト 

ケニア 

デンマーク 

ベトナム 

IJ ヒテンシュタイン 

エストニア 

コスタリカ 

ドィツ 

ベネズエラ 

ルーマニア 

エルサルバドル 

つ□ンビア 

ド S 二力 

ペルー 

ルクセンブルク 

オーストラリア 

サウジアラビア 

トルコ 

ベルギー 

レソト 

オーストリア 

シンガポール 

ニカラグア 

ポーランド 

レバノン 


に010年8月現祖 


• 802.1 In モードではアドホック通信は使用できません。 

•アドホック通信でのピアツーピア接続は、 Chi - Chi 1で使用できます。 
• インフラストラクチャ通信は、 Chi 〜 Chi 3で使巧できます。 








































TV チ ユー ナーの化樣について 



TV チューナーの仕様は、巧のとおりです。 


■地上デジタル TV チューナー 


映像 

TV チューナー 

地上デジタル八イビジョンチューナー 

データ放送受信 

地上デジタル放送 

CATV 対応 

全帯域 （ VHF / MID / SH 日/ UHF ) 

双方向サービス 

対応 （ LAN 経由） 

字幕放送 

対応 

EPG (電モ番組表） 

対応 

アンテナ部 

同軸7已 OF 型 （ UHF / VHF 兼用） 
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18, 76 


電源コード . 30 

電源コネクタ . 20, 30 

電源スイッチ . 16 

電池（キーボード） . 23 

電池（マウス） . 22 

動画で学ぶシ U - ズ . 已9 

同軸デジタルオーディオ出力端モ . 20 

東芝サー ビス ステーシヨン . 44 

東芝ファイルレスキユー . 83 

ドライブ . 18 


な巧 


入力切替ボタン . 19 


ワイヤレスキーボード 
ワイヤレスマウス... 


1」カバ' U -. ' ' 
U モコン受光窓 
UU —ス情報. 
録画状態 LED . 


マイク入力端子 . 

マウス/キーボード信号受信機 
メモ I 」ス□ツト . 


パソコンで見るマニュアル . 已2 

ブ U ツジメディアス□ツト . 16 

へツドホン出力端モ . 16 

ボタン . 18,19 



ね巧 


5巧 


は巧 


をぐいん 


英数き 


AC アダプター . 30 

B-CAS 力ードス □ット . 18, 74 

□4 映像入力端テ . 18 

dynabook ランチャー . 45 

HDMI 入力端モ . 18 

i - フィ ルター . 69 

iGoogle. 11 

LAN コネクタ . 20 

Power LED. 17, 50 

Product Key.14 

US 日コネクタ .16, 20 

Web カメラ .16 


あ巧 


アンテナ入力端モ . 20 

ウイルスバスター . 68 

才ーディオ入力端子 . 16 

おたすけナビ . 已9 

音声入力端モ . 18 

音量ボタン .] 白 


か巧 


型番 . 18 

輝度ボタン . 19 


を巧 


再起動 . 48 

システムインジケーター . 16,17 

受信機用ス□ット . 18 

スタンド . 16 

スピーカー . 16 

製造番号 . 18 

セキュ I 」ティ□ック•ス□ット . 18 


た巧 


通風孔 . 18 

ディスプレイ . 16 

ディスプレイ OFF ボタン . 19 

ディスプレイ状態 LED . ] ス已〇 

デバイスアクセス LED . 17 
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リカバリー(再セットアップ) 
チェックシー ト 


リカ J ( I 」一は、本ぺージを〕ピーするなどして、なの項目を順番にチェックしなび日実行して 
ください。本ページに記載されている各チェック項目の詳細は、「4章買ったとさの状態に戻 
すには」で説明しています。 


リカバリーをする前に巧認すること 


□ ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 
□ セーフモードで起動でさるかどラか実行してみる 
□周辺機器をすべて取りはずし、再度確認してみる 

□「已章困ったときは」をご覧になり、ほかのトラブル解消方法を探してみる 
□ システムの復元で1ソ前の状態に復元する 


リカバリーをはじめる前にしてお<こと 


□ ① 準備ずるちの 

□『 dynabook ガイド』（本書） 

□ この U カバ U —チェックシートをコピーしたちの 

□ U カノのーメディア（作成した U カバ U - メディアかが」カバ U —する場合） 

□ ② 必要なデータのバックアップをとる 

バックアップをとることびできる場合は、とっておいてください。 U カバ U —をすると、購 
入後に作成したデータはすべて消失します。 

□ ドキュメントのデータ □購入後にデスクトップに保存したデータ 

□ インターネットエクスプ□ーラのお気に入り 

□メール送受信データ □メールアドレス帳 

□ プレインス I -ールされているアプ U ケーシヨンのデータやファイル 

□ 購入後にインス I ルしたアプ U ケーシヨンのデータ 

□ 購入後に作成したフォルダーやファイル 

バックアップについて《バソコンで見るマニュアル娘索）：こまめにバックアップを》 

□③ アプリケーシヨンのセットアップ用のメディアを確認する 

購入後にインストールしたアプ U ケーシヨンなどは、 U カバ U —後にインストールする必要 
びあります。 U カバ U — した直後は、お客様びインス!-ールしたソフトなどは復元されませ 
ん。ご購入されたメディアなどか日再度インストールしてください。 

□ ④ 各種設定を確認ずる 
□⑥あ日かじめ、音量を調節ずる 

U カバ U —後、 Windows セットアップび終了するまで音量の調節びでさないためです。 

□ ⑥ 無線 LAN 機能び ON であるか確認する 
□ ⑦ 周辺機器をずベて取りはずず 


[リカバリー(再セットアップ）の流れ 


U カバ U —をする場合は、次のよラな流れで作業を行ってください。 


□①リカバリー（再セットアップ） 

□②周辺機器（マウス•メモ U . プ U ンター 
など） を取り付けて、設定する 
□ ③インターネットやメールの設定 


□④ウイルスチェックソフトの設定と更新 
□ ⑥ Windows Update 
□⑥アプ U ケーシヨンのインストール 
□ ⑦データの復元 













東ち PC 総合情報サイト 

http://dynabook.com/ 


まち PC あんしんヴポート 


技術のなご質問、お問い合わせ、修理のご依頼をお受けいたします。 

全国擺電話番号 0120 -97-1 048 (通話料•電話ヴポート料無料） 

おかけいただくと、ガイダンスが流れます。 

ガイダンスに従ってご希望の窓□に該当する番号をプッシュしてください。 

電話番号は、お間違えのないよラ、ご確認の上おかけください。 

海がからの電話、携帯電話、 PHS または直収回線など回線契約によってはつなびらない 
場合びございます。その場合は TEL 043-2 日 8-8780 (通話料お客様負担）にお問い含ね 
せください。 

ご相談の内容により、別のヴポート窓□をご案内する堤合びございまず。 

技術相談窓□受付時間： 9 : 00-19 ： 00 (年中無休） 

修理相談窓□受付時間： 9 : 00-22 ； 00 (年末年始12/31〜1/3を除く） 

▼インターネットで修理のお申し込み 

http://dynabook.eom/assistpc/repaircenter/i repair.htm 

V_ J 


お問い合わせの詳細につきましては、『東芝 PC サポートのご案内』をご参照ください。 

. 本書の内容は、改善のため予告なしに変更することびあります。 

-本書の内容の一部または全部を、無斷で転載することは禁止されています。 

•落 T 、 乱 T 本は、お取り替えいたします。 

東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 
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I かさい文字 


うあ 

クい 


うえ 

うお 

WHA 

WHI 


WHE 

WHO 

含ゃ 

きぃ 

含ゅ 

きえ 

きょ 

KYA 

KYI 
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巳 Y 八 

己 YI 

巨 YU 

BYE 

BY0 
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ぴぃ 

ぴゅ 

ぴえ 

ぴょ 

PYA 

PYI 

PYU 

PYE 

PY0 

ふあ 

ふい 
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FWA 

FWI 
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FW0 

FA 

円 
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みえ 
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MYA 

MYI 

MYU 

MYE 
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■ 記号の入力 


記号の中には読みを入力して 「が 4 び1 キー 
を巧すと変換でさるをのちあります。 
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いち.に’-’ 

おんぷ 

oom 
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しめ 

ふあい 


I 】 《川 

X 

rrf 

しかく 

かっこ 

かける 

へいほうめ一とる 

☆女 

干 


(A.A) など各種顔文字 

ほし 

ゆうびん 

わる 

かお 
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